
議案第１号

令和６年度和歌山市一般会計補正予算 (第１０号)

令和６年度和歌山市一般会計補正予算 (第１０号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４, ３１４, ９６５千円を追加し､ 歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１６２, ６４６, ８３２千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

(債務負担行為の補正)

第２条 債務負担行為の廃止は､ ｢第２表 債務負担行為補正｣ による｡

(地方債の補正)

第３条 地方債の追加変更は､ ｢第３表 地方債補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第１０号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 市 税 ５７,５２８,０９２ ５５３,５００ ５８,０８１,５９２

１ 市 民 税 ２０,７３５,９６２ １,３００,０００ ２２,０３５,９６２

２ 固 定 資 産 税 ２５,６３４,１７６ △１５０,０００ ２５,４８４,１７６

４ 市 た ば こ 税 ２,８０９,４０５ △１２０,０００ ２,６８９,４０５

６ 都 市 計 画 税 ４,７６１,２６３ △５１０,０００ ４,２５１,２６３

７ 事 業 所 税 ２,２６７,７９０ ３０,０００ ２,２９７,７９０

８ 入 湯 税 ２７,０００ ３,５００ ３０,５００

３ 利子割交付金 ２０,０００ １０,０００ ３０,０００

１ 利子割交付金 ２０,０００ １０,０００ ３０,０００

10 地方特例交付金 ２,８８９,０００ △１,０２３,７００ １,８６５,３００

１ 地方特例交付金 ２,８７１,０００ △１,０２３,７００ １,８４７,３００

11 地 方 交 付 税 １８,０４４,２７１ １,４６０,５１９ １９,５０４,７９０

１ 地 方 交 付 税 １８,０４４,２７１ １,４６０,５１９ １９,５０４,７９０

13 分 担 金 及 び
負 担 金 ３４５,２８８ △９,８３２ ３３５,４５６

１ 負 担 金 ３４５,２８８ △９,８３２ ３３５,４５６

14 使 用 料 及 び
手 数 料 ２,５８３,９３７ △１９,４０２ ２,５６４,５３５

１ 使 用 料 １,８５６,８２１ △２１,７３３ １,８３５,０８８

２ 手 数 料 ７２７,１１６ ２,３３１ ７２９,４４７

15 国 庫 支 出 金 ３６,５５８,１９５ ８４１,１５３ ３７,３９９,３４８

１ 国 庫 負 担 金 ２５,０５７,７８８ ９７１,０６２ ２６,０２８,８５０

２ 国 庫 補 助 金 ３,３６６,１２３ △７５,１７９ ３,２９０,９４４

３ 国 庫 交 付 金 ８,１１１,５０７ △５４,１５３ ８,０５７,３５４

４ 国 庫 委 託 金 ２２,７７７ △５７７ ２２,２００

16 県 支 出 金 １１,８７０,２９０ １９１,８１７ １２,０６２,１０７

１ 県 負 担 金 ８,５４７,８４３ ２７５,９２３ ８,８２３,７６６

２ 県 補 助 金 ２,３３４,８５９ △７１,３６２ ２,２６３,４９７

３ 県 交 付 金 ９２６,５４３ △１２,８７６ ９１３,６６７
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(単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

４ 県 委 託 金 ５７,５４５ １３２ ５７,６７７

17 財 産 収 入 ４９０,６０３ ３４,１３９ ５２４,７４２

１ 財産運用収入 ２９０,３７７ ３４,１３９ ３２４,５１６

18 寄 附 金 ２,９９０,２８８ １７,７０４ ３,００７,９９２

１ 寄 附 金 ２,９９０,２８８ １７,７０４ ３,００７,９９２

19 繰 入 金 １,０９５,８７５ △２１２,０５９ ８８３,８１６

１ 基 金 繰 入 金 ９５０,２９７ △２１１,３２０ ７３８,９７７

２ 特別会計繰入金 １４５,５７８ △７３９ １４４,８３９

20 繰 越 金 １ ２,９５３,００５ ２,９５３,００６

１ 繰 越 金 １ ２,９５３,００５ ２,９５３,００６

21 諸 収 入 ４,２６３,１２７ △１６０,３７９ ４,１０２,７４８

４ 受託事業収入 ８６７,３２２ △１５,８３２ ８５１,４９０

７ 雑 入 １,６１８,７１８ △１４４,５４７ １,４７４,１７１

22 市 債 ７,８０４,９００ △３２１,５００ ７,４８３,４００

１ 市 債 ７,８０４,９００ △３２１,５００ ７,４８３,４００

歳 入 合 計 １５８,３３１,８６７ ４,３１４,９６５ １６２,６４６,８３２
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歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 議 会 費 ８９８,５５５ ５,７２２ ９０４,２７７

１ 議 会 費 ８９８,５５５ ５,７２２ ９０４,２７７

２ 総 務 費 １２,９７３,７１７ ３,０９４,３４５ １６,０６８,０６２

１ 総 務 管 理 費 ８,６６９,１４６ ３,１６８,６１８ １１,８３７,７６４

２ 徴 税 費 １,４４８,６９３ △１９,８１９ １,４２８,８７４

３ 市 民 生 活 費 ５８６,９４５ ７,３６４ ５９４,３０９

４ 戸籍住民基本
台 帳 費 ７０３,６３１ △４８,１６６ ６５５,４６５

５ 選 挙 費 ２０２,６３８ △１５,１１４ １８７,５２４

６ 統 計 調 査 費 ５１,９７８ ５２６ ５２,５０４

７ 文化スポーツ費 １,１２８,１５３ ３,６７４ １,１３１,８２７

８ 監 査 委 員 費 １０９,３６１ △１６０ １０９,２０１

９ 人事委員会費 ７３,１７２ △２,５７８ ７０,５９４

３ 民 生 費 ７６,８７４,８９７ ２,２０３,２０５ ７９,０７８,１０２

１ 社 会 福 祉 費 ３２,８３４,４６４ ９３８,１５３ ３３,７７２,６１７

２ 生 活 保 護 費 １８,０２１,３４４ ５６２,７１１ １８,５８４,０５５

３ 児 童 福 祉 費 ２１,８６２,７１７ ８３９,３７８ ２２,７０２,０９５

５ 年 金 保 険 費 ３,６１９,８２６ △１４６,４７３ ３,４７３,３５３

６ 市 民 福 祉 費 ５２４,２６４ ９,４３６ ５３３,７００

４ 衛 生 費 １０,０９６,０２４ △５２４,２４９ ９,５７１,７７５

１ 保 健 衛 生 費 ４,９１９,９７６ △２４４,６６８ ４,６７５,３０８

２ 清 掃 費 ４,８４０,７５９ △２８１,８５４ ４,５５８,９０５

３ 環 境 保 全 費 ３３５,２８９ ２,２７３ ３３７,５６２

５ 農林水産業費 １,０３６,８９０ △５３,３８７ ９８３,５０３

１ 農 業 費 ７１６,２０５ △４４,７８４ ６７１,４２１

２ 農 林 緑 花 費 １２４,１１８ ２,５７４ １２６,６９２

３ 水 産 業 費 １９６,５６７ △１１,１７７ １８５,３９０

６ 商 工 費 ３,９０３,７４３ △６６,４８９ ３,８３７,２５４

１ 商 工 費 ２,５７８,８９３ △５５,４８５ ２,５２３,４０８

２ 観 光 費 １,３２４,８５０ △１１,００４ １,３１３,８４６
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(単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

７ 土 木 費 ９,５８９,１９２ △１３４,０４９ ９,４５５,１４３

１ 土 木 管 理 費 １,０２２,８６４ △７９,１１２ ９４３,７５２

２ 道 路 橋 梁 費 ３,８４１,４１８ △３,８０２ ３,８３７,６１６

３ 河 川 費 ３７２,１１１ ２４,０８５ ３９６,１９６

４ 都 市 計 画 費 １,０１７,９２３ △９,９８１ １,００７,９４２

５ 都市計画道路費 ５７５,６６６ △９８ ５７５,５６８

６ 公 園 費 ４４６,８０７ ３,０５６ ４４９,８６３

８ 住 宅 費 １,９１３,１３１ △６８,１９７ １,８４４,９３４

８ 消 防 費 ６,２２０,９５５ △６１２ ６,２２０,３４３

１ 消 防 費 ６,２２０,９５５ △６１２ ６,２２０,３４３

９ 教 育 費 １０,７５２,３５２ △４,８１３ １０,７４７,５３９

１ 教 育 総 務 費 ２,１７９,１４４ △２,７７８ ２,１７６,３６６

２ 小 学 校 費 ２,９１１,９１７ △１０,５８３ ２,９０１,３３４

３ 中 学 校 費 ８３１,０４３ ６,１４６ ８３７,１８９

４ 高 等 学 校 費 ６７８,８７０ １９,９４５ ６９８,８１５

５ 幼 稚 園 費 ４９８,１９７ ３,５７５ ５０１,７７２

６ 社 会 教 育 費 ２,８５３,９８７ △１６,７２３ ２,８３７,２６４

７ 保 健 体 育 費 ７９９,１９４ △４,３９５ ７９４,７９９

10 公 債 費 １７,３１３,２２８ ２５,０６５ １７,３３８,２９３

１ 公 債 費 １７,３１３,２２８ ２５,０６５ １７,３３８,２９３

11 諸 支 出 金 ８,４８０,０７１ △２２９,７７３ ８,２５０,２９８

１ 公 営 企 業 費 ８,４８０,０７１ △２２９,７７３ ８,２５０,２９８

歳 出 合 計 １５８,３３１,８６７ ４,３１４,９６５ １６２,６４６,８３２
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第２表

債 務 負 担 行 為 補 正

１ 廃 止 (単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・住基系システム運営事業
令 和 ７ 年 度～

令 和 １ １ 年 度
１９４,３７０

合 計 １９４,３７０

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・税系システム移行事業 令 和 ７ 年 度 ３４４,９９３

合 計 ３４４,９９３

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・税系システム運営事業
令 和 ７ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度
６９,４１１

合 計 ６９,４１１
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第３表

地 方 債 補 正

１ 追 加 (単位 千円)

起債の目的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

河川県工事負
担金 21,400 証書借入又

は債券発行

年4.0％以内 (ただし､
利率見直し方式で借り入
れる政府資金及び地方公
共団体金融機構資金につ
いて､ 利率の見直しを行っ
た後においては､ 当該見
直し後の利率)

政府その他の資金の借入
れについては､ その融通条
件による｡ ただし､ 市財政
の都合により据置期間及び
償還期限を短縮し､ 又は繰
上償還若しくは低利に借り
換えることができる｡

計 21,400

２ 変 更 (単位 千円)

起債の目的
補 正 前 補 正 後

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法

庁舎整備事業 66,500 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

25,800 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

防災基盤整備
事業 11,300 〃 〃 〃 11,200 〃 〃 〃

スポーツ施設
整備事業 7,100 〃 〃 〃 5,100 〃 〃 〃

認定こども園
等整備事業 37,900 〃 〃 〃 5,600 〃 〃 〃

保健所設備整
備事業 11,000 〃 〃 〃 8,900 〃 〃 〃

清掃運搬施設
整備事業 29,200 〃 〃 〃 23,800 〃 〃 〃

農業施設整備
事業 136,800 〃 〃 〃 134,500 〃 〃 〃

沿岸漁場整備
開発事業 6,400 〃 〃 〃 5,100 〃 〃 〃

和歌山城公園
整備事業 59,000 〃 〃 〃 59,800 〃 〃 〃

道路施設改善
事業 739,400 〃 〃 〃 729,500 〃 〃 〃

地方道整備事
業 792,700 〃 〃 〃 791,500 〃 〃 〃

公園施設整備
事業 61,500 〃 〃 〃 63,200 〃 〃 〃

住宅改善事業 342,500 〃 〃 〃 306,300 〃 〃 〃
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(単位 千円)

起債の目的
補 正 前 補 正 後

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法

消防施設整備
事業 927,500 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

894,600 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

小学校施設整
備事業 50,800 〃 〃 〃 27,400 〃 〃 〃

中学校施設整
備事業 161,200 〃 〃 〃 159,700 〃 〃 〃

幼稚園施設整
備事業 9,300 〃 〃 〃 8,400 〃 〃 〃

コミュニティ
センター整備
事業

128,800 〃 〃 〃 102,900 〃 〃 〃

体育施設整備
事業 48,500 〃 〃 〃 36,500 〃 〃 〃

水道事業会計
出資金 464,100 〃 〃 〃 300,500 〃 〃 〃

借換債 809,200 〃 〃 〃 857,500 〃 〃 〃

計 7,804,900 7,462,000



議案第２号

令和６年度和歌山市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第４号)

令和６年度和歌山市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第４号) は､ 次に定めるところによ

る｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４２１, ００９千円を減額し､ 歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ３６, ７５５, ７２６千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第４号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 国民健康保険料 ６,１５６,８０８ △２,０１５,８９３ ４,１４０,９１５

１ 国民健康保険料 ６,１５６,８０８ △２,０１５,８９３ ４,１４０,９１５

３ 県 支 出 金 ２７,２３２,６７０ △２９６,１１０ ２６,９３６,５６０

２ 県 交 付 金 ２７,１６６,２１６ △２９６,１１０ ２６,８７０,１０６

４ 繰 入 金 ３,５６４,０９１ △１４６,１４９ ３,４１７,９４２

１ 一般会計繰入金 ３,５６４,０９１ △１４６,１４９ ３,４１７,９４２

５ 繰 越 金 １ ２,０２７,８７４ ２,０２７,８７５

１ 繰 越 金 １ ２,０２７,８７４ ２,０２７,８７５

７ 国 庫 支 出 金 － ９,２６９ ９,２６９

１ 国 庫 補 助 金 － ９,２６９ ９,２６９

歳 入 合 計 ３７,１７６,７３５ △４２１,００９ ３６,７５５,７２６
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歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 総 務 費 ５５３,９８５ △２,３８０ ５５１,６０５

１ 総 務 管 理 費 ５５３,９８５ △２,３８０ ５５１,６０５

２ 保 険 給 付 費 ２７,０４１,７７１ △４１１,１６１ ２６,６３０,６１０

１ 療 養 諸 費 ２３,６３８,０００ △５２５,０００ ２３,１１３,０００

２ 高 額 療 養 費 ３,２７３,５００ １３０,０００ ３,４０３,５００

４ 出産育児諸費 １１２,３９２ △１４,６５２ ９７,７４０

６ 傷病手当諸費 ２,０７９ △１,５０９ ５７０

４ 保 健 事 業 費 ３３９,４９７ △８,０９２ ３３１,４０５

１ 特定健康診査等
事 業 費 ２８０,５４４ △２,０５８ ２７８,４８６

２ 保 健 事 業 費 ５８,９５３ △６,０３４ ５２,９１９

５ 諸 支 出 金 １７５,１００ ６２４ １７５,７２４

１ 償 還 金 及 び
還 付 加 算 金 １７５,１００ ６２４ １７５,７２４

歳 出 合 計 ３７,１７６,７３５ △４２１,００９ ３６,７５５,７２６



議案第３号

令和６年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第３号)

令和６年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第３号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１３, １２９千円を減額し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１, ４５４, １４６千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第３号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

３ 財 産 収 入 １８６,４３８ ８５ １８６,５２３

１ 財産売払収入 １８６,４００ △８ １８６,３９２

２ 財産運用収入 ３８ ９３ １３１

４ 繰 入 金 ２１１,９１４ △２３,３７３ １８８,５４１

１ 一般会計繰入金 ２１１,９１４ △２３,３７３ １８８,５４１

５ 諸 収 入 １５４,８７７ １０,１５９ １６５,０３６

１ 雑 入 １５４,８７７ １０,１５９ １６５,０３６

歳 入 合 計 １,４６７,２７５ △１３,１２９ １,４５４,１４６

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 卸 売 市 場 費 １,３２６,４８７ △２,２０１ １,３２４,２８６

１ 卸 売 市 場 費 １,３２６,４８７ △２,２０１ １,３２４,２８６

２ 公 債 費 １４０,６８８ △１０,９２８ １２９,７６０

１ 公 債 費 １４０,６８８ △１０,９２８ １２９,７６０

歳 出 合 計 １,４６７,２７５ △１３,１２９ １,４５４,１４６



議案第４号

令和６年度和歌山市土地区画整理事業特別会計補正予算 (第１号)

令和６年度和歌山市土地区画整理事業特別会計補正予算 (第１号) は､ 次に定めるところによ

る｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２, ４５５千円を減額し､ 歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ１６, ６２８千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第１号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 繰 入 金 １５,５００ △２,７２７ １２,７７３

１ 東和歌山第二地区
土地区画整理事業
一般会計繰入金

１５,５００ △２,７２７ １２,７７３

２ 繰 越 金 ３,４８１ ３２８ ３,８０９

１ 東和歌山第二
地区土地区画
整理事業繰越金

３,４８１ ３２８ ３,８０９

３ 諸 収 入 １０２ △５６ ４６

１ 東和歌山第二
地区土地区画
整理事業雑入

１０２ △１０２ ０

２ 東和歌山第一
地区土地区画
整理事業雑入

－ ４６ ４６

歳 入 合 計 １９,０８３ △２,４５５ １６,６２８

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 東和歌山第二
地区土地区画
整 理 事 業 費

１９,０８３ △２,５０１ １６,５８２

１ 東和歌山第二
地区土地区画
整 理 事 業 費

１９,０８３ △２,５０１ １６,５８２

２ 諸 支 出 金 － ４６ ４６

１ 東和歌山第一
地区土地区画
整理事業繰出金

－ ４６ ４６

歳 出 合 計 １９,０８３ △２,４５５ １６,６２８



議案第５号

令和６年度和歌山市住宅改修資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号)

令和６年度和歌山市住宅改修資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号) は､ 次に定めるところ

による｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ３, ００３千円を減額し､ 歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２５, ９９７千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第１号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 諸 収 入 ２９,０００ △３,００３ ２５,９９７

１ 貸 付 金 収 入 ２９,０００ △３,００３ ２５,９９７

歳 入 合 計 ２９,０００ △３,００３ ２５,９９７

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 前 年 度 繰 上
充 用 金 ２９,０００ △３,００３ ２５,９９７

１ 前 年 度 繰 上
充 用 金 ２９,０００ △３,００３ ２５,９９７

歳 出 合 計 ２９,０００ △３,００３ ２５,９９７



議案第６号

令和６年度和歌山市住宅新築資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号)

令和６年度和歌山市住宅新築資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号) は､ 次に定めるところ

による｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ９, ７０７千円を減額し､ 歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ５６５, ３３９千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第１号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 諸 収 入 ５７５,０４６ △１４,７０７ ５６０,３３９

２ 雑 入 ３５７,８８４ △１４,７０７ ３４３,１７７

２ 県 支 出 金 － ５,０００ ５,０００

１ 県 補 助 金 － ５,０００ ５,０００

歳 入 合 計 ５７５,０４６ △９,７０７ ５６５,３３９

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 前 年 度 繰 上
充 用 金 ５７５,０４６ △９,７０７ ５６５,３３９

１ 前 年 度 繰 上
充 用 金 ５７５,０４６ △９,７０７ ５６５,３３９

歳 出 合 計 ５７５,０４６ △９,７０７ ５６５,３３９



議案第７号

令和６年度和歌山市宅地取得資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号)

令和６年度和歌山市宅地取得資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号) は､ 次に定めるところ

による｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２, ４７７千円を減額し､ 歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２３０, １１０千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第１号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 諸 収 入 ２３２,５８７ △４,７６９ ２２７,８１８

２ 雑 入 １２２,４０５ △４,７６９ １１７,６３６

２ 県 支 出 金 － ２,２９２ ２,２９２

１ 県 補 助 金 － ２,２９２ ２,２９２

歳 入 合 計 ２３２,５８７ △２,４７７ ２３０,１１０

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 前 年 度 繰 上
充 用 金 ２３２,５８７ △２,４７７ ２３０,１１０

１ 前 年 度 繰 上
充 用 金 ２３２,５８７ △２,４７７ ２３０,１１０

歳 出 合 計 ２３２,５８７ △２,４７７ ２３０,１１０



議案第８号

令和６年度和歌山市駐車場管理事業特別会計補正予算 (第２号)

令和６年度和歌山市駐車場管理事業特別会計補正予算 (第２号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１８, ３０３千円を減額し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１, ６３７, ５２４千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第２号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 使 用 料 及 び
手 数 料 ２６０,１６７ １３,６９９ ２７３,８６６

１ 使 用 料 ２６０,１６７ １３,６９９ ２７３,８６６

３ 諸 収 入 １,３９４,２８５ △３２,００２ １,３６２,２８３

１ 雑 入 １,３９４,２８５ △３２,００２ １,３６２,２８３

歳 入 合 計 １,６５５,８２７ △１８,３０３ １,６３７,５２４

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 駐車場管理費 １４５,５４４ ８１６ １４６,３６０

１ 駐車場管理費 １４５,５４４ ８１６ １４６,３６０

２ 道 路 駐 車 場
管 理 費 １０４,９８３ １,９６８ １０６,９５１

１ 道 路 駐 車 場
管 理 費 １０４,９８３ １,９６８ １０６,９５１

３ 前 年 度 繰 上
充 用 金 １,４０５,０００ △２１,０８７ １,３８３,９１３

１ 前 年 度 繰 上
充 用 金 １,４０５,０００ △２１,０８７ １,３８３,９１３

歳 出 合 計 １,６５５,８２７ △１８,３０３ １,６３７,５２４



議案第９号

令和６年度和歌山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号)

令和６年度和歌山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計補正予算 (第１号) は､ 次に定め

るところによる｡

(歳入予算の補正)

第１条 歳入予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入予算の金額は､

｢第１表 歳入予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入予算補正 (第１号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

２ 繰 越 金 １２５,４７９ △４,３２６ １２１,１５３

１ 繰 越 金 １２５,４７９ △４,３２６ １２１,１５３

３ 諸 収 入 １０５,３１１ ４,３２６ １０９,６３７

１ 貸 付 金 収 入 １０５,３０１ ４,３２６ １０９,６２７

歳 入 合 計 ２３２,７４８ ０ ２３２,７４８



議案第１０号

令和６年度和歌山市介護保険事業特別会計補正予算 (第３号)

令和６年度和歌山市介護保険事業特別会計補正予算 (第３号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９５３, ２４２千円を追加し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ４３, ４９２, ５２７千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第３号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

３ 国 庫 支 出 金 １０,７８５,６６４ ２１０,６２７ １０,９９６,２９１

１ 国 庫 負 担 金 ７,５６１,０４５ １７０,６０１ ７,７３１,６４６

２ 国 庫 交 付 金 ３,２２４,６１９ ４０,０２６ ３,２６４,６４５

４ 県 支 出 金 ５,６６３,３６２ １０９,４９５ ５,７７２,８５７

１ 県 負 担 金 ５,４５９,０５２ １１９,１３９ ５,５７８,１９１

２ 県 交 付 金 ２０４,３１０ △９,６４４ １９４,６６６

５ 支払基金交付金 １１,１７５,７２７ ２６０,３９４ １１,４３６,１２１

１ 支払基金交付金 １１,１７５,７２７ ２６０,３９４ １１,４３６,１２１

６ 財 産 収 入 ４４６ ３,２３６ ３,６８２

１ 財産運用収入 ４４６ ３,２３６ ３,６８２

７ 繰 入 金 ７,０４２,５７９ ４５,９９４ ７,０８８,５７３

１ 一般会計繰入金 ６,５９７,０３８ ３９,７３８ ６,６３６,７７６

２ 基 金 繰 入 金 ４４５,５４１ ６,２５６ ４５１,７９７

８ 繰 越 金 １ ３２３,４９６ ３２３,４９７

１ 繰 越 金 １ ３２３,４９６ ３２３,４９７

歳 入 合 計 ４２,５３９,２８５ ９５３,２４２ ４３,４９２,５２７
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歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 総 務 費 ８２５,８０５ △６２,７５１ ７６３,０５４

１ 総 務 管 理 費 ３３５,６８３ ７,００３ ３４２,６８６

２ 介 護 認 定 費 ４９０,１２２ △６９,７５４ ４２０,３６８

２ 保 険 給 付 費 ４０,０７２,５１９ ８９３,５１０ ４０,９６６,０２９

１ 介護サービス等
諸 費 ３８,７６８,８４４ ８０２,７００ ３９,５７１,５４４

２ 高 額 介 護
サービス等費 １,０９０,８２３ ８８,０００ １,１７８,８２３

４ 市 町 村 特 別
給 付 費 １０,６６５ ２,０００ １２,６６５

５ そ の 他 諸 費 ３９,９８０ ８１０ ４０,７９０

３ 地域支援事業費 １,５２６,８９２ △７７,０９５ １,４４９,７９７

１ 介護予防・生活支援
サ ー ビ ス 事 業 費 １,３１５,５３９ △７６,９９５ １,２３８,５４４

３ 包括的支援事業
・任意事業費 ２００,０２５ △１００ １９９,９２５

４ 基 金 積 立 金 ４４６ ３,２３６ ３,６８２

１ 基 金 積 立 金 ４４６ ３,２３６ ３,６８２

５ 諸 支 出 金 １０８,６２３ １９６,３４２ ３０４,９６５

１ 償 還 金 及 び
還 付 加 算 金 １１,５１１ １９７,１２７ ２０８,６３８

２ 重層的支援体制
整備事業繰出金 ９７,１１２ △７８５ ９６,３２７

歳 出 合 計 ４２,５３９,２８５ ９５３,２４２ ４３,４９２,５２７



議案第１１号

令和６年度和歌山市後期高齢者医療特別会計補正予算 (第２号)

令和６年度和歌山市後期高齢者医療特別会計補正予算 (第２号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３６, ７６１千円を追加し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１２, ００７, ３３８千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第２号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 ５,０５６,８３５ １２２,３８１ ５,１７９,２１６

１ 後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料 ５,０５６,８３５ １２２,３８１ ５,１７９,２１６

３ 繰 入 金 ６,６００,９３８ ３１,６５３ ６,６３２,５９１

１ 一般会計繰入金 ６,６００,９３８ ３１,６５３ ６,６３２,５９１

４ 繰 越 金 １ １８２,７２７ １８２,７２８

１ 繰 越 金 １ １８２,７２７ １８２,７２８

歳 入 合 計 １１,６７０,５７７ ３３６,７６１ １２,００７,３３８

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

２ 後期高齢者医療
広域連合納付金 １１,５８２,７７１ ３３６,７６１ １１,９１９,５３２

１ 後期高齢者医療
広域連合納付金 １１,５８２,７７１ ３３６,７６１ １１,９１９,５３２

歳 出 合 計 １１,６７０,５７７ ３３６,７６１ １２,００７,３３８



議案第１２号

令和６年度和歌山市水道事業会計補正予算 (第１号)

第１条 令和６年度和歌山市水道事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和６年度和歌山市水道事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条を次のように改

める｡

� 給 水 戸 数 １８６,８５９戸

� 年間総配水量 ４６,１３５,０００�

� 一日平均配水量 １２６,３９７�

� 主要な建設改良事業

配水管整備事業 ２,７５３,７３１千円

配水施設整備事業 ３２４,３１９千円

原浄水施設新設改良事業 １,４１２,０５８千円

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 水道事業収益 ７,５９６,４１５千円 △３１,１０５千円 ７,５６５,３１０千円

第１項 営 業 収 益 ７,０２３,１８３千円 △４２,０６４千円 ６,９８１,１１９千円

第２項 営 業 外 収 益 ５７３,２３２千円 △１７,８３１千円 ５５５,４０１千円

第３項 特 別 利 益 －千円 ２８,７９０千円 ２８,７９０千円

支 出

第１款 水道事業費 ７,２９９,９１４千円 １３１,７１２千円 ７,４３１,６２６千円

第１項 営 業 費 用 ６,６７０,０８３千円 ４３,２３４千円 ６,７１３,３１７千円

第２項 営 業 外 費 用 ５９６,８３１千円 ８８,４７８千円 ６８５,３０９千円

第４条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３, ８４１,

０５２千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額３, ８３８, １９７千円｣ に､

｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４１０, ３００千円､ 過年度分損益勘定留

保資金５７５, ４７２千円及び当年度分損益勘定留保資金２, ８５５, ２８０千円｣ を ｢当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３９０, ４０８千円､ 減債積立金１６９, ５６６

千円､ 過年度分損益勘定留保資金６１４, ２９４千円及び当年度分損益勘定留保資金２, ６６

３, ９２９千円｣ に改め､ 資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 水道事業資本的収入 ３,８０９,２４８千円 △２２５,９６６千円 ３,５８３,２８２千円

第１項 企 業 債 ３,２２１,５００千円 △５７,３００千円 ３,１６４,２００千円
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第２項 出 資 金 ４６４,１６６千円 △１６３,６６３千円 ３００,５０３千円

第３項 補 助 金 ３５,６８１千円 △２,３６９千円 ３３,３１２千円

第４項 負 担 金 ８７,９０１千円 △２,６３４千円 ８５,２６７千円

支 出

第１款 水道事業資本的支出 ７,６５０,３００千円 △２２８,８２１千円 ７,４２１,４７９千円

第１項 建 設 改 良 費 ４,７７７,６３８千円 △２２９,１８８千円 ４,５４８,４５０千円

第３項 その他資本的支出 －千円 ３６７千円 ３６７千円

第５条 予算第６条の表を次のように改める｡

第６条 予算第９条第１号に定めた経費の金額を次のように改める｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

� 職 員 給 与 費 １,１７１,０９６千円 △４２,８９９千円 １,１２８,１９７千円

第７条 予算第１０条中 ｢８, ６３４千円｣ を ｢８, ６２２千円｣ に改める｡

第８条 予算第１１条中 ｢２５０, ８３５千円｣ を ｢２４９, ２３７千円｣ に改める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

配 水 管
整 備 事 業

配 水 施 設
整 備 事 業

施 設
整 備 事 業

千円

１,９３４,８００

１２７,５００

１,１０１,９００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
６年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年４.０％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



議案第１３号

令和６年度和歌山市工業用水道事業会計補正予算 (第１号)

第１条 令和６年度和歌山市工業用水道事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和６年度和歌山市工業用水道事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条を次のよ

うに改める｡

� 給 水 工 場 数 ４３工場

� 年間総配水量 ８０,６３９,０００�

� 一日平均配水量 ２２０,９２９�

� 主要な建設改良事業

配水管整備事業 １４６,１６６千円

原浄水施設新設改良事業 ５７３,２７８千円

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 工業用水道事業収益 ２,３３８,８４９千円 △１２,２５３千円 ２,３２６,５９６千円

第１項 営 業 収 益 ２,２６６,９１０千円 △１４,６４０千円 ２,２５２,２７０千円

第２項 営 業 外 収 益 ７１,９３９千円 ２,３８７千円 ７４,３２６千円

支 出

第１款 工業用水道事業費 １,８４１,２３５千円 ６９,８７８千円 １,９１１,１１３千円

第１項 営 業 費 用 １,７２４,３７３千円 ５５,９０１千円 １,７８０,２７４千円

第２項 営 業 外 費 用 １０６,８６２千円 １３,９７７千円 １２０,８３９千円

第４条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額２１５, ００

１千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１９１, ９４５千円｣ に､ ｢当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額７０, ３８１千円及び減債積立金１４４, ６２０

千円｣ を ｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額６１, ２４５千円及び減債積立金

１３０, ７００千円｣ に改め､ 資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 工 業 用 水 道 事 業 １,１１４,６００千円 △８１,９００千円 １,０３２,７００千円
資 本 的 収 入

第１項 企 業 債 ５２４,７００千円 △８１,９００千円 ４４２,８００千円

支 出

第１款 工 業 用 水 道 事 業 １,３２９,６０１千円 △１０４,９５６千円 １,２２４,６４５千円
資 本 的 支 出
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第１項 建 設 改 良 費 ８２５,７３９千円 △１０４,９５６千円 ７２０,７８３千円

第５条 予算第６条を次のように改める｡

第６条 予算第９条第１号に定めた経費の金額を次のように改める｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

� 職 員 給 与 費 ３１４,８７３千円 ３,２８８千円 ３１８,１６１千円

第７条 予算第１０条中 ｢２, ４０４千円｣ を ｢２, ３３４千円｣ に改める｡

第８条 予算第１１条中 ｢７０, ５０１千円｣ を ｢７４, ０４６千円｣ に改める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

配 水 管
整 備 事 業

施 設
整 備 事 業

千円

１０２,１００

３４０,７００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
６年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年４.０％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



議案第１４号

令和６年度和歌山市公共下水道事業会計補正予算 (第１号)

第１条 令和６年度和歌山市公共下水道事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和６年度和歌山市公共下水道事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条を次のよ

うに改める｡

� 処 理 面 積 ２,４７９ha

� 年間処理水量 ２８,９８４,０００�

� 一日平均処理水量 ７９,４０８�

� 主要な建設改良事業

管渠整備事業 ２,１８２,９０２千円

ポンプ場整備事業 ７４３,２７５千円

処理場整備事業 １,３３２,１１７千円

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 下水道事業収益 １２,１６１,８２７千円 △６０,６４５千円 １２,１０１,１８２千円

第１項 営 業 収 益 ６,３００,７２５千円 △９８,９９１千円 ６,２０１,７３４千円

第２項 営 業 外 収 益 ５,８６１,１０２千円 ３８,２０３千円 ５,８９９,３０５千円

第３項 特 別 利 益 －千円 １４３千円 １４３千円

支 出

第１款 下水道事業費 １０,８６０,４９０千円 １１,５００千円 １０,８７１,９９０千円

第１項 営 業 費 用 ９,８４３,０７９千円 ２６,５２７千円 ９,８６９,６０６千円

第２項 営 業 外 費 用 １,０００,４１１千円 △１５,０２７千円 ９８５,３８４千円

第４条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５, １９４,

４３２千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５, １８９, ２９７千円｣ に､

｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２００, １２６千円､ 過年度分損益勘定留

保資金１３, ８０９千円､ 当年度分損益勘定留保資金３, ９０９, ４５４千円､ 繰越利益剰余

金処分額１３２, ３０２千円及び当年度利益剰余金処分額９３８, ７４１千円｣ を ｢当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額１８０, ９８０千円､ 減債積立金２３６, ９７３千円､

当年度分損益勘定留保資金３, ９１７, ８１０千円及び当年度利益剰余金処分額８５３, ５３

４千円｣ に改め､ 資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 下水道事業資本的収入 ６,９６５,８２３千円 △１６５,１４８千円 ６,８００,６７５千円
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第１項 企 業 債 ３,８７０,４００千円 △９８,１００千円 ３,７７２,３００千円

第２項 補 助 金 ２,２５１,９５０千円 △１３１,８８６千円 ２,１２０,０６４千円

第３項 負 担 金 ８４２,４７３千円 ６４,８３８千円 ９０７,３１１千円

支 出

第１款 下水道事業資本的支出 １２,１６０,２５５千円 △１７０,２８３千円 １１,９８９,９７２千円

第１項 建 設 改 良 費 ４,４３５,７４７千円 △１７０,２８３千円 ４,２６５,４６４千円

第５条 予算第６条の表を次のように改める｡

第６条 予算第９条第１号に定めた経費の金額を次のように改める｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

� 職 員 給 与 費 ８８１,５５３千円 △３７,８４４千円 ８４３,７０９千円

第７条 予算第１０条中 ｢７, ７９１, ５３０千円｣ を ｢７, ７２５, ４０９千円｣ に改める｡

第８条 予算第１１条中 ｢１, ０７１, ０４３千円｣ を ｢８５３, ５３４千円｣ に改め､ 次のよ

うに処分するものとする｡

� 減 債 積 立 金 ８５３,５３４千円

第９条 予算第１２条中 ｢２１２, ９９０千円｣ を ｢２０３, ８２２千円｣ に改める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

公共下水道
事 業

公共下水道
事業借換債

資 本 費
平 準 化 債

千円

２,２９０,６００

２３５,４００

１,２４６,３００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
６年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年４.０％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



議案第１５号

令和６年度和歌山市農業集落排水事業会計補正予算 (第１号)

第１条 令和６年度和歌山市農業集落排水事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和６年度和歌山市農業集落排水事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条を次の

ように改める｡

� 処 理 戸 数 ３３１戸

� 年間処理水量 ９５,８００�

� 一日平均処理水量 ２６２�

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 農業集落排水事業収益 １３９,０６３千円 △２５０千円 １３８,８１３千円

第１項 営 業 収 益 １７,１３８千円 △２５０千円 １６,８８８千円

支 出

第１款 農業集落排水事業費 １２３,５３８千円 △２２９千円 １２３,３０９千円

第１項 営 業 費 用 １１４,８９５千円 △４２２千円 １１４,４７３千円

第２項 営 業 外 費 用 ７,６２３千円 １９３千円 ７,８１６千円

第４条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４５, ３４８

千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４５, ２８３千円｣ に､ ｢当年度分

損益勘定留保資金２９, ９５５千円､ 繰越利益剰余金処分額１１, ２４６千円及び当年度利益

剰余金処分額４, １４７千円｣ を ｢減債積立金１７, ９４９千円及び当年度分損益勘定留保資

金２７, ３３４千円｣ に改め､ 資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

支 出

第１款 農業集落排水事業 ５０,４０４千円 △６５千円 ５０,３３９千円
資 本 的 支 出

第１項 建 設 改 良 費 ２０６千円 △６５千円 １４１千円

第５条 予算第７条第１号に定めた経費の金額を次のように改める｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

� 職 員 給 与 費 １６,４４２千円 △６２６千円 １５,８１６千円

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第１６号

令和６年度和歌山市漁業集落排水事業会計補正予算 (第１号)

第１条 令和６年度和歌山市漁業集落排水事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和６年度和歌山市漁業集落排水事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条を次の

ように改める｡

� 処 理 戸 数 ６５１戸

� 年間処理水量 １２７,２００�

� 一日平均処理水量 ３４８�

第３条 予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 漁業集落排水事業収益 １５１,８７５千円 ２６７千円 １５２,１４２千円

第１項 営 業 収 益 ３０,１１２千円 △１５７千円 ２９,９５５千円

第３項 特 別 利 益 －千円 ４２４千円 ４２４千円

支 出

第１款 漁業集落排水事業費 １３８,９０７千円 １６１千円 １３９,０６８千円

第１項 営 業 費 用 １２６,８９２千円 １２０千円 １２７,０１２千円

第２項 営 業 外 費 用 １０,９９５千円 ４１千円 １１,０３６千円

第４条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４３, ４２２

千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４３, ４１１千円｣ に､ ｢当年度分

損益勘定留保資金３０, ５５９千円､ 繰越利益剰余金処分額９, ６０７千円及び当年度利益剰

余金処分額３, ２５６千円｣ を ｢減債積立金１５, ０２５千円及び当年度分損益勘定留保資金

２８, ３８６千円｣ に改め､ 資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

支 出

第１款 漁業集落排水事業 ４８,９６４千円 △１１千円 ４８,９５３千円
資 本 的 支 出

第１項 建 設 改 良 費 ６４８千円 △１１千円 ６３７千円

第５条 予算第７条第１号に定めた経費の金額を次のように改める｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

� 職 員 給 与 費 １６,４５２千円 △６２６千円 １５,８２６千円

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第１７号

和歌山市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市手数料条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市手数料条例の一部を改正する条例

和歌山市手数料条例 (平成１２年条例第５号) の一部を次のように改正する｡

第１９条第１号イ中 ｢１４, ０００円｣ を ｢１６, ０００円｣ に改め､ 同号ウ中 ｢１９, ００

０円｣ を ｢２５, ０００円｣ に改め､ 同号エ中 ｢５００平方メートル｣ を ｢３００平方メートル

｣ に､ ｢５４, ０００円｣ を ｢４７, ０００円｣ に改め､ 同号エただし書中 ｢２６, ０００円｣

を ｢３２, ０００円｣ に改め､ 同号中サをシとし､ オからコまでをカからサまでとし､ エの次に

次のように加える｡

オ ３００平方メートルを超え５００平方メートル以下 １件 ６１, ０００円

第１９条中第２号を削り､ 第３号を第２号とし､ 同条第４号イ中 ｢１４, ０００円｣ を ｢１５,

０００円｣ に改め､ 同号ウ中 ｢１９, ０００円｣ を ｢２３, ０００円｣ に改め､ 同号エ中 ｢３０,

０００円｣ を ｢３７, ０００円｣ に改め､ 同号を同条第３号とし､ 同条第５号を同条第４号とし､

同条第６号イ中 ｢１３, ０００円｣ を ｢１４, ０００円｣ に改め､ 同号ウ中 ｢１８, ０００円｣

を ｢２１, ０００円｣ に改め､ 同号エ中 ｢２９, ０００円｣ を ｢３３, ０００円｣ に改め､ 同号

を同条第５号とし､ 同条中第７号を第６号とし､ 第８号を第７号とし､ 同号の次に次の１号を加

える｡

(８) 検査済証の交付を受ける前における建築物等の仮使用認定申請手数料

ア 自己の居住の用に供する住宅を建築する場合 １件 ２７, ０００円

イ ア以外の場合 １件 １２０, ０００円

第１９条中第９号を削り､ 第９号の２を第９号とする｡

第１９条の３第２項中 ｢及び第２号｣ を削る｡

第１９条の４第１項各号を次のように改める｡

(１) 低炭素建築物新築等計画の認定の申請に対する審査手数料 (建築基準関係規定に適合する

かどうかの審査を伴わないものに限る｡ )

ア 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物 (非住宅部分を有する建築物を除く｡ 以下

この条及び次条において同じ｡ ) のうち､ 一戸建ての住宅 (単位住戸 (住宅部分の１の住

戸をいう｡ ) の数が１である住宅をいう｡ 以下この条及び次条において同じ｡ ) で当該建

築物の床面積の合計が

(ア) ２００平方メートル未満

ａ 適合証 (住宅品質確保法に規定する登録住宅性能評価機関､ 建築基準法に規定する
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指定確認検査機関又は建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律 (平成２７

年法律第５３号｡ 以下 ｢建築物省エネ法｣ という｡ ) に規定する登録建築物エネルギ

ー消費性能判定機関が交付する､ 低炭素建築物新築等計画が認定基準に適合するもの

であることを証する書面をいう｡ 以下この号において同じ｡ ) の添付があるもの

５, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの １８, ０００円

(ｂ) 評価の方法が誘導仕様基準による方法と当該方法以外の方法を併用する方法 (以

下この号において ｢併用方法｣ という｡ ) のもの ２６, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ３５, ０００円

(イ) ２００平方メートル以上

ａ 適合証の添付があるもの ５, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの １９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が併用方法のもの ２９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ３９, ０００円

イ 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物のうち､ 共同住宅等 (一戸建ての住宅以外

の住宅をいう｡ 以下この条及び次条において同じ｡ ) で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ３００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの １０, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

３４, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ５３, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ７１, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの ２１, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

５９, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ８９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １１９, ０００円
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(ウ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの ４６, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

１０７, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) １５４, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ２０３, ０００円

(エ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの ８３, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

１６１, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ２２５, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ２９１, ０００円

(オ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの １３３, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

２９６, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ４３４, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ５７２, ０００円

(カ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの ２０２, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

５０１, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ７５６, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １, ０１２, ０００円

(キ) ５０, ０００平方メートル以上

ａ 適合証の添付があるもの ３０６, ０００円
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ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

８７８, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) １, ３６９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １, ８６０, ０００円

ウ 申請に係る建築物が非住宅部分を有する建築物 (住宅部分を有する建築物を除く｡ 次条

において同じ｡ ) で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ３００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの １０, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ９０, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２３５, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上１, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの １７, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １１５, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２９５, ０００円

(ウ) １, ０００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの ２８, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １５１, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ３８０, ０００円

(エ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの ８３, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ２４４, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ５４３, ０００円

(オ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの １３１, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３１９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ６６９, ０００円

(カ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満
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ａ 適合証の添付があるもの １６６, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３８３, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ７９１, ０００円

(キ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満

ａ 適合証の添付があるもの ２０８, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ４５０, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ９０２, ０００円

(ク) ５０, ０００平方メートル以上

ａ 適合証の添付があるもの ２９１, ０００円

ｂ 適合証の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ５８２, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの １, １２５, ０００円

エ 申請に係る建築物が住宅部分及び非住宅部分を有する建築物であって

(ア) 住宅部分が一戸建ての住宅であるもの アの規定により算定した額にウの規定により

算定した額を加えた額

(イ) 住宅部分が共同住宅等であるもの イの規定により算定した額にウの規定により算定

した額を加えた額

(２) 低炭素建築物新築等計画の変更の認定の申請 (建築基準関係規定に適合するかどうかの審

査を伴わないものに限る｡ ) 及び都市の低炭素化の促進に関する法律施行規則 (平成２４年

国土交通省令第８６号) 第４６条の２の軽微な変更に該当していることを証する書面の交付

に対する審査手数料 前号の規定中 ｢床面積の合計｣ とあるのを ｢変更に係る部分の床面積

(床面積の増加を伴う変更の場合における当該増加する床面積を除く｡ ) の２分の１に相当

する床面積と床面積の増加を伴う変更の場合における当該増加する床面積を合計した床面積

｣ と読み替えて同号の規定により算定した額

(３) 低炭素建築物新築等計画の認定の申請 (変更の認定の申請を含む｡ ) に対する審査手数料

(建築基準関係規定に適合するかどうかの審査を伴うものに限る｡ ) 第１号又は前号の規

定により算定した額に第１９条第１号の規定により算定した額を加えた額

第１９条の４第２項を削る｡

第１９条の５第１項各号を次のように改める｡

(１) 建築物エネルギー消費性能向上計画の認定の申請に対する審査手数料 (建築基準関係規定

に適合するかどうかの審査を伴わないものに限り､ 認定の申請に係る建築物 (以下 ｢申請建

築物｣ という｡ ) 以外の建築物 (以下 ｢他の建築物｣ という｡ ) のエネルギー消費性能の向
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上にも資するよう､ 当該申請建築物に自他供給型熱源機器等を設置しようとするものであっ

て､ 当該計画中に他の建築物に関する事項を記載しているものについては､ 申請建築物及び

他の建築物ごとに算定する｡ )

ア 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物のうち､ 一戸建ての住宅で当該建築物の床

面積の合計が

(ア) ２００平方メートル未満

ａ 評価書面 (住宅品質確保法に規定する登録住宅性能評価機関､ 建築基準法に規定す

る指定確認検査機関又は建築物省エネ法に規定する登録建築物エネルギー消費性能判

定機関が発行する建築物のエネルギー消費性能の技術的審査に係る評価書面をいう｡

以下この号において同じ｡ ) の添付があるもの ５, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの １８, ０００円

(ｂ) 評価の方法が誘導仕様基準による方法と当該方法以外の方法を併用する方法 (以

下この号において ｢併用方法｣ という｡ ) のもの ２６, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ３５, ０００円

(イ) ２００平方メートル以上

ａ 評価書面の添付があるもの ５, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの １９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が併用方法のもの ２９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ３９, ０００円

イ 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物のうち､ 共同住宅等で当該建築物の床面積

の合計が

(ア) ３００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの １０, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

３４, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ５３, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ７１, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの ２１, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合
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(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

５９, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ８９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １１９, ０００円

(ウ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの ４６, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

１０７, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) １５４, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ２０３, ０００円

(エ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの ８３, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

１６１, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ２２５, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ２９１, ０００円

(オ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの １３３, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

２９６, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ４３４, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ５７２, ０００円

(カ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの ２０２, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

５０１, ０００円
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(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) ７５６, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １, ０１２, ０００円

(キ) ５０, ０００平方メートル以上

ａ 評価書面の添付があるもの ３０６, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法のもの

８７８, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が誘導仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (

ａ) を除く｡ ) １, ３６９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １, ８６０, ０００円

ウ 申請に係る建築物が非住宅部分を有する建築物で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ３００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの １０, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ９０, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２３５, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上１, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの １７, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １１５, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２９５, ０００円

(ウ) １, ０００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの ２８, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １５１, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ３８０, ０００円

(エ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの ８３, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ２４４, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ５４３, ０００円

(オ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの １３１, ０００円
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ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３１９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ６６９, ０００円

(カ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの １６６, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３８３, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ７９１, ０００円

(キ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満

ａ 評価書面の添付があるもの ２０８, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ４５０, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ９０２, ０００円

(ク) ５０, ０００平方メートル以上

ａ 評価書面の添付があるもの ２９１, ０００円

ｂ 評価書面の添付がない場合

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ５８２, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの １, １２５, ０００円

エ 申請に係る建築物が住宅部分及び非住宅部分を有する建築物であって

(ア) 住宅部分が一戸建ての住宅であるもの アの規定により算定した額にウの規定により

算定した額を加えた額

(イ) 住宅部分が共同住宅等であるもの イの規定により算定した額にウの規定により算定

した額を加えた額

(２) 建築物エネルギー消費性能向上計画の変更の認定の申請 (建築基準関係規定に適合するか

どうかの審査を伴わないものに限る｡ ) 及び建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する

法律施行規則 (平成２８年国土交通省令第５号｡ 以下 ｢建築物省エネ法施行規則｣ という｡

) 第２８条の軽微な変更に該当していることを証する書面の交付に対する審査手数料 前号

の規定中 ｢床面積の合計｣ とあるのを ｢変更に係る部分の床面積 (床面積の増加を伴う変更

の場合における当該増加する床面積を除く｡ ) の２分の１に相当する床面積と床面積の増加

を伴う変更の場合における当該増加する床面積を合計した床面積｣ と読み替えて同号の規定

により算定した額

(３) 建築物エネルギー消費性能向上計画の認定の申請 (変更の認定の申請を含む｡ ) に対する

審査手数料 (建築基準関係規定に適合するかどうかの審査を伴うものに限る｡ ) 第１号又

は前号の規定により算定した額に第１９条第１号の規定により算定した額を加えた額
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(４) 建築物エネルギー消費性能確保計画に対する建築物エネルギー消費性能適合性判定 (以下

この条において ｢適合性判定｣ という｡ ) の審査手数料

ア 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物のうち､ 一戸建ての住宅 (気候風土適応住

宅を除く｡ ) で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ２００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ５, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法が仕様基準による方法のもの １８, ０００円

(ｂ) 評価の方法が仕様基準による方法と当該方法以外の方法を併用する方法 (以下こ

の号において ｢併用方法｣ という｡ ) のもの ２６, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ３５, ０００円

(イ) ２００平方メートル以上

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ５, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法が仕様基準による方法のもの １９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が併用方法のもの ２９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ３９, ０００円

イ 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物のうち､ 共同住宅等 (気候風土適応住宅を

除く｡ ) で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ３００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １０, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法のもの ３４, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (ａ)

を除く｡ ) ５３, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ７１, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２１, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法のもの ５９, ０００円
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(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (ａ)

を除く｡ ) ８９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １１９, ０００円

(ウ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ４６, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法のもの １０７, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (ａ)

を除く｡ ) １５４, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ２０３, ０００円

(エ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ８３, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法のもの １６１, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (ａ)

を除く｡ ) ２２５, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ２９１, ０００円

(オ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １３３, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法のもの ２９６, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (ａ)

を除く｡ ) ４３４, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの ５７２, ０００円

(カ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２０２, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法のもの ５０１, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (ａ)

を除く｡ ) ７５６, ０００円
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(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １, ０１２, ０００円

(キ) ５０, ０００平方メートル以上

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ３０６, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法のもの ８７８, ０００円

(ｂ) 全ての単位住戸の評価の方法が仕様基準による方法又は併用方法のもの ( (ａ)

を除く｡ ) １, ３６９, ０００円

(ｃ) 評価の方法が (ａ) 及び (ｂ) 以外の方法のもの １, ８６０, ０００円

ウ 申請に係る建築物が気候風土適応住宅で

(ア) 全ての単位住戸の一次エネルギー消費量の評価の方法が仕様基準による方法のもの

ア (ア) ｂ (ａ) 若しくは (イ) ｂ (ａ) 又はイ (ア) ｂ (ａ) ､ (イ) ｂ (ａ) ､ (

ウ) ｂ (ａ) ､ (エ) ｂ (ａ) ､ (オ) ｂ (ａ) ､ (カ) ｂ (ａ) 若しくは (キ) ｂ (

ａ) の規定により算定した額

(イ) (ア) 以外のもの ア (ア) ｂ (ｂ) 若しくは (イ) ｂ (ｂ) 又はイ (ア) ｂ (ｂ) ､

(イ) ｂ (ｂ) ､ (ウ) ｂ (ｂ) ､ (エ) ｂ (ｂ) ､ (オ) ｂ (ｂ) ､ (カ) ｂ (ｂ)

若しくは (キ) ｂ (ｂ) の規定により算定した額

エ 申請に係る建築物が非住宅部分を有する建築物のうち､ 工場等 (工場､ 危険物の貯蔵若

しくは処理に供するもの､ 水産物の増殖場若しくは養殖場､ 倉庫､ 卸売市場､ 火葬場若し

くはと畜場､ 汚水処理場､ ごみ焼却場その他の処理施設の用途に供するもの又はこれらに

類するものをいう｡ オにおいて同じ｡ ) 以外で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ３００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １０, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ９０, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２３５, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上１, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １７, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １１５, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２９５, ０００円

(ウ) １, ０００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満
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ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２８, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １５１, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ３８０, ０００円

(エ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ８３, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ２４４, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ５４３, ０００円

(オ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １３１, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３１９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ６６９, ０００円

(カ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １６６, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３８３, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ７９１, ０００円

(キ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２０８, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ４５０, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ９０２, ０００円

(ク) ５０, ０００平方メートル以上

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２９１, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ５８２, ０００円
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(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの １, １２５, ０００円

オ 申請に係る建築物が非住宅部分を有する建築物のうち､ 工場等で当該建築物の床面積の

合計が

(ア) ３００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １０, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２４, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上１, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １７, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ２７, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ３２, ０００円

(ウ) １, ０００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２８, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ４４, ０００円

(エ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ８３, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ９９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの １０５, ０００円

(オ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １３１, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １４８, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの １５６, ０００円

(カ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満
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ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 １６６, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの １８４, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの １９３, ０００円

(キ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２０８, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ２２９, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ２３９, ０００円

(ク) ５０, ０００平方メートル以上

ａ 申請に係る建築物が認定を受けた建築物エネルギー消費性能向上計画に記載されて

いる他の建築物 ２９１, ０００円

ｂ ａ以外の建築物で

(ａ) 評価の方法がモデル建物法による方法のもの ３１８, ０００円

(ｂ) 評価の方法が (ａ) 以外の方法のもの ３３０, ０００円

カ 申請に係る建築物が住宅部分及び非住宅部分を有する建築物であって

(ア) 住宅部分が一戸建ての住宅であるもの (当該住宅部分が気候風土適応住宅であるもの

を除く｡ ) アの規定により算定した額にエ又はオの規定により算定した額を加えた額

(イ) 住宅部分が共同住宅等であるもの (当該住宅部分が気候風土適応住宅であるものを除

く｡ ) イの規定により算定した額にエ又はオの規定により算定した額を加えた額

(ウ) 住宅部分が気候風土適応住宅であるもの ウの規定により算定した額にエ又はオの規

定により算定した額を加えた額

(５) 建築物エネルギー消費性能確保計画の変更に対する建築物エネルギー消費性能適合性判定

及び建築物省エネ法施行規則第１３条の軽微な変更に該当していることを証する書面の交付

に対する審査手数料 前号の規定中 ｢床面積の合計｣ とあるのを ｢変更に係る部分の床面積

(床面積の増加を伴う変更の場合における当該増加する床面積を除く｡ ) の２分の１に相当

する床面積と床面積の増加を伴う変更の場合における当該増加する床面積を合計した床面積

｣ と読み替えて同号の規定により算定した額

(６) 適合性判定を行うことが比較的容易なものとして建築物省エネ法施行規則第２条第１項第

１号に規定する建築行為に係る建築物であり､ 適合性判定を受けない場合の第１９条第１号

の審査手数料に加算する審査手数料

ア 申請に係る建築物が一戸建ての住宅で当該建築物の床面積の合計 (建築物省エネ法施行
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規則第２条第１項第１号に規定する建築行為に係る建築物の床面積の合計であり､ 当該建

築行為に係る建築物が複数ある場合は合計の床面積とする｡ 以下この号において同じ｡ )

が

(ア) ２００平方メートル未満のもの １３, ０００円

(イ) ２００平方メートル以上のもの １５, ０００円

イ 申請に係る建築物が共同住宅等で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ３００平方メートル未満のもの ２４, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満のもの ３８, ０００円

(ウ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満のもの ６０, ０００円

(エ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満のもの

７８, ０００円

(オ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満のもの

１６３, ０００円

(カ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満のもの

２９９, ０００円

(キ) ５０, ０００平方メートル以上のもの ５７２, ０００円

(７) 第１９条第１号シ (イ) に規定する計画の変更に伴い建築物のエネルギー消費性能に関す

る変更 (軽微な変更を除く｡ ) を行う場合であって､ 適合性判定を行うことが比較的容易な

ものとして建築物省エネ法施行規則第２条第１項第１号に規定する建築行為に係る建築物で

あり､ 適合性判定を受けない場合の第１９条第１号の審査手数料に加算する審査手数料 前

号の規定中 ｢床面積の合計｣ とあるのを ｢変更に係る部分の床面積 (床面積の増加を伴う変

更の場合における当該増加する床面積を除く｡ ) の２分の１に相当する床面積と床面積の増

加を伴う変更の場合における当該増加する床面積を合計した床面積｣ と読み替えて同号の規

定により算定した額

(８) 建築物省エネ法第１１条第１項に規定する特定建築行為 (以下 ｢特定建築行為｣ という｡

) に係る建築物の第１９条第３号又は第５号の完了検査手数料に加算する完了検査手数料

ア 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物のうち､ 一戸建ての住宅であるもの (申請

に係る建築物が複数ある場合を含む｡ ) ５, ０００円

イ 申請に係る建築物が住宅部分を有する建築物のうち､ 共同住宅等で当該建築物の床面積

の合計 (特定建築行為に係る建築物の床面積の合計で､ 当該建築物が複数ある場合は合計

の床面積とする｡ 以下この号において同じ｡ ) が

(ア) ３００平方メートル未満のもの １０, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満のもの ２１, ０００円

(ウ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満のもの ４６, ０００円
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(エ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満のもの

８３, ０００円

(オ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満のもの

１３３, ０００円

(カ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満のもの

２０２, ０００円

(キ) ５０, ０００平方メートル以上のもの ３０６, ０００円

ウ 申請に係る建築物が非住宅部分を有する建築物で当該建築物の床面積の合計が

(ア) ３００平方メートル未満のもの １０, ０００円

(イ) ３００平方メートル以上１, ０００平方メートル未満のもの １７, ０００円

(ウ) １, ０００平方メートル以上２, ０００平方メートル未満のもの ２８, ０００円

(エ) ２, ０００平方メートル以上５, ０００平方メートル未満のもの ８３, ０００円

(オ) ５, ０００平方メートル以上１０, ０００平方メートル未満のもの

１３２, ０００円

(カ) １０, ０００平方メートル以上２５, ０００平方メートル未満のもの

１６６, ０００円

(キ) ２５, ０００平方メートル以上５０, ０００平方メートル未満のもの

２０８, ０００円

(ク) ５０, ０００平方メートル以上のもの ２９１, ０００円

エ 申請に係る建築物が住宅部分及び非住宅部分を有する建築物であって

(ア) 住宅部分が一戸建ての住宅であるもの アの規定により算定した額にウの規定により

算定した額を加えた額

(イ) 住宅部分が共同住宅等であるもの イの規定により算定した額にウの規定により算定

した額を加えた額

第１９条の５第２項から第５項までを削る｡

第４７条第１項中 ｢第３６条の２第１項｣ を ｢第３６条第１項｣ に改め､ 同条第２項に次の１

号を加える｡

(３１) 旧優生保護法に基づく優生手術等を受けた者等に対する補償金等の支給等に関する法律

(令和６年法律第７０号) 第３７条の規定に該当する者

附 則

１ この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡ ただし､ 第４７条第１項の改正規定及び同条

第２項に１号を加える改正規定は､ 公布の日から施行する｡

２ この条例による改正後の第１９条､ 第１９条の３第２項､ 第１９条の４及び第１９条の５の

規定は､ この条例の施行の日以後にされる申請に係る手数料について適用し､ 同日前にされた
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申請に係る手数料については､ なお従前の例による｡
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整理番号 路 線 名 起 点
終 点 備 考

２２－４２１ 貴志４２１号線 和歌山市中
和歌山市梅原

２４－１７５ 西和佐１７５号線 和歌山市岩橋
和歌山市岩橋

２４－１７６ 西和佐１７６号線 和歌山市岩橋
和歌山市岩橋

２４－１７７ 西和佐１７７号線 和歌山市岩橋
和歌山市岩橋

２４－１７８ 西和佐１７８号線 和歌山市岩橋
和歌山市岩橋

２５－１７５ 岡崎１７５号線 和歌山市神前
和歌山市神前

２５－１７６ 岡崎１７６号線 和歌山市井辺
和歌山市井辺

２５－１７７ 岡崎１７７号線 和歌山市井辺
和歌山市井辺

３４－２２７ 小倉２２７号線 和歌山市新庄
和歌山市新庄

３８－１７２ 雑賀１７２号線 和歌山市西浜
和歌山市西浜

３８－１７３ 雑賀１７３号線 和歌山市西浜
和歌山市西浜

議案第１８号

市道路線認定について

道路法第８条第２項の規定により市道の路線を次のとおり認定する｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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整理番号 旧新別 路 線 名 起 点
終 点 備 考

２５－１７１
旧 岡崎１７１号線 和歌山市神前

和歌山市神前

新 岡崎１７１号線 和歌山市神前
和歌山市神前 終点の変更

３８－１５６
旧 雑賀１５６号線 和歌山市西浜

和歌山市西浜

新 雑賀１５６号線 和歌山市西浜
和歌山市西浜 終点の変更

議案第１９号

市道路線変更について

道路法第１０条第３項の規定により市道の路線を次のとおり変更する｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第２０号

公有水面埋立ての免許出願に対する意見について

公有水面埋立法第３条第１項の規定により和歌山県知事から諮問 (令和７年１月２１日付け港

空第２７８号) のあった公有水面埋立てについて､ 次のとおり意見を述べたいので､ 同条第４項

の規定により議会の議決を求める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

１ 意見

港湾の利用を増進させるために必要である｡

２ 埋立出願の内容

(１) 出 願 人

所 在 地 和歌山市小松原通一丁目１番地

名 称 和歌山県

代表者住所 和歌山市東高松四丁目６番７号

代表者氏名 和歌山県知事 岸 本 周 平

(２) 埋立ての位置及び面積

ア 位 置

和歌山県和歌山市築港５丁目１９番並びに６丁目２１番及び２２番１の地先公有水面

イ 面 積

４６８. ２４㎡

(３) 埋立地の用途

ふ頭用地
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議案第２１号

令和６年度和歌山市一般会計補正予算 (第１１号)

令和６年度和歌山市一般会計補正予算 (第１１号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６, ８８３, ７０９千円を追加し､ 歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ１６９, ５３０, ５４１千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

(地方債の補正)

第２条 地方債の変更は､ ｢第２表 地方債補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第１１号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

15 国 庫 支 出 金 ３７,３９９,３４８ １,４００,６１４ ３８,７９９,９６２

２ 国 庫 補 助 金 ３,２９０,９４４ ４０６,０００ ３,６９６,９４４

３ 国 庫 交 付 金 ８,０５７,３５４ ９９４,６１４ ９,０５１,９６８

16 県 支 出 金 １２,０６２,１０７ １１０,７９５ １２,１７２,９０２

１ 県 負 担 金 ８,８２３,７６６ ５７,４９５ ８,８８１,２６１

２ 県 補 助 金 ２,２６３,４９７ ５３,３００ ２,３１６,７９７

22 市 債 ７,４８３,４００ ５,３７２,３００ １２,８５５,７００

１ 市 債 ７,４８３,４００ ５,３７２,３００ １２,８５５,７００

歳 入 合 計 １６２,６４６,８３２ ６,８８３,７０９ １６９,５３０,５４１



― 3―

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

２ 総 務 費 １６,０６８,０６２ △３４,０４１ １６,０３４,０２１

１ 総 務 管 理 費 １１,８３７,７６４ △８５,２６８ １１,７５２,４９６

７ 文化スポーツ費 １,１３１,８２７ ５１,２２７ １,１８３,０５４

５ 農林水産業費 ９８３,５０３ ２９,８００ １,０１３,３０３

１ 農 業 費 ６７１,４２１ ２９,８００ ７０１,２２１

６ 商 工 費 ３,８３７,２５４ △５０ ３,８３７,２０４

１ 商 工 費 ２,５２３,４０８ △５０ ２,５２３,３５８

７ 土 木 費 ９,４５５,１４３ ９７２,６０６ １０,４２７,７４９

１ 土 木 管 理 費 ９４３,７５２ ９０,２９５ １,０３４,０４７

２ 道 路 橋 梁 費 ３,８３７,６１６ ４３１,５００ ４,２６９,１１６

３ 河 川 費 ３９６,１９６ ６６,７６１ ４６２,９５７

５ 都市計画道路費 ５７５,５６８ ２６２,０００ ８３７,５６８

６ 公 園 費 ４４９,８６３ ５,４５０ ４５５,３１３

８ 住 宅 費 １,８４４,９３４ １１６,６００ １,９６１,５３４

９ 教 育 費 １０,７４７,５３９ ５,９０３,８４１ １６,６５１,３８０

２ 小 学 校 費 ２,９０１,３３４ １,１４１,９７７ ４,０４３,３１１

３ 中 学 校 費 ８３７,１８９ ７０４,０９８ １,５４１,２８７

５ 幼 稚 園 費 ５０１,７７２ １９１,０２０ ６９２,７９２

７ 保 健 体 育 費 ７９４,７９９ ３,８６６,７４６ ４,６６１,５４５

11 諸 支 出 金 ８,２５０,２９８ １１,５５３ ８,２６１,８５１

１ 公 営 企 業 費 ８,２５０,２９８ １１,５５３ ８,２６１,８５１

歳 出 合 計 １６２,６４６,８３２ ６,８８３,７０９ １６９,５３０,５４１
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第２表

地 方 債 補 正

１ 変 更 (単位 千円)

起債の目的
補 正 前 補 正 後

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法

スポーツ施設
整備事業 5,100 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

39,200 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

農業施設整備
事業 134,500 〃 〃 〃 144,300 〃 〃 〃

道路施設改善
事業 729,500 〃 〃 〃 786,600 〃 〃 〃

地方道整備事
業 791,500 〃 〃 〃 918,400 〃 〃 〃

交通安全施設
整備事業 11,600 〃 〃 〃 38,600 〃 〃 〃

準用河川改修
事業 67,300 〃 〃 〃 111,700 〃 〃 〃

街路事業 285,400 〃 〃 〃 416,400 〃 〃 〃

公園施設整備
事業 63,200 〃 〃 〃 65,800 〃 〃 〃

小学校施設整
備事業 27,400 〃 〃 〃 890,400 〃 〃 〃

中学校施設整
備事業 159,700 〃 〃 〃 717,900 〃 〃 〃

幼稚園施設整
備事業 8,400 〃 〃 〃 134,600 〃 〃 〃

共同調理場建
設事業 186,400 〃 〃 〃 3,578,400 〃 〃 〃

計 7,483,400 12,855,700



議案第２２号

令和６年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第４号)

令和６年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第４号) は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算の補正)

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７８１, ５５０千円を追加し､ 歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ２, ２３５, ６９６千円とする｡

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は､ ｢第１表 歳入歳出予算補正｣ による｡

(地方債の補正)

第２条 地方債の変更は､ ｢第２表 地方債補正｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳入歳出予算補正 (第４号)

歳 入 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

２ 国 庫 支 出 金 １２９,８８０ ２２９,０００ ３５８,８８０

１ 国 庫 交 付 金 １２９,８８０ ２２９,０００ ３５８,８８０

４ 繰 入 金 １８８,５４１ △５０ １８８,４９１

１ 一般会計繰入金 １８８,５４１ △５０ １８８,４９１

６ 市 債 ５４８,８００ ５５２,６００ １,１０１,４００

１ 市 債 ５４８,８００ ５５２,６００ １,１０１,４００

歳 入 合 計 １,４５４,１４６ ７８１,５５０ ２,２３５,６９６

歳 出 (単位 千円)

款 項 補正前の額 補 正 額 計

１ 卸 売 市 場 費 １,３２４,２８６ ７８１,５５０ ２,１０５,８３６

１ 卸 売 市 場 費 １,３２４,２８６ ７８１,５５０ ２,１０５,８３６

歳 出 合 計 １,４５４,１４６ ７８１,５５０ ２,２３５,６９６
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第２表

地 方 債 補 正

１ 変 更 (単位 千円)

起債の目的
補 正 前 補 正 後

限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法 限 度 額 起債の方法 利 率 償還の方法

卸売市場整備
事業 548,800 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

1,101,400 証書借入又は債券発行

年4.0％以内
(ただし､ 利
率見直し方式
で借り入れる
政府資金及び
地方公共団体
金融機構資金
について､ 利
率の見直しを
行った後にお
いては､ 当該
見直し後の利
率)

政府その他
の資金の借入
れについては､
その融通条件
による｡ ただ
し､ 市財政の
都合により据
置期間及び償
還期限を短縮
し､ 又は繰上
償還若しくは
低利に借り換
えることがで
きる｡

計 548,800 1,101,400



議案第２３号

令和６年度和歌山市公共下水道事業会計補正予算 (第２号)

第１条 令和６年度和歌山市公共下水道事業会計の補正予算は､ 次に定めるところによる｡

第２条 令和６年度和歌山市公共下水道事業会計予算 (以下 ｢予算｣ という｡ ) 第２条第４号を

次のように改める｡

� 主要な建設改良事業

管渠整備事業 ２,３０２,７８５千円

ポンプ場整備事業 ７８０,２７５千円

処理場整備事業 １,３３２,１１７千円

第３条 予算第４条本文括弧書中 ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５, １８９,

２９７千円｣ を ｢資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額５, １９６, ４２７千円｣ に､

｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１８０, ９８０千円､ 減債積立金２３６,

９７３千円､ 当年度分損益勘定留保資金３, ９１７, ８１０千円及び当年度利益剰余金処分額

８５３, ５３４千円｣ を ｢当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額１８８, ０００千

円､ 減債積立金２３６, ９７３千円､ 当年度分損益勘定留保資金３, ９１７, ８１０千円及び

当年度利益剰余金処分額８５３, ６４４千円｣ に改め､ 資本的収入及び支出の予定額を次のと

おり補正する｡

(科 目) (既決予定額) (補正予定額) ( 計 )

収 入

第１款 下水道事業資本的収入 ６,８００,６７５千円 １４９,７５３千円 ６,９５０,４２８千円

第１項 企 業 債 ３,７７２,３００千円 ７０,２００千円 ３,８４２,５００千円

第２項 補 助 金 ２,１２０,０６４千円 ７２,６２１千円 ２,１９２,６８５千円

第３項 負 担 金 ９０７,３１１千円 ６,９３２千円 ９１４,２４３千円

支 出

第１款 下水道事業資本的支出 １１,９８９,９７２千円 １５６,８８３千円 １２,１４６,８５５千円

第１項 建 設 改 良 費 ４,２６５,４６４千円 １５６,８８３千円 ４,４２２,３４７千円

第４条 予算第６条の表を次のように改める｡
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起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

公共下水道
事 業

公共下水道
事業借換債

資 本 費
平 準 化 債

千円

２,３６０,８００

２３５,４００

１,２４６,３００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
６年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年４.０％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換



第５条 予算第１０条中 ｢７, ７２５, ４０９千円｣ を ｢７, ７３６, ９６２千円｣ に改める｡

第６条 予算第１１条中 ｢８５３, ５３４千円｣ を ｢８５３, ６４４千円｣ に改め､ 次のように

処分するものとする｡

� 減 債 積 立 金 ８５３,６４４千円

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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えることができる｡



議案第２４号

令和６年度和歌山市一般会計補正予算 (第１２号)

令和６年度和歌山市一般会計補正予算 (第１２号) は､ 次に定めるところによる｡

(繰越明許費)

第１条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経

費は､ ｢第１表 繰越明許費｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

繰 越 明 許 費

(単位 千円)
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款 項 事 業 名 金 額

２ 総 務 費 ２１６,０３０

１ 総 務 管 理 費 ８０,２８７

城前広場整備事業 ２,０２２

標準準拠・住基系システム移行事業 ７８,２６５

４ 戸 籍 住 民
基 本 台 帳 費 １６,６５９

システム標準化対応事業 ８,３２７

氏名振り仮名記載事業 ８,３３２

５ 選 挙 費 ８８０

システム標準化対応事業 ８８０

７ 文 化
ス ポ ー ツ 費 １１８,２０４

スポーツ公園整備事業 ４,９７２

つつじが丘総合公園整備事業 ６２,００５

体育館改修事業 ５１,２２７

３ 民 生 費 １,８４５,９７４

１ 社 会 福 祉 費 １,８４５,９７４

八番丁館解体撤去事業 ２２,１１０

低所得者支援給付金事業 １,８２３,８６４

５ 農 林
水 産 業 費 ５９,４３７

１ 農 業 費 ２１,８５７

農業施設維持事業 １,８５７

農業施設改良事業 ２０,０００

３ 水 産 業 費 ３７,５８０

漁港管理事業 ３７,５８０

６ 商 工 費 ２６５,４２０

２ 観 光 費 ２６５,４２０

観光基盤整備事業 ９,９９９

和歌山城公園管理事業 ２５５,４２１



(単位 千円)
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款 項 事 業 名 金 額

７ 土 木 費 ３,８０２,７３４

１ 土 木 管 理 費 ９０,２９５

地籍調査事業 ９０,２９５

２ 道 路 橋 梁 費 ２,２６４,４８３

道路維持事業 ６８１,３２４

道路新設改良事業 １２,４３０

地方道整備事業 １,４９４,７４８

交通安全施設整備事業 ７５,９８１

３ 河 川 費 ２０１,００４

河川整備事業 ５３,９４４

準用河川改修事業 １４７,０６０

４ 都 市 計 画 費 ５６,８５１

都市防災総合推進事業 ２,３７３

住居表示整備事業 ８,３９３

まちなか再生計画推進事業 ４６,０８５

５ 都市計画道路費 ６７２,９７３

街路事業 ６７２,９７３

６ 公 園 費 ６９,３６９

公園整備事業 ６９,３６９

７ 下 水 道 費 ３５,７９５

下水道施設管理事業 ２１,０００

下水路整備事業 １４,７９５

８ 住 宅 費 ４１１,９６４

住宅管理事業 ２９３,０３２

民間建築物耐震改修促進事業 １１８,９３２

８ 消 防 費 ３５,５６３

１ 消 防 費 ３５,５６３

消防団施設整備事業 １５,６５３

救急自動車購入事業 １９,９１０



(単位 千円)
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款 項 事 業 名 金 額

９ 教 育 費 ５,９１３,１８２

２ 小 学 校 費 １,１４１,９７７

小学校施設整備事業 １,１２６,６６０

小学校給食施設整備事業 １５,３１７

３ 中 学 校 費 ７０４,０９８

中学校施設整備事業 ７０４,０９８

５ 幼 稚 園 費 １９１,０２０

幼稚園施設整備事業 １９１,０２０

６ 社 会 教 育 費 ９,３４１

コミュニティセンター建設事業 ９,３４１

７ 保 健 体 育 費 ３,８６６,７４６

中学校給食センター整備事業 ３,８６６,７４６

11 諸 支 出 金 １０３,３２０

１ 公 営 企 業 費 １０３,３２０

水道事業会計出資金 １０３,３２０

13 災害復旧費 ６８,７２０

１ 土 木 施 設
災 害 復 旧 費 ６８,７２０

道路災害復旧事業 ６８,７２０

合 計 １２,３１０,３８０



議案第２５号

令和６年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第５号)

令和６年度和歌山市卸売市場事業特別会計補正予算 (第５号) は､ 次に定めるところによる｡

(繰越明許費)

第１条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経

費は､ ｢第１表 繰越明許費｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

繰 越 明 許 費

(単位 千円)
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款 項 事 業 名 金 額

１ 卸売市場費 ８１６,６１３

１ 卸 売 市 場 費 ８１６,６１３

中央卸売市場整備事業 ８１６,６１３

合 計 ８１６,６１３



議案第２６号

令和６年度和歌山市土地区画整理事業特別会計補正予算 (第２号)

令和６年度和歌山市土地区画整理事業特別会計補正予算 (第２号) は､ 次に定めるところによ

る｡

(繰越明許費)

第１条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経

費は､ ｢第１表 繰越明許費｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

繰 越 明 許 費

(単位 千円)
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款 項 事 業 名 金 額

１ 東和歌山第二
地区土地区画
整理事業費

１１,７２３

１ 東和歌山第二
地区土地区画
整 理 事 業 費

１１,７２３

東和歌山第二地区土地区画整理事業 １１,７２３

合 計 １１,７２３



 
 

議案第２７号 

 

   工事請負変更契約の締結について 

 

 令和６年１０月１日に議会の議決を経た工事請負契約について、次のとおり変更契約を締結

したいので、和歌山市財務に関する条例（昭和３９年条例第１２号）第１１条の規定により、

議会の議決を求める。 

 

  令和７年２月１９日提出 

 

                         和歌山県和歌山市長  尾  花  正  啓    

 
 

工 事 名 

 
市道加太１０２号線災害復旧工事 

 

工 事 場 所  

 

 

和歌山市加太地内 

 

変更前の請負代金額 ８２１，６３４，０００円 

変更後の請負代金額 ９２９，１５４，６００円 

契 約 の 相 手 方  
和歌山市吉田５６３番地の１ 

弘安建設株式会社 

代表取締役  池 上 元 一 

変 更 理 由  

平板ブロック工において、当初予定した施工方法が特許登録さ

れたことに伴い、再度、他の工法との比較検討を行った結果、工

法変更の必要が生じたことによる増額変更のため。 
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議案第２８号

令和７年度和歌山市一般会計予算

令和７年度和歌山市の一般会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ１６０, ３９５, ２８４千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

(債務負担行為)

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項､ 期間

及び限度額は､ ｢第２表 債務負担行為｣ による｡

(地方債)

第３条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的､ 限

度額､ 起債の方法､ 利率及び償還の方法は､ ｢第３表 地方債｣ による｡

(一時借入金)

第４条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は､ ３０,

０００, ０００千円と定める｡

(歳出予算の流用)

第５条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は､ 次のとおりと定める｡

(１) 各項に計上した給料､ 職員手当等及び共済費にかかる予算額に過不足を生じた場合におけ

る同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 市 税 ６０,６７８,７６６

１ 市 民 税 ２４,１００,５５０

２ 固 定 資 産 税 ２５,８６２,８１３

３ 軽 自 動 車 税 １,３１３,８３８

４ 市 た ば こ 税 ２,７２６,９０３

５ 鉱 産 税 １

６ 都 市 計 画 税 ４,３２９,５７５

７ 事 業 所 税 ２,３１６,５８６

８ 入 湯 税 ２８,５００

２ 地 方 譲 与 税 ８５２,０００

１ 特 別 と ん 譲 与 税 １３２,０００

２ 自 動 車 重 量 譲 与 税 ５１１,０００

３ 地 方 揮 発 油 譲 与 税 １５７,０００

４ 森 林 環 境 譲 与 税 ５２,０００

３ 利 子 割 交 付 金 ４５,０００

１ 利 子 割 交 付 金 ４５,０００

４ 配 当 割 交 付 金 ４７６,０００

１ 配 当 割 交 付 金 ４７６,０００

５ 株式等譲渡所得割交付金 ６４３,０００

１ 株式等譲渡所得割交付金 ６４３,０００

６ 法 人 事 業 税 交 付 金 ６８９,０００

１ 法 人 事 業 税 交 付 金 ６８９,０００

７ 地 方 消 費 税 交 付 金 ９,４１０,０００

１ 地 方 消 費 税 交 付 金 ９,４１０,０００

８ ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 １２,０００

１ ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 １２,０００

９ 環 境 性 能 割 交 付 金 １１０,０００
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(単位 千円)

款 項 金 額

１ 環 境 性 能 割 交 付 金 １１０,０００

10 地 方 特 例 交 付 金 ３９４,０００

１ 地 方 特 例 交 付 金 ３８３,０００

２ 新型コロナウイルス感染症対
策地方税減収補�特別交付金

１１,０００

11 地 方 交 付 税 １８,６００,０００

１ 地 方 交 付 税 １８,６００,０００

12 交通安全対策特別交付金 ３３,０００

１ 交通安全対策特別交付金 ３３,０００

13 分 担 金 及 び 負 担 金 ５６１,２６９

１ 負 担 金 ５６１,２６９

14 使 用 料 及 び 手 数 料 ２,５９３,０７４

１ 使 用 料 １,８６７,２５２

２ 手 数 料 ７２５,８２２

15 国 庫 支 出 金 ３８,７０５,３８３

１ 国 庫 負 担 金 ２７,５２４,０１７

２ 国 庫 補 助 金 ３,０７３,７３０

３ 国 庫 交 付 金 ８,０９０,１１４

４ 国 庫 委 託 金 １７,５２２

16 県 支 出 金 １２,８４９,８５２

１ 県 負 担 金 ９,０６９,２８２

２ 県 補 助 金 ２,８１９,３６２

３ 県 交 付 金 ７３７,２５９

４ 県 委 託 金 ２２０,４４９

５ 県 貸 付 金 ３,５００

17 財 産 収 入 ４３６,１５３

１ 財 産 運 用 収 入 ３４５,９２３

２ 財 産 売 払 収 入 ９０,２３０

18 寄 附 金 ２,８８２,０４０

１ 寄 附 金 ２,８８２,０４０
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(単位 千円)

款 項 金 額

19 繰 入 金 ８０９,４９８

１ 基 金 繰 入 金 ７００,６４１

２ 特 別 会 計 繰 入 金 １０８,８５７

20 繰 越 金 １

１ 繰 越 金 １

21 諸 収 入 ２,７８９,７４８

１ 延滞金・加算金及び過料 ６９,００１

２ 市 預 金 利 子 １

３ 貸 付 金 収 入 １,３０５,０５１

４ 受 託 事 業 収 入 ６５,９７２

５ 弁 償 金 ３０

６ 物 品 売 払 収 入 ２３３

７ 雑 入 １,３４９,４６０

22 市 債 ６,８２５,５００

１ 市 債 ６,８２５,５００

歳 入 合 計 １６０,３９５,２８４
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歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 議 会 費 ８９８,３３６

１ 議 会 費 ８９８,３３６

２ 総 務 費 １２,８８５,４１２

１ 総 務 管 理 費 ８,１０８,７４４

２ 徴 税 費 １,５３１,７０５

３ 市 民 生 活 費 ６０３,５８１

４ 戸 籍 住 民 基 本 台 帳 費 ７９３,９９５

５ 選 挙 費 ２３４,５５６

６ 統 計 調 査 費 ２５９,０２７

７ 文 化 ス ポ ー ツ 費 １,１８１,２５９

８ 監 査 委 員 費 １０２,０７２

９ 人 事 委 員 会 費 ７０,４７３

３ 民 生 費 ８０,３０１,２９７

１ 社 会 福 祉 費 ３３,３０４,０１２

２ 生 活 保 護 費 １８,３４１,２２１

３ 児 童 福 祉 費 ２４,６３９,０５８

４ 災 害 救 助 費 １２,２８２

５ 年 金 保 険 費 ３,４９９,０８３

６ 市 民 福 祉 費 ５０５,６４１

４ 衛 生 費 ９,８３４,０１１

１ 保 健 衛 生 費 ４,３０６,６８１

２ 清 掃 費 ５,０８０,９４２

３ 環 境 保 全 費 ４４６,３８８

５ 農 林 水 産 業 費 １,０３８,８８０

１ 農 業 費 ７４８,９６６

２ 農 林 緑 花 費 １４８,８６１

３ 水 産 業 費 １４１,０５３

６ 商 工 費 ３,７０６,６２５

１ 商 工 費 ２,７５４,９６６
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(単位 千円)

款 項 金 額

２ 観 光 費 ９５１,６５９

７ 土 木 費 ８,７７８,４２０

１ 土 木 管 理 費 １,０３７,９９９

２ 道 路 橋 梁 費 ３,３８７,５５８

３ 河 川 費 ３９２,８６０

４ 都 市 計 画 費 ９６３,５５７

５ 都 市 計 画 道 路 費 ２５０,８２１

６ 公 園 費 ３５８,７１２

７ 下 水 道 費 ５６３,６９２

８ 住 宅 費 １,８２３,２２１

８ 消 防 費 ５,４２７,８４３

１ 消 防 費 ５,４２７,８４３

９ 教 育 費 １０,１７１,６５２

１ 教 育 総 務 費 ２,３１４,６７１

２ 小 学 校 費 ２,８３２,１０４

３ 中 学 校 費 ８１５,７８５

４ 高 等 学 校 費 ８３７,９８５

５ 幼 稚 園 費 ５０４,６４４

６ 社 会 教 育 費 ２,１５４,８１９

７ 保 健 体 育 費 ７１１,６４４

10 災 害 復 旧 費 ３２３,９１５

１ 土 木 施 設 災 害 復 旧 費 ３２３,９１５

11 公 債 費 １７,９５９,９１６

１ 公 債 費 １７,９５９,９１６

12 諸 支 出 金 ８,９９８,９７７

１ 公 営 企 業 費 ８,７８５,４６８

２ 集 落 排 水 費 ２１３,５０９

13 予 備 費 ７０,０００

１ 予 備 費 ７０,０００
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(単位 千円)

款 項 金 額

歳 出 合 計 １６０,３９５,２８４
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第２表

債 務 負 担 行 為

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

財務会計システム公金収納対応事業 令 和 ８ 年 度 ２,１１８

合 計 ２,１１８

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

奨学金返還助成事業 (令和７年度募集分)
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度

２５０千円×交付対象者
奨学金受取総月数／１２

合 計 －

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

ガバメントクラウド回線運用管理事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度
５０,３８６

合 計 ５０,３８６

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・住基系システム運営事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度
１７５,２３０

合 計 １７５,２３０

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・保険系システム運営事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度
３９８,７５０

合 計 ３９８,７５０
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(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・債権回収システム運営事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度
６６,４４９

合 計 ６６,４４９

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・税系システム移行事業 令 和 ８ 年 度 ３４４,９９３

合 計 ３４４,９９３

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

標準準拠・税系システム運営事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ３ 年 度
６９,４１１

合 計 ６９,４１１

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

市税納税通知書封入封緘等委託事業 令 和 ８ 年 度 ５１,２９１

合 計 ５１,２９１

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

個人市民税課税資料パンチ委託事業 令 和 ８ 年 度 ２８２

合 計 ２８２
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(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

滞納整理・電話催告事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 ９ 年 度
４８,３１２

合 計 ４８,３１２

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

地域包括支援センター委託事業 令 和 ８ 年 度 ２４,１２７

合 計 ２４,１２７

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

次期ごみ処理施設整備事業 (基本設計等業
務)

令 和 ８ 年 度～

令 和 ９ 年 度
３３６,５０６

合 計 ３３６,５０６

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

小規模事業者経営改善資金等利子補給事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ １ 年 度

貸付限度額８００, ００
０千円の年１. ０％を上
限として利息相当額の１
／２

合 計 －

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

女性・若者・シニア新規開業資金等利子補
給事業

令 和 ８ 年 度～

令 和 １ １ 年 度

貸付限度額２５０, ００
０千円の年１. ０％を上
限として利息相当額の１
／２

合 計 －
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(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

契約・業者管理システム更新事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度
１３０,４６５

合 計 １３０,４６５

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

市道管理事業 (植栽管理業務委託)
令 和 ８ 年 度～

令 和 ９ 年 度
４０,２９６

合 計 ４０,２９６

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

地方道整備事業 (梅原広場アクセス道路)
令 和 ８ 年 度～

令 和 ９ 年 度
５７６,３００

合 計 ５７６,３００

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

下水路整備事業 (貴志地区梅原下水路整備
工事)

令 和 ８ 年 度～

令 和 ９ 年 度
４６６,７００

合 計 ４６６,７００

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

岡崎団地建替事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 ９ 年 度
２,３６２,９０３

合 計 ２,３６２,９０３
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(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

特別支援教育就学奨励費システム事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 １ ２ 年 度
５,４４５

合 計 ５,４４５
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第３表

地 方 債

(単位 千円)

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

庁舎整備事業 80,600 証書借入又
は債券発行

年4.0％以内 (ただし､
利率見直し方式で借り入
れる政府資金及び地方公
共団体金融機構資金につ
いて､ 利率の見直しを行っ
た後においては､ 当該見
直し後の利率)

政府その他の資金の借入
れについては､ その融通条
件による｡ ただし､ 市財政
の都合により据置期間及び
償還期限を短縮し､ 又は繰
上償還若しくは低利に借り
換えることができる｡

防災基盤整備
事業 63,300 〃 〃 〃

支所・連絡所
整備事業 7,800 〃 〃 〃

文化財保護事
業 24,500 〃 〃 〃

博物館整備事
業 35,100 〃 〃 〃

スポーツ施設
整備事業 28,700 〃 〃 〃

社会福祉総務
事業 7,400 〃 〃 〃

八番丁館解体
撤去事業 79,500 〃 〃 〃

認定こども園
等整備事業 69,900 〃 〃 〃

児童館整備事
業 300 〃 〃 〃

隣保館整備事
業 1,700 〃 〃 〃

斎場整備事業 59,400 〃 〃 〃

保健所整備事
業 73,200 〃 〃 〃

清掃運搬施設
整備事業 14,200 〃 〃 〃

清掃工場施設
整備事業 342,200 〃 〃 〃

農業施設整備
事業 174,700 〃 〃 〃

四季の郷公園
整備事業 6,700 〃 〃 〃

沿岸漁場整備
開発事業 6,400 〃 〃 〃

共同作業場整
備事業 5,800 〃 〃 〃

勤労者総合セ
ンター整備事
業

32,300 〃 〃 〃

和歌山城公園
整備事業 5,500 〃 〃 〃

道路施設改善
事業 849,200 〃 〃 〃

緊急避難道路
等整備事業 59,000 〃 〃 〃

地方道整備事
業 567,100 〃 〃 〃
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(単位 千円)

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

交通安全施設
整備事業 900 証書借入又

は債券発行

年4.0％以内 (ただし､
利率見直し方式で借り入
れる政府資金及び地方公
共団体金融機構資金につ
いて､ 利率の見直しを行っ
た後においては､ 当該見
直し後の利率)

政府その他の資金の借入
れについては､ その融通条
件による｡ ただし､ 市財政
の都合により据置期間及び
償還期限を短縮し､ 又は繰
上償還若しくは低利に借り
換えることができる｡

河川整備事業 123,200 〃 〃 〃

準用河川改修
事業 67,700 〃 〃 〃

都市計画県工
事負担金 7,400 〃 〃 〃

街路事業 123,400 〃 〃 〃

公園施設整備
事業 34,000 〃 〃 〃

水路維持事業 24,000 〃 〃 〃

下水道施設管
理事業 21,000 〃 〃 〃

下水路整備事
業 25,000 〃 〃 〃

住宅改善事業 262,200 〃 〃 〃

消防施設整備
事業 878,100 〃 〃 〃

小学校施設整
備事業 41,300 〃 〃 〃

中学校施設整
備事業 17,000 〃 〃 〃

高等学校施設
整備事業 137,900 〃 〃 〃

地区集会所整
備事業 4,400 〃 〃 〃

こども科学館
整備事業 110,600 〃 〃 〃

コミュニティ
センター整備
事業

19,000 〃 〃 〃

体育施設整備
事業 78,500 〃 〃 〃

土木施設災害
復旧事業 97,000 〃 〃 〃

水道事業会計
出資金 864,800 〃 〃 〃

借換債 1,293,600 〃 〃 〃

計 6,825,500



議案第２９号

令和７年度和歌山市国民健康保険事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の国民健康保険事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ３７, ３５０, ５５４千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

(債務負担行為)

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項､ 期間

及び限度額は､ ｢第２表 債務負担行為｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 国 民 健 康 保 険 料 ６,４６３,０１２

１ 国 民 健 康 保 険 料 ６,４６３,０１２

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 １,００１

１ 手 数 料 １,００１

３ 国 庫 支 出 金 ２,８３８

１ 国 庫 補 助 金 ２,８３８

４ 県 支 出 金 ２７,２３８,３１５

１ 県 補 助 金 ５９,７６９

２ 県 交 付 金 ２７,１７８,５４６

５ 繰 入 金 ３,４４４,１３０

１ 一 般 会 計 繰 入 金 ３,４４４,１３０

６ 繰 越 金 １

１ 繰 越 金 １

７ 諸 収 入 ２０１,２５７

１ 貸 付 金 収 入 １

２ 雑 入 ２０１,２５６

歳 入 合 計 ３７,３５０,５５４
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歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 総 務 費 ５４７,５３７

１ 総 務 管 理 費 ５４７,５３７

２ 保 険 給 付 費 ２６,９５７,７０７

１ 療 養 諸 費 ２３,５５４,０００

２ 高 額 療 養 費 ３,２８３,０００

３ 移 送 費 ２００

４ 出 産 育 児 諸 費 １０４,８８９

５ 葬 祭 諸 費 １５,４５０

６ 傷 病 手 当 諸 費 １６８

３ 国民健康保険事業費納付金 ９,３４７,２１０

１ 医 療 給 付 費 分 納 付 金 ６,７７５,３８７

２ 後期高齢者支援金等分納付金 １,９３０,２３３

３ 介 護 納 付 金 分 納 付 金 ６４１,５９０

４ 保 健 事 業 費 ３３４,９９３

１ 特 定 健 康 診 査 等 事 業 費 ２７６,７２６

２ 保 健 事 業 費 ５８,２６７

５ 諸 支 出 金 １５３,１０７

１ 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 １５３,１０７

６ 予 備 費 １０,０００

１ 予 備 費 １０,０００

歳 出 合 計 ３７,３５０,５５４
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第２表

債 務 負 担 行 為

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

保険料納入通知書封入封緘等委託事業 令 和 ８ 年 度 ６,７１６

合 計 ６,７１６

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

国民健康保険料収納対策事業
令 和 ８ 年 度～

令 和 ９ 年 度
７９,８０６

合 計 ７９,８０６



議案第３０号

令和７年度和歌山市卸売市場事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の卸売市場事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ１, ５０７, ９１４千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

(地方債)

第２条 地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的､ 限

度額､ 起債の方法､ 利率及び償還の方法は､ ｢第２表 地方債｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 使 用 料 及 び 手 数 料 ２３２,０９４

１ 使 用 料 ２３２,０９４

２ 国 庫 支 出 金 ２４９,５１３

１ 国 庫 交 付 金 ２４９,５１３

３ 財 産 収 入 ４６８

１ 財 産 運 用 収 入 ４６８

( 財 産 売 払 収 入 )

４ 繰 入 金 ２４７,２８４

１ 一 般 会 計 繰 入 金 ２４７,２８４

５ 諸 収 入 ２０４,８５５

１ 雑 入 ２０４,８５５

６ 市 債 ５７３,７００

１ 市 債 ５７３,７００

歳 入 合 計 １,５０７,９１４

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 卸 売 市 場 費 １,３００,９９０

１ 卸 売 市 場 費 １,３００,９９０

２ 公 債 費 ２０６,８２４

１ 公 債 費 ２０６,８２４

３ 予 備 費 １００

１ 予 備 費 １００

歳 出 合 計 １,５０７,９１４
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第２表

地 方 債

(単位 千円)

起債の目的 限度額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

卸売市場整備
事業 573,700 証書借入又

は債券発行

年4.0％以内 (ただし､
利率見直し方式で借り入
れる政府資金及び地方公
共団体金融機構資金につ
いて､ 利率の見直しを行っ
た後においては､ 当該見
直し後の利率)

政府その他の資金の借入
れについては､ その融通条
件による｡ ただし､ 市財政
の都合により据置期間及び
償還期限を短縮し､ 又は繰
上償還若しくは低利に借り
換えることができる｡

計 573,700



議案第３１号

令和７年度和歌山市土地区画整理事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の土地区画整理事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ９, ５３７千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 繰 入 金 ９,４３５

１ 東和歌山第二地区土地区画
整理事業一般会計繰入金 ９,４３５

２ 諸 収 入 １０２

１ 東和歌山第二地区土地区画
整 理 事 業 雑 入 １０２

( 繰 越 金 )

( 東和歌山第二地区土地区画
整 理 事 業 繰 越 金 )

歳 入 合 計 ９,５３７

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 東 和 歌 山 第 二 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 費 ９,５３７

１ 東 和 歌 山 第 二 地 区
土 地 区 画 整 理 事 業 費 ９,５３７

歳 出 合 計 ９,５３７



議案第３２号

令和７年度和歌山市住宅改修資金貸付事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の住宅改修資金貸付事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ２５, ０００千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

― 24 ―



― 25 ―

第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 諸 収 入 ２５,０００

１ 貸 付 金 収 入 ２５,０００

歳 入 合 計 ２５,０００

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 前 年 度 繰 上 充 用 金 ２５,０００

１ 前 年 度 繰 上 充 用 金 ２５,０００

歳 出 合 計 ２５,０００



議案第３３号

令和７年度和歌山市住宅新築資金貸付事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の住宅新築資金貸付事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ５５８, ６１１千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 諸 収 入 ５５８,６１１

１ 貸 付 金 収 入 ２０３,９８０

２ 雑 入 ３５４,６３１

歳 入 合 計 ５５８,６１１

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 前 年 度 繰 上 充 用 金 ５５８,６１１

１ 前 年 度 繰 上 充 用 金 ５５８,６１１

歳 出 合 計 ５５８,６１１



議案第３４号

令和７年度和歌山市宅地取得資金貸付事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の宅地取得資金貸付事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ２２６, ３３４千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 諸 収 入 ２２６,３３４

１ 貸 付 金 収 入 １０３,９３０

２ 雑 入 １２２,４０４

歳 入 合 計 ２２６,３３４

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 前 年 度 繰 上 充 用 金 ２２６,３３４

１ 前 年 度 繰 上 充 用 金 ２２６,３３４

歳 出 合 計 ２２６,３３４



議案第３５号

令和７年度和歌山市駐車場管理事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の駐車場管理事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ１, ６２５, ４３７千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

(一時借入金)

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は､ １, ３

７０, ０００千円と定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 使 用 料 及 び 手 数 料 ２７１,４２３

１ 使 用 料 ２７１,４２３

２ 繰 入 金 １,２６０

１ 一 般 会 計 繰 入 金 １,２６０

３ 諸 収 入 １,３５２,７５４

１ 雑 入 １,３５２,７５４

歳 入 合 計 １,６２５,４３７

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 駐 車 場 管 理 費 １４７,０７９

１ 駐 車 場 管 理 費 １４７,０７９

２ 道 路 駐 車 場 管 理 費 １１３,０５８

１ 道 路 駐 車 場 管 理 費 １１３,０５８

３ 前 年 度 繰 上 充 用 金 １,３６５,０００

１ 前 年 度 繰 上 充 用 金 １,３６５,０００

４ 予 備 費 ３００

１ 予 備 費 ３００

歳 出 合 計 １,６２５,４３７



議案第３６号

令和７年度和歌山市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計の予算は､ 次に定めるところに

よる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ１３１, ３３９千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 繰 入 金 ２,２９２

１ 一 般 会 計 繰 入 金 ２,２９２

２ 繰 越 金 ３１,６５５

１ 繰 越 金 ３１,６５５

３ 諸 収 入 ９７,３９２

１ 貸 付 金 収 入 ９７,３８２

２ 雑 入 １０

歳 入 合 計 １３１,３３９

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金
貸 付 事 業 費 １０６,２３１

１ 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金
貸 付 事 業 費 １０６,２３１

２ 公 債 費 １７,０９３

１ 公 債 費 １７,０９３

３ 諸 支 出 金 ８,０１５

１ 母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金
貸 付 事 業 繰 出 金 ８,０１５

歳 出 合 計 １３１,３３９



議案第３７号

令和７年度和歌山市介護保険事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の介護保険事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ４２, ８３９, ０８５千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

(債務負担行為)

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項､ 期間

及び限度額は､ ｢第２表 債務負担行為｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 介 護 保 険 料 ７,９６４,５１３

１ 介 護 保 険 料 ７,９６４,５１３

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 ５０

１ 手 数 料 ５０

３ 国 庫 支 出 金 １０,８３５,２７６

１ 国 庫 負 担 金 ７,６３４,９７３

２ 国 庫 補 助 金 ７,９６３

３ 国 庫 交 付 金 ３,１９２,３４０

４ 県 支 出 金 ５,７００,６０５

１ 県 負 担 金 ５,５０５,４４７

２ 県 交 付 金 １９５,１５８

５ 支 払 基 金 交 付 金 １１,２５５,６８３

１ 支 払 基 金 交 付 金 １１,２５５,６８３

６ 財 産 収 入 ４,４３８

１ 財 産 運 用 収 入 ４,４３８

７ 繰 入 金 ７,０７４,０１９

１ 一 般 会 計 繰 入 金 ６,６１１,５８３

２ 基 金 繰 入 金 ４６２,４３６

８ 繰 越 金 １

１ 繰 越 金 １

９ 諸 収 入 ４,５００

１ 雑 入 ４,５００

歳 入 合 計 ４２,８３９,０８５



― 36 ―

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 総 務 費 ８２０,９８４

１ 総 務 管 理 費 ３３７,１６３

２ 介 護 認 定 費 ４８３,８２１

２ 保 険 給 付 費 ４０,４４３,０１３

１ 介 護 サ ー ビ ス 等 諸 費 ３９,１４０,２８１

２ 高 額 介 護 サ ー ビ ス 等 費 １,０９０,０４９

３ 高 額 医 療 合 算
介 護 サ ー ビ ス 等 費 １６１,８５７

４ 市 町 村 特 別 給 付 費 １０,９３２

５ そ の 他 諸 費 ３９,８９４

３ 地 域 支 援 事 業 費 １,４５３,５４７

１ 介 護 予 防 ・ 生 活 支 援
サ ー ビ ス 事 業 費 １,２４２,２５２

２ 一 般 介 護 予 防 事 業 費 ５,８８０

３ 包括的支援事業・任意事業費 ２００,３５９

４ そ の 他 諸 費 ５,０５６

４ 基 金 積 立 金 ４,４３８

１ 基 金 積 立 金 ４,４３８

５ 諸 支 出 金 １１２,１０３

１ 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 １１,５１１

２ 重 層 的 支 援 体 制 整 備
事 業 繰 出 金 １００,５９２

６ 予 備 費 ５,０００

１ 予 備 費 ５,０００

歳 出 合 計 ４２,８３９,０８５
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第２表

債 務 負 担 行 為

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

保険料納入通知書封入封緘等委託事業 令 和 ８ 年 度 ９,３５６

合 計 ９,３５６

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

介護保険事業計画策定事業 令 和 ８ 年 度 ５,４１２

合 計 ５,４１２



議案第３８号

令和７年度和歌山市後期高齢者医療特別会計予算

令和７年度和歌山市の後期高齢者医療特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ１２, １２３, １７５千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

(債務負担行為)

第２条 地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項､ 期間

及び限度額は､ ｢第２表 債務負担行為｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 ５,３７８,２３８

１ 後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料 ５,３７８,２３８

２ 使 用 料 及 び 手 数 料 １１

１ 手 数 料 １１

３ 繰 入 金 ６,７３２,９８２

１ 一 般 会 計 繰 入 金 ６,７３２,９８２

４ 繰 越 金 １

１ 繰 越 金 １

５ 諸 収 入 １１,９４３

１ 雑 入 １１,９４３

歳 入 合 計 １２,１２３,１７５

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 総 務 費 ８２,２６３

１ 総 務 管 理 費 ８２,２６３

２ 後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金 １２,０３０,４６４

１ 後 期 高 齢 者 医 療
広 域 連 合 納 付 金 １２,０３０,４６４

３ 諸 支 出 金 ７,４４８

１ 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ７,４４８

４ 予 備 費 ３,０００

１ 予 備 費 ３,０００

歳 出 合 計 １２,１２３,１７５
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第２表

債 務 負 担 行 為

(単位 千円)

事 項 期 間 限 度 額

保険料納入通知書封入封緘等委託事業 令 和 ８ 年 度 １０,９４５

合 計 １０,９４５



議案第３９号

令和７年度和歌山市直轄事業用地先行取得事業特別会計予算

令和７年度和歌山市の直轄事業用地先行取得事業特別会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(歳入歳出予算)

第１条 歳入歳出予算の総額は､ 歳入歳出それぞれ１８８, ６９４千円と定める｡

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は､ ｢第１表 歳入歳出予算｣ による｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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第１表

歳 入 歳 出 予 算

歳 入 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 財 産 収 入 １８８,６９４

１ 財 産 売 払 収 入 １８８,６９４

歳 入 合 計 １８８,６９４

歳 出 (単位 千円)

款 項 金 額

１ 国 道 ４ ２ 号 事 業 費 １８８,４４４

１ 国 道 ４ ２ 号 事 業 費 １８８,４４４

２ 諸 支 出 金 ２５０

１ 国道４２号事業費繰出金 ２５０

歳 出 合 計 １８８,６９４



議案第４０号

令和７年度和歌山市水道事業会計予算

(総 則)

第１条 令和７年度水道事業会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(業務の予定量)

第２条 業務の予定量は､ 次のとおりとする｡

(１) 給水戸数 １８７, ３５３戸

(２) 年間総配水量 ４５, ３５２, ０００�

(３) 一日平均配水量 １２４, ２５２�

(４) 主要な建設改良事業

配水管整備事業 ３, ８２９, ４５４千円

配水施設整備事業 ３２３, ６８１千円

原浄水施設新設改良事業 １, ４２６, ０９９千円

(収益的収入及び支出)

第３条 収益的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める｡

収 入

第１款 水道事業収益 ８, ７２８, ３６９千円

第１項 営 業 収 益 ８, １４１, １３９千円

第２項 営 業 外 収 益 ５８７, ２３０千円

支 出

第１款 水道事業費 ７, ３０２, ３０７千円

第１項 営 業 費 用 ６, ６６１, ４５５千円

第２項 営 業 外 費 用 ６０７, ８５２千円

第３項 特 別 損 失 ３, ０００千円

第４項 予 備 費 ３０, ０００千円

(資本的収入及び支出)

第４条 資本的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める (資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額３, ９５５, ８４６千円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４

８５, ３９１千円､ 過年度分損益勘定留保資金２０２, ４４９千円､ 当年度分損益勘定留保資

金２, ９０１, ４９２千円及び当年度利益剰余金処分額３６６, ５１４千円で補�するものと

する｡ ) ｡

収 入

第１款 水道事業資本的収入 ４, ３７５, ８７１千円

第１項 企 業 債 ３, ０９９, ３００千円
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第２項 出 資 金 ８６４, ８８６千円

第３項 補 助 金 １７３, ４９９千円

第４項 負 担 金 ２３１, ３７０千円

第５項 固定資産売却代金 ６, ８１６千円

支 出

第１款 水道事業資本的支出 ８, ３３１, ７１７千円

第１項 建 設 改 良 費 ５, ６１３, ３３６千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ２, ７１８, ３８１千円

(債務負担行為)

第５条 債務負担行為をすることができる事項､ 期間及び限度額は､ 次のとおりと定める｡

(企業債)

第６条 起債の目的､ 限度額､ 起債の方法､ 利率及び償還の方法は､ 次のとおりと定める｡

(一時借入金)

第７条 一時借入金の限度額は､ １, ５００, ０００千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は､ 次のとおりと定める｡

(１) 営業費用と営業外費用 (消費税及び地方消費税に限る｡ )

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第９条 次に掲げる経費については､ これらの経費の金額を､ これらの経費のうち他の経費の金

額に､ 若しくはこれら以外の経費の金額に流用し､ 又はこれら以外の経費をこれらの経費の金
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事 項 期 間 限 度 額

配 水 管 整 備 事 業 令和８年度
千円

３７,８００

配 水 施 設 整 備 事 業 令和８年度から
令和１０年度まで ２,９６１,９３７

加 納 浄 水 場 更 新 設 備 事 業 令和８年度から
令和１１年度まで ５,１０５,１７７

起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

配 水 管
整 備 事 業

配 水 施 設
整 備 事 業

施 設
整 備 事 業

千円

２,１３２,６００

７１,７００

８９５,０００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
７年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年4.0％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



額に流用する場合は､ 議会の議決を経なければならない｡

(１) 職 員 給 与 費 １, １６６, ７３６千円

(２) 交 際 費 ５４千円

(他会計からの補助金)

第１０条 水道事業費の一部に充当するため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は､ １３,

３３１千円である｡

(利益剰余金の処分)

第１１条 当年度利益剰余金のうち３６６, ５１４千円は､ 次のとおり処分するものと定める｡

(１) 減 債 積 立 金 ３６６, ５１４千円

(たな卸資産購入限度額)

第１２条 たな卸資産の購入限度額は､ ２６０, ７６１千円と定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第４１号

令和７年度和歌山市工業用水道事業会計予算

(総 則)

第１条 令和７年度工業用水道事業会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(業務の予定量)

第２条 業務の予定量は､ 次のとおりとする｡

(１) 給水工場数 ４３工場

(２) 年間総配水量 ８０, ４４７, ０００�

(３) 一日平均配水量 ２２０, ４０３�

(４) 主要な建設改良事業

配水施設整備事業 １０, ２３３千円

原浄水施設新設改良事業 ４１１, ７５３千円

(収益的収入及び支出)

第３条 収益的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める｡

収 入

第１款 工業用水道事業収益 ２, ３２７, ９５９千円

第１項 営 業 収 益 ２, ２５４, ０７４千円

第２項 営 業 外 収 益 ７３, ８８５千円

支 出

第１款 工業用水道事業費 １, ８１７, ０７２千円

第１項 営 業 費 用 １, ６６５, ４３４千円

第２項 営 業 外 費 用 １４１, ６３８千円

第３項 予 備 費 １０, ０００千円

(資本的収入及び支出)

第４条 資本的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める (資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額６８, ６６９千円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額３４, １

２４千円及び減債積立金３４, ５４５千円で補�するものとする｡ ) ｡

収 入

第１款 工業用水道事業資本的収入 ７７９, ５００千円

第１項 企 業 債 ２１８, ０００千円

第２項 補 助 金 ６１, ５００千円

第３項 その他資本的収入 ５００, ０００千円

支 出

第１款 工業用水道事業資本的支出 ８４８, １６９千円
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第１項 建 設 改 良 費 ４２２, ９６７千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ４２５, ２０２千円

(債務負担行為)

第５条 債務負担行為をすることができる事項､ 期間及び限度額は､ 次のとおりと定める｡

(企業債)

第６条 起債の目的､ 限度額､ 起債の方法､ 利率及び償還の方法は､ 次のとおりと定める｡

(一時借入金)

第７条 一時借入金の限度額は､ ５００, ０００千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は､ 次のとおりと定める｡

(１) 営業費用と営業外費用 (消費税及び地方消費税に限る｡ )

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第９条 次に掲げる経費については､ これらの経費の金額を､ これらの経費のうち他の経費の金

額に､ 若しくはこれら以外の経費の金額に流用し､ 又はこれら以外の経費をこれらの経費の金

額に流用する場合は､ 議会の議決を経なければならない｡

(１) 職 員 給 与 費 ３０２, ９９２千円

(２) 交 際 費 ５４千円

(他会計からの補助金)

第１０条 工業用水道事業費の一部に充当するため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は､

４, １０４千円である｡
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事 項 期 間 限 度 額

配 水 施 設 整 備 事 業 令和８年度
千円

１８１,５００

工 水 強 靭 化 事 業 令和８年度から
令和９年度まで ５,９７７,６５３

浄 水 場 整 備 事 業 令和８年度 ２０１,４７０

起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

施 設
整 備 事 業

千円

２１８,０００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
７年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年4.0％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



(たな卸資産購入限度額)

第１１条 たな卸資産の購入限度額は､ ８２, ００６千円と定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第４２号

令和７年度和歌山市公共下水道事業会計予算

(総 則)

第１条 令和７年度公共下水道事業会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(業務の予定量)

第２条 業務の予定量は､ 次のとおりとする｡

(１) 処理面積 ２, ４９０ha

(２) 年間処理水量 ２７, ５６７, ０００�

(３) 一日平均処理水量 ７５, ５２６�

(４) 主要な建設改良事業

管渠整備事業 ２, ９７７, ５７２千円

ポンプ場整備事業 ８８８, ７５９千円

処理場整備事業 １, ３２０, ８３５千円

(収益的収入及び支出)

第３条 収益的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める｡

収 入

第１款 下水道事業収益 １２, ２４４, ８７４千円

第１項 営 業 収 益 ６, ４５０, ５８２千円

第２項 営 業 外 収 益 ５, ７９４, ２９２千円

支 出

第１款 下水道事業費 １０, ８４６, ５５５千円

第１項 営 業 費 用 ９, ８９６, ６３５千円

第２項 営 業 外 費 用 ９３２, ９２０千円

第３項 特 別 損 失 ２, ０００千円

第４項 予 備 費 １５, ０００千円

(資本的収入及び支出)

第４条 資本的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める (資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額５, ２７５, ８５４千円は当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２

２９, ６７８千円､ 当年度分損益勘定留保資金３, ８９４, ６８１千円､ 繰越利益剰余金処分

額１８８, ３１８千円及び当年度利益剰余金処分額９６３, １７７千円で補�するものとする｡

) ｡

収 入

第１款 下水道事業資本的収入 ７, ４６５, ５８６千円

第１項 企 業 債 ３, ９２８, ６００千円
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第２項 補 助 金 ２, ６８５, ４２４千円

第３項 負 担 金 ８５０, ５６２千円

第４項 分 担 金 １, ０００千円

支 出

第１款 下水道事業資本的支出 １２, ７４１, ４４０千円

第１項 建 設 改 良 費 ５, １８９, ０２１千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ７, ０５２, ４１９千円

第３項 他会計からの長期借入金償還金 ５００, ０００千円

(債務負担行為)

第５条 債務負担行為をすることができる事項､ 期間及び限度額は､ 次のとおりと定める｡

(企業債)

第６条 起債の目的､ 限度額､ 起債の方法､ 利率及び償還の方法は､ 次のとおりと定める｡

(一時借入金)

第７条 一時借入金の限度額は､ １０, ０００, ０００千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第８条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は､ 次のとおりと定める｡

(１) 営業費用と営業外費用 (消費税及び地方消費税に限る｡ )

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第９条 次に掲げる経費については､ これらの経費の金額を､ これらの経費のうち他の経費の金

額に､ 若しくはこれら以外の経費の金額に流用し､ 又はこれら以外の経費をこれらの経費の金

額に流用する場合は､ 議会の議決を経なければならない｡
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事 項 期 間 限 度 額

水洗便所等改造資金利子等補給事業 令和８年度から
令和１３年度まで

千円
貸付限度額 1,000 千円
の4.38％と利息相当額

ポ ン プ 場 整 備 事 業 令和８年度から
令和９年度まで ２,１８８,１００

起債の目的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

公共下水道
事 業

公共下水道
事業借換債

資 本 費
平 準 化 債

千円

２,６９７,０００

４５１,４００

７８０,２００

普通貸借又は証券発
行｡ 借入時期は令和
７年度中とする｡ た
だし､ 工事の進捗状
況等により起債額の
全部又は一部を翌年
度に繰り延べて借り
入れることができる｡

年4.0％以内 (ただ
し､ 利率見直し方式
で借り入れる政府資
金及び地方公共団体
金融機構資金につい
て､ 利率の見直しを
行った後においては､
当該見直し後の利率)

政府その他の資金
の借入れについては､
その融通条件による｡
ただし､ 企業財政の
都合により据置期間
及び償還期限を短縮
し､ 又は繰上償還若
しくは低利に借り換
えることができる｡



(１) 職 員 給 与 費 ８７０, ０９７千円

(２) 交 際 費 ５４千円

(他会計からの補助金)

第１０条 公共下水道事業運営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は､ ７, ９０３,

１４７千円である｡

(利益剰余金の処分)

第１１条 繰越利益剰余金及び当年度利益剰余金のうち１, １５１, ４９５千円は､ 次のとおり

処分するものと定める｡

(１) 減 債 積 立 金 １, １５１, ４９５千円

(たな卸資産購入限度額)

第１２条 たな卸資産の購入限度額は､ ２２１, ６３１千円と定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第４３号

令和７年度和歌山市農業集落排水事業会計予算

(総 則)

第１条 令和７年度農業集落排水事業会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(業務の予定量)

第２条 業務の予定量は､ 次のとおりとする｡

(１) 処理戸数 ３２８戸

(２) 年間処理水量 ９５, ０００�

(３) 一日平均処理水量 ２６０�

(収益的収入及び支出)

第３条 収益的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める｡

収 入

第１款 農業集落排水事業収益 １３５, ２１３千円

第１項 営 業 収 益 １６, ６７４千円

第２項 営 業 外 収 益 １１８, ５３９千円

支 出

第１款 農業集落排水事業費 １１８, ３０４千円

第１項 営 業 費 用 １１０, ５４９千円

第２項 営 業 外 費 用 ６, ７３５千円

第３項 特 別 損 失 ２０千円

第４項 予 備 費 １, ０００千円

(資本的収入及び支出)

第４条 資本的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める (資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額４４, ４０６千円は過年度分損益勘定留保資金２, ６２０千円､ 当年度分損益

勘定留保資金２７, ６３０千円及び繰越利益剰余金処分額１４, １５６千円で補�するものと

する｡ ) ｡

収 入

第１款 農業集落排水事業資本的収入 ６, １５３千円

第１項 補 助 金 ６, １５３千円

支 出

第１款 農業集落排水事業資本的支出 ５０, ５５９千円

第１項 建 設 改 良 費 １, ２４４千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ４９, ３１５千円

(一時借入金)
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第５条 一時借入金の限度額は､ １００, ０００千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は､ 次のとおりと定める｡

(１) 営業費用と営業外費用 (消費税及び地方消費税に限る｡ )

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第７条 次に掲げる経費については､ これらの経費の金額を､ これらの経費のうち他の経費の金

額に､ 若しくはこれら以外の経費の金額に流用し､ 又はこれら以外の経費をこれらの経費の金

額に流用する場合は､ 議会の議決を経なければならない｡

(１) 職 員 給 与 費 １７, ２９１千円

(２) 交 際 費 ５４千円

(他会計からの補助金)

第８条 農業集落排水事業運営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は､ １０６, ８

２５千円である｡

(利益剰余金の処分)

第９条 繰越利益剰余金のうち１４, １５６千円は､ 次のとおり処分するものと定める｡

(１) 減 債 積 立 金 １４, １５６千円

(たな卸資産購入限度額)

第１０条 たな卸資産の購入限度額は､ １, ９９９千円と定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第４４号

令和７年度和歌山市漁業集落排水事業会計予算

(総 則)

第１条 令和７年度漁業集落排水事業会計の予算は､ 次に定めるところによる｡

(業務の予定量)

第２条 業務の予定量は､ 次のとおりとする｡

(１) 処理戸数 ６４６戸

(２) 年間処理水量 １３０, ７００�

(３) 一日平均処理水量 ３５８�

(収益的収入及び支出)

第３条 収益的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める｡

収 入

第１款 漁業集落排水事業収益 １４９, ６４２千円

第１項 営 業 収 益 ２９, ７８２千円

第２項 営 業 外 収 益 １１９, ８６０千円

支 出

第１款 漁業集落排水事業費 １３５, ３９６千円

第１項 営 業 費 用 １２４, ２１７千円

第２項 営 業 外 費 用 １０, １５９千円

第３項 特 別 損 失 ２０千円

第４項 予 備 費 １, ０００千円

(資本的収入及び支出)

第４条 資本的収入及び支出の予定額は､ 次のとおりと定める (資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額４４, ６６１千円は過年度分損益勘定留保資金２, １７２千円､ 当年度分損益

勘定留保資金３０, ５２０千円及び繰越利益剰余金処分額１１, ９６９千円で補�するものと

する｡ ) ｡

収 入

第１款 漁業集落排水事業資本的収入 ８, ３９１千円

第１項 補 助 金 ８, ３７２千円

第２項 分 担 金 １９千円

支 出

第１款 漁業集落排水事業資本的支出 ５３, ０５２千円

第１項 建 設 改 良 費 ３, ４９７千円

第２項 企 業 債 償 還 金 ４９, ５５５千円
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(一時借入金)

第５条 一時借入金の限度額は､ １００, ０００千円と定める｡

(予定支出の各項の経費の金額の流用)

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は､ 次のとおりと定める｡

(１) 営業費用と営業外費用 (消費税及び地方消費税に限る｡ )

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

第７条 次に掲げる経費については､ これらの経費の金額を､ これらの経費のうち他の経費の金

額に､ 若しくはこれら以外の経費の金額に流用し､ 又はこれら以外の経費をこれらの経費の金

額に流用する場合は､ 議会の議決を経なければならない｡

(１) 職 員 給 与 費 １７, ２９１千円

(２) 交 際 費 ５４千円

(他会計からの補助金)

第８条 漁業集落排水事業運営のため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は､ １０６, ６

８４千円である｡

(利益剰余金の処分)

第９条 繰越利益剰余金のうち１１, ９６９千円は､ 次のとおり処分するものと定める｡

(１) 減 債 積 立 金 １１, ９６９千円

(たな卸資産購入限度額)

第１０条 たな卸資産の購入限度額は､ １, ６８３千円と定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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議案第４５号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定につ

いて

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例

(和歌山市職員恩給条例の一部改正)

第１条 和歌山市職員恩給条例 (大正１３年条例第４１号) の一部を次のように改正する｡

第９条第２号中 ｢懲役若ハ禁コ｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

第１４条第２号中 ｢禁コ｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

第２２条ノ２中 ｢懲役又ハ禁コノ刑｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市職員給与条例の一部改正)

第２条 和歌山市職員給与条例 (昭和２６年条例第７号) の一部を次のように改正する｡

第２６条の２第３号及び第４号中 ｢禁錮｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

第２６条の３第１項第１号及び第５項第１号中 ｢禁錮
こ

｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市職員の退職手当に関する条例の一部改正)

第３条 和歌山市職員の退職手当に関する条例 (昭和３７年条例第３２号) の一部を次のように

改正する｡

第１７条第１項第１号及び第５項第２号､ 第１８条の見出し及び同条第１項第１号､ 第１９

条第１項第１号並びに第２１条第４項中 ｢禁錮｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市消防団設置等に関する条例の一部改正)

第４条 和歌山市消防団設置等に関する条例 (昭和３９年条例第３１号) の一部を次のように改

正する｡

第４条第１号中 ｢禁錮｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改正)

第５条 和歌山市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例 (昭和３９年条例第３３

号) の一部を次のように改正する｡

第６条第１号中 ｢禁錮｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市中央卸売市場業務条例の一部改正)

第６条 和歌山市中央卸売市場業務条例 (昭和４９年条例第７号) の一部を次のように改正する｡

第７条第４項第５号イ､ 第１３条第５項第２号､ 第１９条第４項第２号及び第３１条第２号

中 ｢禁錮｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の一部改正)
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第７条 和歌山市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例 (昭和６０年条例第２２号) の一部を

次のように改正する｡

第１７条中 ｢懲役｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市情報公開・個人情報保護審査会条例の一部改正)

第８条 和歌山市情報公開・個人情報保護審査会条例 (平成１２年条例第１２８号) の一部を次

のように改正する｡

第１５条中 ｢懲役｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市情報公開・個人情報保護審議会条例の一部改正)

第９条 和歌山市情報公開・個人情報保護審議会条例 (平成１２年条例第１２９号) の一部を次

のように改正する｡

第１１条中 ｢懲役｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市長等の倫理に関する条例の一部改正)

第１０条 和歌山市長等の倫理に関する条例 (平成１５年条例第４０号) の一部を次のように改

正する｡

第１５条中 ｢懲役｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正)

第１１条 和歌山市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例 (平成１６年条例第４３号

) の一部を次のように改正する｡

第１４条第２項第３号及び第４号並びに第３項第１号中 ｢禁錮
こ

｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市行政不服審査会条例の一部改正)

第１２条 和歌山市行政不服審査会条例 (平成２８年条例第５号) の一部を次のように改正する｡

第１０条中 ｢懲役｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市個人情報の保護に関する法律施行条例の一部改正)

第１３条 和歌山市個人情報の保護に関する法律施行条例 (令和４年条例第２６号) の一部を次

のように改正する｡

附則第３条第６項から第８項までの規定中 ｢懲役｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

(和歌山市議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正)

第１４条 和歌山市議会の個人情報の保護に関する条例 (令和４年条例第３３号) の一部を次の

ように改正する｡

第５３条から第５５条までの規定中 ｢懲役｣ を ｢拘禁刑｣ に改める｡

附 則

(施行期日)

１ この条例は､ 令和７年６月１日から施行する｡

(罰則の適用等に関する経過措置)
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２ この条例の施行前にした行為の処罰については､ なお従前の例による｡

３ この条例の施行後にした行為に対して､ 他の条例の規定によりなお従前の例によることとさ

れ､ なお効力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の条例の規定の例によることとさ

れる罰則を適用する場合において､ 当該罰則に定める刑に刑法等の一部を改正する法律 (令和

４年法律第６７号｡ 以下 ｢刑法等一部改正法｣ という｡ ) 第２条の規定による改正前の刑法 (

明治４０年法律第４５号｡ 以下この項において ｢旧刑法｣ という｡ ) 第１２条に規定する懲役

(以下 ｢懲役｣ という｡ ) (有期のものに限る｡ 以下この項において同じ｡ ) 又は旧刑法第１

３条に規定する禁錮 (以下 ｢禁錮｣ という｡ ) (有期のものに限る｡ 以下この項において同じ｡

) が含まれるときは､ 当該刑のうち懲役又は禁錮はそれぞれその刑と長期及び短期を同じくす

る有期拘禁刑とする｡

(人の資格に関する経過措置)

４ 拘禁刑に処せられた者に係る他の条例の規定によりなお従前の例によることとされ､ なお効

力を有することとされ又は改正前若しくは廃止前の条例の規定の例によることとされる人の資

格に関する法令の規定の適用については､ 無期拘禁刑に処せられた者は無期禁錮に処せられた

者と､ 有期拘禁刑に処せられた者は刑期を同じくする有期禁錮に処せられた者とみなす｡

(和歌山市職員給与条例の一部改正に伴う経過措置)

５ 刑法等一部改正法及び刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整理等に関する

法律 (令和４年法律第６８号｡ 以下 ｢整理法｣ という｡ ) 並びにこの条例の施行前に犯した禁

錮以上の刑 (死刑を除く｡ ) が定められている罪につき起訴をされた者は､ 第２条の規定によ

る改正後の和歌山市職員給与条例第２６条の３第１項 (第１号に係る部分に限る｡ ) の規定の

適用については､ 拘禁刑が定められている罪について起訴をされた者とみなす｡

(和歌山市職員の退職手当に関する条例の一部改正に伴う経過措置)

６ 刑法等一部改正法及び整理法並びにこの条例の施行前に犯した禁錮以上の刑 (死刑を除く｡

) が定められている罪につき起訴をされた者は､ 第３条の規定による改正後の和歌山市職員の

退職手当に関する条例第１７条第１項 (第１号に係る部分に限る｡ ) の規定の適用については､

拘禁刑が定められている罪について起訴をされた者とみなす｡

(和歌山市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正に伴う経過措置)

７ 刑法等一部改正法及び整理法並びにこの条例の施行前に犯した禁錮以上の刑 (死刑を除く｡

) が定められている罪につき起訴をされた者は､ 第１１条の規定による改正後の和歌山市技能

労務職員の給与の種類及び基準を定める条例第１４条第３項 (第１号に係る部分に限る｡ ) の

規定の適用については､ 拘禁刑が定められている罪について起訴をされた者とみなす｡
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議案第４６号

和歌山市職員給与条例等の一部を改正する条例の制定について

和歌山市職員給与条例等の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市職員給与条例等の一部を改正する条例

(和歌山市職員給与条例の一部改正)

第１条 和歌山市職員給与条例 (昭和２６年条例第７号) の一部を次のように改正する｡

第５条第５項中 ｢ (管理又は監督の地位にある職員として規則で定める者にあつては､ ３号

給) ｣ を削り､ 同条第６項中 ｢５５歳 (医療職給料表の適用を受ける職員にあつては､ ５７歳

) に達した日以後における最初の３月３１日を経過した｣ を ｢次の各号に掲げる｣ に改め､ ｢

勤務成績が｣ の次に ｢極めて良好又は｣ を加え､ 同項に次の各号を加える｡

(１) ５５歳 (医療職給料表の適用を受ける職員にあつては､ ５７歳) に達した日以後におけ

る最初の３月３１日を経過した職員 (次号に掲げる職員を除く｡ )

(２) 行政職給料表の適用を受ける職員でその等級が８級以上であるもの及び同表以外の各給

料表の適用を受ける職員で､ その等級がこれに相当するものとして規則で定める職員

第９条第１項中 ｢次項第１号及び第３号から第６号まで｣ を ｢次項第２号から第５号まで｣

に改め､ ｢配偶者､ ｣ を削り､ 同条第２項中第１号を削り､ 第２号を第１号とし､ 第３号から

第６号までを１号ずつ繰り上げ､ 同条第３項中 ｢扶養親族たる配偶者､ 父母等｣ を ｢前項第１

号に該当する扶養親族 (次項において ｢扶養親族たる子｣ という｡ ) については１人につき１

３, ０００円 (職員に複数の扶養親族たる子がいる場合にあつては､ 最年長者である扶養親族

たる子以外の扶養親族たる子については１３, ５００円) ､ 扶養親族たる父母等｣ に改め､ ｢

(以下 ｢行政８級職員等｣ という｡ ) ｣ 及び ｢､ 前項第２号に該当する扶養親族 (以下 ｢扶養

親族たる子｣ という｡ ) については１人につき１０, ０００円 (職員に複数の扶養親族たる子

がいる場合にあつては､ 最年長者である扶養親族たる子以外の扶養親族たる子については１０,

５００円) ｣ を削り､ 同条第４項中 ｢ (以下､ ｢特定期間｣ という｡ ) ｣ を削り､ ｢特定期間

｣ を ｢当該期間｣ に改め､ 同条に次の１項を加える｡

５ 前各項に規定するもののほか､ 扶養親族の数の変更に伴う支給額の改定その他扶養手当の

支給に関し必要な事項は､ 規則で定める｡

第１０条及び第１１条を次のように改める｡

第１０条及び第１１条 削除

第１１条の２第２項中 ｢１００分の６｣ を ｢１００分の４｣ に改める｡

第１１条の３第１項第２号中 ｢配偶者｣ の次に ｢ (届出をしないが事実上婚姻関係と同様の

事情にある者を含む｡ 以下同じ｡ ) ｣ を加える｡
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第２１条の３第１項中 ｢勤務した｣ を ｢勤務をした｣ に改め､ 同条第２項中 ｢週休日等以外

の日の午前０時から午前５時までの間｣ を ｢午後１０時から翌日の午前５時までの間 (週休日

等に含まれる時間を除く｡ ) ｣ に､ ｢勤務した｣ を ｢勤務をした｣ に改め､ 同条第３項中 ｢定

める額｣ の次に ｢ (前２項に規定する勤務に従事する時間を考慮して規則で定める勤務をした

職員にあつてはその額に１００分の１５０を乗じて得た額) ｣ を加え､ 同項第１号中 ｢ (当該

勤務に従事する時間等を考慮して規則で定める勤務をした職員にあつては､ その額に１００分

の１５０を乗じて得た額) ｣ を削る｡

第２６条の６中 ｢から第１１条まで｣ を削る｡

別表第１から別表第５までを次のように改める｡

別表第１ (第４条関係)

行政職給料表

― 60 ―

職員

の区

分

等級

号給

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

円

183,500

184,600

185,800

186,900

188,000

189,700

191,300

192,900

194,500

196,200

197,800

199,400

201,000

202,700

204,400

206,100

207,400

209,000

210,600

円

230,000

231,500

233,000

234,500

236,000

237,500

239,000

240,500

242,000

243,400

244,800

246,200

247,400

248,600

249,800

251,000

252,100

253,200

254,300

円

265,300

266,300

267,300

268,300

269,300

270,300

271,300

272,300

273,300

274,300

275,300

276,400

277,400

278,700

280,000

281,200

282,500

283,800

285,000

円

298,800

300,300

301,800

303,200

304,600

305,700

306,700

307,900

309,100

310,700

312,300

313,900

315,400

317,000

318,600

320,200

321,700

323,400

325,000

円

321,300

323,100

324,900

326,600

328,300

330,000

331,700

333,400

335,000

336,700

338,400

340,000

341,500

343,100

344,700

346,200

347,600

349,300

350,900

円

355,200

356,900

358,500

360,100

361,700

363,500

365,000

366,600

368,000

369,600

371,200

372,700

374,600

376,500

378,400

380,200

381,700

383,500

385,200

円

408,300

410,200

412,100

413,900

415,700

417,500

419,300

421,100

422,700

424,200

425,700

427,200

428,700

430,000

431,300

432,500

433,700

435,000

436,300

円

458,300

463,800

468,800

473,500

477,500

481,000

484,000

486,500

488,500

円

510,200

517,100

522,300

526,600

530,100

533,400

536,400

538,900

540,900
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20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

212,100

213,600

215,200

216,800

218,400

220,000

221,700

223,000

224,300

225,600

226,700

227,800

228,900

230,000

231,100

232,200

233,300

234,400

235,400

236,400

237,300

238,200

239,100

239,900

240,700

241,400

242,000

242,600

243,200

243,800

244,400

245,000

255,400

256,400

257,400

258,400

259,400

260,400

261,300

262,200

263,100

263,900

264,700

265,500

266,300

267,000

267,800

268,600

269,300

270,000

270,800

271,600

272,300

273,000

273,800

274,600

275,300

276,000

276,700

277,400

278,100

278,800

279,500

280,200

286,200

287,300

288,500

289,800

291,100

292,400

293,400

294,400

295,500

296,600

297,800

298,900

300,100

301,300

302,600

303,900

305,200

306,500

307,800

309,100

310,400

311,700

313,000

314,300

315,400

316,300

317,600

318,900

320,200

321,400

322,700

323,900

326,600

328,000

329,700

331,400

333,000

334,200

336,100

337,800

339,400

340,900

342,500

344,100

345,700

347,400

349,200

351,000

352,800

354,300

355,700

357,100

358,500

360,000

360,800

361,800

362,800

363,700

364,800

365,700

366,700

367,600

368,300

369,000

352,500

353,700

355,200

356,700

358,200

359,900

361,700

363,400

365,100

366,500

367,800

369,000

370,400

371,500

372,400

373,400

374,500

375,300

376,200

377,100

377,900

378,700

379,500

380,300

381,000

381,700

382,400

383,100

383,800

384,300

384,900

385,500

386,800

388,500

389,900

391,300

392,700

394,100

395,300

396,500

397,500

398,600

399,800

400,900

402,000

402,700

403,400

404,100

404,800

405,400

406,000

406,500

406,900

407,300

407,500

407,800

408,100

408,400

408,700

409,000

409,300

409,500

409,800

410,100

437,500

438,700

439,500

440,300

441,100

441,700

442,300

442,900

443,500

444,200

445,000

445,400

446,100

446,600

447,000

447,400

447,800

448,200

448,600

449,000

449,300

449,600

450,000

450,300

450,600

450,900
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定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員以

外の

職員

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

245,500

246,000

246,400

246,700

247,000

247,300

247,600

247,900

248,200

248,500

248,800

249,100

249,400

249,700

250,000

250,300

250,600

250,900

251,200

251,500

251,800

252,100

252,400

252,700

253,000

253,300

253,600

253,900

254,200

254,500

254,800

255,100

280,900

281,500

282,200

282,800

283,500

284,100

284,800

285,400

286,100

286,700

287,400

288,000

288,500

289,000

289,600

290,100

290,700

291,200

291,700

292,300

292,900

293,400

293,900

294,300

294,600

294,800

295,100

295,300

295,600

295,800

296,000

296,300

325,100

326,400

327,500

328,600

329,700

330,400

331,300

332,000

332,800

333,600

334,000

334,600

335,300

336,100

336,800

337,500

338,100

338,600

339,200

339,700

340,300

340,600

341,100

341,500

341,900

342,300

342,800

343,300

343,800

344,100

344,500

344,900

369,600

370,000

370,600

371,300

372,000

372,300

373,000

373,700

374,300

374,600

375,100

375,700

376,300

376,600

377,200

377,900

378,500

378,900

379,400

380,000

380,500

381,000

381,600

382,100

382,400

382,800

383,300

383,700

384,100

384,500

385,000

385,400

386,200

386,600

387,200

387,800

388,300

388,700

389,300

389,900

390,400

390,800

391,300

391,800

392,400

392,700

393,100

393,500

393,900

394,200

394,500

394,800

395,000

395,200

395,500

395,800

396,000

396,200

396,500

396,800

397,000

397,200

397,500

397,800

410,400

410,600

410,900

411,200

411,500

411,700

412,000

412,300

412,500

412,700

413,000

413,300

413,500

413,700

414,000

414,300

414,500

414,700

415,000

415,300

415,500

415,700
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84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

255,400

255,700

256,000

256,300

256,600

256,900

257,200

257,500

257,800

258,100

296,500

296,800

297,100

297,400

297,700

298,000

298,300

298,600

299,000

299,200

299,400

299,700

300,100

300,300

300,600

301,000

301,400

301,600

301,900

302,200

302,500

302,700

303,000

303,300

303,600

303,800

304,200

304,600

304,900

305,100

305,300

305,600

345,300

345,600

346,000

346,400

346,800

347,000

347,400

347,800

348,200

348,400

348,800

349,200

349,500

349,800

350,200

350,600

351,000

351,500

351,900

352,300

352,700

353,200

353,600

353,900

354,200

354,700

385,800

386,100

398,000

398,200



備考 この表は､ 他の給料表の適用を受けない全ての職員に適用する｡

別表第２ (第４条関係)

教育職給料表 (１)
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116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

306,000

306,200

306,400

306,700

307,000

307,400

307,600

307,900

308,200

308,500

定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

円

192,000

円

219,500

円

260,000

円

279,700

円

294,900

円

320,600

円

362,700

円

396,200

円

448,000

職員

の区

分

等級

号給

１級 ２級 ３級 ４級

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

円

199,900

202,200

204,500

206,700

208,900

211,200

213,400

215,600

217,800

220,000

円

246,300

247,800

249,200

250,600

252,000

253,200

254,400

255,600

257,000

258,200

円

376,800

378,300

379,700

381,100

382,500

384,000

385,500

386,900

388,200

389,700

円

451,900

453,700

455,500

457,300

458,900

460,600

462,500

464,200

465,900

467,500
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11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

222,200

224,400

226,600

228,700

230,800

232,900

235,000

236,800

238,500

240,200

241,900

243,200

244,500

245,800

247,000

248,200

249,400

250,600

251,700

252,900

254,100

255,300

256,400

257,700

259,000

260,300

261,700

263,100

264,400

265,700

267,000

268,000

259,500

260,800

262,100

264,000

265,800

267,600

269,300

271,500

273,700

275,900

278,100

280,300

282,500

284,600

286,600

288,500

290,400

292,200

294,000

295,900

297,700

299,400

301,100

302,900

304,600

306,200

307,800

309,500

311,300

313,000

314,300

316,200

391,200

392,700

394,100

395,600

397,100

398,600

400,000

401,600

403,200

404,700

405,900

407,300

408,700

410,000

411,600

413,000

414,300

415,700

417,100

418,400

419,900

421,400

423,000

424,400

426,000

427,500

429,200

430,700

432,300

433,900

435,400

436,900

469,000

470,500

472,000

473,300

474,600

475,900

477,100

477,800

478,500

479,200

479,800
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定年

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

269,000

269,900

270,600

271,400

272,200

273,000

273,800

274,600

275,300

276,100

276,900

277,700

278,500

279,300

280,000

280,600

281,400

282,300

283,100

283,700

284,500

285,200

286,200

287,000

287,800

288,500

289,200

290,000

290,800

291,500

292,200

292,900

318,000

319,700

321,400

323,300

325,000

326,700

328,400

330,200

332,000

333,700

335,400

336,700

338,000

339,300

340,800

342,400

343,900

345,500

347,000

348,600

350,200

351,700

353,200

354,800

356,400

357,900

359,400

361,000

362,600

364,100

365,600

367,200

438,100

439,300

440,500

441,800

443,000

444,200

445,300

446,500

447,700

448,900

450,100

451,300

452,500

453,700

454,800

455,400

455,900

456,400

456,900
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前再

任用

短時

間勤

務職

員以

外の

職員

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

293,600

294,200

294,800

295,500

296,200

296,800

297,400

298,100

298,800

299,500

300,200

301,000

301,700

302,400

303,100

304,000

304,800

305,600

306,100

306,900

307,700

308,500

309,200

310,000

310,800

311,500

312,300

313,200

314,100

314,900

315,500

316,300

368,800

370,300

371,800

373,200

374,600

375,900

377,200

378,600

380,000

381,300

382,400

383,800

385,100

386,400

387,600

388,900

390,000

391,200

392,400

393,500

394,700

395,900

397,300

398,300

399,300

400,300

401,200

402,200

403,300

404,400

405,100

406,000
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107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

317,100

317,900

318,600

319,000

319,400

319,900

320,400

320,800

321,300

321,700

322,200

322,700

323,100

323,600

324,100

324,500

325,000

325,500

326,100

326,400

326,700

327,000

327,200

327,500

327,800

328,000

328,200

328,400

328,600

328,900

329,200

329,400

406,900

407,800

408,600

409,400

410,200

411,000

411,600

412,300

413,000

413,700

414,300

414,800

415,200

415,500

415,800

416,100

416,400

416,600

416,800

417,100

417,400

417,600

417,800

418,100

418,400

418,600

418,800

419,100

419,400

419,600

419,800

420,100



備考

１ この表は､ 高等学校に勤務する校長及び教員に適用する｡

２ この表の適用を受ける職員のうち､ その等級が３級である職員で規則で定めるもの

の給料月額は､ この表の額に７, ７００円をそれぞれ加算した額とする｡

教育職給料表 (２)
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139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

329,700

330,000

330,200

330,400

330,700

330,900

331,200

331,400

331,700

332,000

332,200

332,400

332,700

333,000

333,200

420,400

420,600

420,800

421,100

421,400

421,600

421,800

定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

円

238,500

円

279,100

円

336,600

円

421,900

職員

の区

分

等級

号給

１級 ２級 ３級

1

2

3

4

円

199,900

202,200

204,500

206,700

円

220,700

223,100

225,500

227,900

円

348,700

350,200

351,700

353,200
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

208,900

211,200

213,400

215,600

217,800

220,000

222,200

224,400

226,600

228,700

230,800

232,900

235,000

236,800

238,500

240,200

241,900

243,200

244,500

245,800

247,000

248,100

249,200

250,300

251,500

252,800

254,000

255,200

256,300

257,500

258,700

259,900

230,300

232,700

235,100

237,500

239,900

241,500

243,100

244,700

246,300

247,800

249,200

250,600

252,000

253,200

254,400

255,600

257,000

258,200

259,500

260,800

262,100

264,000

265,800

267,600

269,300

271,500

273,700

275,900

278,100

280,300

282,500

284,600

354,600

356,000

357,400

358,800

360,200

361,500

362,800

364,100

365,300

366,600

367,800

369,000

370,200

371,400

372,600

373,700

374,800

376,000

377,200

378,300

379,400

380,600

381,800

382,900

384,000

385,200

386,400

387,500

388,600

389,800

391,000

392,200
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37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

261,100

262,300

263,500

264,700

265,900

267,000

268,100

269,200

270,200

271,000

271,800

272,600

273,300

274,100

274,800

275,500

276,300

277,100

277,900

278,600

279,300

280,100

280,900

281,600

282,200

282,900

283,600

284,200

284,900

285,600

286,300

287,000

286,600

288,500

290,400

292,200

294,000

295,900

297,700

299,400

301,100

302,900

304,600

306,200

307,800

309,500

311,300

313,000

314,300

316,200

318,000

319,700

321,400

323,300

325,000

326,700

328,400

330,200

332,000

333,700

335,400

336,700

338,000

339,300

393,400

394,700

395,900

397,100

398,300

399,600

400,600

401,700

402,900

404,100

405,300

406,500

407,600

408,600

409,900

411,100

412,300

413,400

414,500

415,600

416,600

417,800

419,000

420,200

420,800

421,600

422,300

422,800

423,100

423,400

423,800

424,200
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定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員以

外の

職員

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

287,700

288,500

289,200

289,900

290,400

291,100

291,800

292,400

293,000

293,700

294,300

294,900

295,500

296,100

296,700

297,300

297,800

298,300

298,800

299,300

299,700

300,300

300,800

301,300

301,600

302,100

302,600

303,000

303,400

303,900

304,400

304,800

340,800

342,300

343,800

345,300

346,700

348,200

349,700

351,200

352,600

354,100

355,600

357,100

358,500

359,800

361,100

362,300

363,500

364,700

365,900

367,000

368,100

369,200

370,300

371,400

372,500

373,700

374,800

375,900

376,900

377,900

378,800

379,700

424,500

424,900

425,200

425,500

425,800

426,200

426,500

426,800

427,100

427,400

427,700

427,900

428,100
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101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

305,200

305,600

306,000

306,300

306,500

306,800

307,100

307,300

307,500

307,700

308,000

308,300

308,500

308,700

308,900

309,200

309,500

309,700

310,000

310,300

310,500

310,700

310,900

311,200

311,500

380,500

381,500

382,400

383,300

384,100

385,000

385,900

386,800

387,600

388,600

389,500

390,400

391,000

391,900

392,800

393,700

394,500

395,200

396,000

396,800

397,400

398,100

398,800

399,400

400,000

400,700

401,200

401,800

402,400

403,000

403,500

404,000



備考 この表は､ 専門教育職員に適用する｡
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133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

404,300

404,600

404,900

405,200

405,500

405,800

406,100

406,400

406,700

407,000

407,300

407,600

407,800

408,100

408,400

408,600

408,800

409,100

409,400

409,600

409,800

410,100

410,400

410,600

410,800

定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

円

229,700

円

276,000

円

330,000



教育職給料表 (３)
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職員

の区

分

等級

号給

１級 ２級 ３級

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

円

199,300

201,600

203,800

206,000

208,200

210,400

212,600

214,800

217,000

219,100

221,300

223,600

225,800

227,900

230,000

232,100

234,100

235,900

237,500

239,300

241,000

242,200

243,400

244,600

245,900

247,200

248,300

249,500

円

220,000

222,400

224,800

227,100

229,500

231,900

234,300

236,700

239,000

240,600

242,300

244,000

245,500

246,800

248,200

249,600

250,800

252,100

253,200

254,500

255,700

256,800

258,100

259,400

260,700

262,500

264,300

266,100

円

346,000

347,600

349,200

350,600

352,000

353,400

354,900

356,400

357,700

359,000

360,300

361,500

363,000

364,400

365,600

366,800

368,100

369,300

370,600

371,700

372,900

374,200

375,500

376,700

377,700

378,900

380,100

381,200
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29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

250,500

251,700

252,900

253,900

255,200

256,400

257,600

258,800

260,300

261,600

263,000

264,200

265,500

266,700

267,700

268,500

269,500

270,000

270,700

271,300

271,700

272,400

273,100

273,800

274,600

275,300

276,000

276,800

277,500

278,300

279,100

279,800

267,800

270,000

272,200

274,400

276,500

278,600

280,800

283,000

284,900

286,700

288,600

290,500

292,200

293,900

295,700

297,400

299,200

300,800

302,600

304,300

305,700

307,200

308,900

310,500

311,900

313,700

315,400

317,100

318,800

320,700

322,500

324,000

382,500

383,800

385,000

386,200

387,300

388,500

389,700

390,900

392,200

393,500

394,700

395,900

397,200

398,400

399,700

401,000

402,000

403,300

404,600

405,800

406,900

408,200

409,400

410,500

411,700

412,900

414,000

415,100

416,200

417,300

418,400

419,500
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定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員以

外の

職員

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

280,300

281,000

281,700

282,400

282,900

283,600

284,300

285,100

285,600

286,200

286,900

287,600

288,300

288,900

289,500

290,200

290,700

291,300

291,900

292,600

293,100

293,700

294,400

294,900

295,300

295,800

296,300

296,800

297,100

297,500

298,000

298,400

325,700

327,300

329,000

330,700

332,400

333,800

335,100

336,400

337,700

339,200

340,600

342,100

343,500

344,900

346,400

347,900

349,300

350,700

352,200

353,700

355,100

356,300

357,500

358,700

360,000

361,100

362,200

363,300

364,500

365,600

366,700

367,800

420,500

421,100

421,700

422,300

422,900

423,200

423,600

424,000

424,500

424,900

425,200

425,500

425,800

426,200

426,500

426,800

427,100

427,400

427,700

427,900

428,100
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93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

298,900

299,400

299,800

300,200

300,600

301,100

301,600

302,100

302,400

302,700

303,000

303,200

303,600

303,800

304,000

304,200

304,500

304,800

305,100

305,300

305,500

305,800

306,000

306,300

306,500

306,800

307,100

307,300

307,500

307,800

308,000

308,200

368,800

369,900

370,900

372,000

373,000

373,900

374,800

375,700

376,400

377,300

378,200

379,100

379,800

380,600

381,500

382,300

383,000

383,900

384,700

385,500

386,300

387,100

387,900

388,800

389,600

390,300

391,000

391,700

392,400

393,000

393,700

394,200
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125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

308,500 394,800

395,400

396,000

396,600

397,000

397,400

397,800

398,200

398,700

399,000

399,300

399,600

399,900

400,200

400,500

400,800

401,100

401,400

401,700

402,000

402,200

402,500

402,800

403,000

403,200

403,400

403,600

403,800

404,000

404,200

404,400

404,600



備考

１ この表は､ 幼稚園に勤務する園長及び教員に適用する｡

２ この表の適用を受ける職員のうち､ その等級が３級である職員で規則で定めるもの

の給料月額は､ この表の額に７, ５００円をそれぞれ加算した額とする｡

別表第３ (第４条関係)

消防職給料表
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157 404,800

定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

円

228,200

円

273,400

円

328,800

職員

の区

分

等級

号給

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 １０級

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

円

211,600

214,000

216,400

218,800

221,200

223,600

226,000

228,200

230,400

232,500

234,600

236,600

238,600

240,600

242,600

244,200

245,800

円

232,600

234,800

237,000

239,200

241,400

243,400

245,400

247,200

249,000

250,700

252,400

253,800

255,200

257,000

258,400

259,900

261,400

円

255,500

257,500

259,700

261,900

264,000

265,300

266,600

267,900

269,200

270,500

271,800

273,100

274,400

275,600

276,700

278,200

279,500

円

295,400

296,400

297,400

298,300

298,900

299,600

300,300

301,000

301,700

302,400

303,100

303,700

304,400

305,200

305,900

306,700

307,400

円

331,900

333,400

334,900

336,400

337,900

339,300

340,600

341,900

343,200

344,800

346,400

348,000

349,500

351,100

352,700

354,200

355,700

円

353,300

355,000

356,700

358,300

359,900

361,600

363,200

364,800

366,400

368,000

369,600

371,200

372,800

374,400

376,000

377,600

379,200

円

384,100

385,800

387,500

389,200

390,700

392,300

393,900

395,500

397,100

398,700

400,300

401,900

403,400

405,400

407,400

409,400

410,900

円

408,300

410,200

412,100

413,900

415,700

417,500

419,300

421,100

422,700

424,200

425,700

427,200

428,700

430,000

431,300

432,500

433,700

円

458,300

463,800

468,800

473,500

477,500

481,000

484,000

486,500

488,500

円

510,200

517,100

522,300

526,600

530,100

533,400

536,400

538,900

540,900
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18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

247,300

248,800

250,300

251,800

253,400

254,900

256,400

257,900

259,100

260,300

261,500

262,700

264,000

265,300

266,600

267,900

269,400

270,700

272,100

273,100

274,400

275,700

276,900

278,100

278,700

279,300

279,900

280,300

280,900

281,400

281,900

282,400

262,600

263,800

264,900

266,200

267,400

268,700

270,000

271,400

272,800

274,100

275,400

276,400

277,700

279,000

280,200

281,400

282,000

282,600

283,200

283,700

284,300

284,900

285,500

286,000

286,600

287,200

287,700

288,200

288,700

289,200

289,700

290,300

280,800

282,100

283,300

284,500

285,100

285,700

286,300

286,800

287,400

288,000

288,500

289,000

289,600

290,100

290,600

291,100

291,700

292,200

292,700

293,200

293,800

294,400

295,000

295,700

296,400

297,100

297,800

298,400

299,300

300,100

300,900

301,700

308,200

309,200

310,100

311,000

312,300

313,600

314,900

316,200

317,700

319,000

320,100

321,100

322,300

323,500

324,600

325,700

326,900

328,100

329,200

330,300

331,500

332,700

333,900

335,100

336,300

337,500

338,700

339,900

341,200

342,400

343,600

344,800

357,300

358,900

360,400

361,900

363,500

365,100

366,700

368,100

369,800

371,500

373,100

374,700

376,300

377,900

379,600

381,300

383,300

385,300

387,300

389,000

390,700

392,200

393,700

394,900

395,900

396,900

397,900

399,000

400,100

401,200

402,300

403,600

380,800

382,400

384,000

385,600

387,200

388,900

390,600

392,300

394,300

396,200

398,100

399,800

401,200

402,400

403,700

404,700

405,800

406,800

407,800

408,900

410,100

411,200

412,300

413,500

414,300

415,100

415,700

416,200

416,900

417,600

418,200

418,900

412,600

414,200

415,900

417,500

419,000

420,500

421,900

423,100

424,600

426,100

427,500

429,000

430,300

431,500

432,700

433,700

434,400

435,200

435,900

436,400

436,800

437,200

437,500

437,800

438,100

438,400

438,700

438,900

439,200

439,500

439,800

440,100

435,000

436,300

437,500

438,700

439,500

440,300

441,100

441,700

442,300

442,900

443,500

444,200

445,000

445,400

446,100

446,600

447,000

447,400

447,800

448,200

448,600

449,000

449,300

449,600

450,000

450,300

450,600

450,900
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定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員以

外の

職員

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

283,000

283,500

284,000

284,500

285,100

285,600

286,100

286,600

287,100

287,600

288,100

288,600

289,100

289,600

290,100

290,600

291,100

291,600

292,100

292,600

293,100

293,600

294,100

294,600

295,200

295,800

296,300

296,800

297,400

298,000

298,600

299,200

290,800

291,400

292,000

292,600

293,300

294,000

294,700

295,300

296,200

297,000

297,800

298,600

299,500

300,400

301,300

302,100

303,000

303,800

304,600

305,500

306,400

307,300

308,200

309,000

309,900

310,800

311,600

312,300

313,200

314,100

315,100

316,000

302,800

303,900

304,900

305,900

307,000

308,000

309,100

310,100

311,200

312,300

313,400

314,400

315,500

316,600

317,700

318,700

319,800

320,900

322,000

323,000

324,200

325,400

326,600

327,300

328,600

329,900

331,200

332,500

333,900

335,300

336,700

338,000

346,200

347,500

348,800

349,700

351,000

352,200

353,400

354,600

356,000

357,400

358,800

360,100

361,600

363,100

364,500

365,700

367,100

368,400

369,800

370,900

372,100

373,300

374,500

375,800

377,000

378,200

379,300

380,400

381,600

382,700

383,900

385,000

404,400

405,200

405,800

406,300

407,000

407,700

408,400

408,700

409,400

410,100

410,600

411,000

411,400

411,900

412,400

412,900

413,300

413,800

414,300

414,800

415,300

415,900

416,400

416,800

417,400

417,900

418,100

418,400

418,900

419,200

419,500

419,800

419,300

419,900

420,500

420,900

421,300

421,800

422,300

422,800

423,400

423,800

424,200

424,600

424,900

425,200

425,500

425,800

426,100

426,400

426,600

426,800

427,100

427,400

427,600

427,800

428,100

428,400

428,600

428,800

429,100

429,400

429,600

429,800

440,400

440,700

441,000

441,200

441,500

441,800

442,100

442,300

442,600

442,900

443,100

443,300

443,600

443,900

444,200

444,400

444,700

445,000

445,300

445,500

445,800

446,100

446,400

446,600



― 83 ―

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

299,900

300,600

301,200

301,800

302,500

303,200

303,900

304,600

305,400

306,200

306,900

307,400

308,300

309,200

310,000

310,800

311,800

312,700

313,600

314,500

315,500

316,500

317,400

318,200

318,800

319,400

320,000

320,500

321,000

321,400

321,900

322,700

317,100

318,100

319,100

320,000

321,000

322,000

323,000

324,000

325,300

326,500

327,700

328,900

330,200

331,400

332,600

333,800

335,100

336,300

337,500

338,900

339,800

340,800

341,900

343,000

344,100

345,100

346,100

347,300

348,300

349,300

350,200

351,100

339,600

341,100

342,600

344,000

345,500

347,000

348,400

349,700

350,900

352,100

353,400

354,700

356,200

357,700

359,100

360,400

361,600

362,700

363,900

365,000

366,100

367,200

368,300

369,500

370,000

370,600

371,200

371,800

372,300

372,700

373,200

373,600

385,600

386,100

386,600

387,200

387,800

388,400

389,000

389,300

389,800

390,300

390,800

391,200

391,600

392,100

392,600

393,000

393,500

394,000

394,500

394,800

395,200

395,700

396,000

396,300

396,800

397,300

397,800

398,100

398,600

399,100

399,600

399,900

420,200

420,600

421,000

421,300

430,100

430,400

430,600

430,800
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114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

323,400

324,100

324,700

325,300

326,000

326,700

327,500

328,100

328,400

328,900

329,400

329,700

352,000

353,000

354,000

355,000

355,400

356,000

356,600

356,900

357,300

357,700

358,100

358,500

358,900

359,300

359,700

360,100

360,500

360,900

361,300

361,500

362,000

362,400

362,700

363,000

363,400

363,900

364,400

364,700

365,200

365,700

366,200

366,500

374,000

374,500

375,000

375,400

375,900

376,500

377,000

377,200

377,700

378,200

378,600

379,100

379,600

380,100

380,600

380,900

381,400

381,900

382,400

382,700

383,200

383,600

384,000

384,300

384,800

385,300

385,800

386,100

400,400

400,900

401,400

401,800

402,300

402,700

403,200

403,600



備考 この表は､ 消防官に適用する｡

別表第４ (第４条関係)

医療職給料表
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定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

円

246,200

円

258,000

円

262,200

円

293,800

円

310,600

円

324,900

円

348,600

円

362,700

円

396,200

円

448,000

職員

の区

分

等級

号給

１級 ２級 ３級 ４級

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

円

291,400

293,700

296,000

298,200

300,300

303,800

307,300

310,700

314,100

317,600

321,000

324,400

327,800

331,300

334,700

338,100

341,500

344,600

347,700

350,800

円

400,300

403,000

405,600

408,100

410,500

412,700

414,800

416,900

419,000

420,500

422,000

423,500

424,900

426,400

427,900

429,300

430,700

432,200

433,700

435,100

円

455,100

457,100

459,000

460,900

462,300

464,100

465,900

467,700

469,500

471,300

473,100

474,900

476,700

478,500

480,300

482,100

483,900

485,800

487,700

489,600

円

549,800

555,900

561,200

566,100

570,500

574,800

578,400

581,400

583,900

586,200
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定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員以

外の

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

354,000

357,100

360,200

363,200

366,200

368,500

370,800

373,000

374,900

376,600

378,300

380,100

381,900

383,700

385,300

386,700

388,100

389,600

391,100

392,600

394,100

394,800

395,400

396,100

397,000

397,600

398,200

398,800

399,400

399,900

400,400

400,900

436,500

438,000

439,500

440,900

442,300

443,700

445,100

446,500

447,900

449,300

450,700

452,100

453,500

454,900

456,300

457,700

459,100

460,800

462,400

464,000

465,600

466,800

468,000

469,100

470,100

471,100

472,000

472,800

473,500

474,200

474,900

475,500

491,500

493,200

495,000

496,800

498,400

500,200

502,000

503,600

505,000

506,700

508,500

510,200

511,700

513,000

514,300

515,600

516,600

517,900

519,200

520,500

521,500

522,300

523,100

523,900

524,800

525,600

526,400

527,100

527,900

528,700

529,400

530,300
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職員 53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

401,400

401,800

402,200

402,600

403,000

403,400

403,800

404,200

404,600

405,000

405,400

405,800

406,100

476,200

476,900

477,500

478,100

478,400

479,000

479,700

480,400

480,800

481,400

482,100

482,800

483,200

483,800

484,400

484,900

485,400

485,900

486,400

486,900

487,300

487,800

488,200

488,700

489,200

489,800

490,400

490,800

491,300

491,900

492,500

493,000

531,200

532,000

532,900

533,800

534,600

535,500

536,400

537,100

537,900

538,800

539,700

540,600

541,400

542,300

543,200

544,100

544,900

545,800

546,700

547,600

548,400



備考 この表は､ 医師及び歯科医師に適用する｡

別表第５ (第４条関係)

福祉保健職給料表
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85 493,500

定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

円

301,700

円

344,400

円

399,500

円

473,300

職員

の区

分

等級

号給

１級 ２級 ３級 ４級 ５級

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

円

199,600

201,300

203,000

204,700

206,300

207,900

209,500

211,100

212,700

214,500

216,300

217,400

218,500

219,700

220,900

222,000

223,100

224,100

225,100

226,100

円

254,300

255,900

257,500

258,800

260,300

261,500

262,600

263,700

264,800

265,900

267,000

268,100

269,200

270,100

271,000

271,800

272,400

273,100

273,900

274,600

円

287,800

288,800

289,700

290,600

291,500

292,400

293,300

294,200

295,000

296,000

297,200

298,300

299,500

300,600

301,700

302,800

303,900

305,000

306,100

307,100

円

313,800

315,500

317,000

318,500

319,700

321,100

322,500

323,900

325,300

326,800

328,200

329,600

331,000

332,600

334,200

335,700

337,200

338,800

340,400

341,900

円

355,200

356,900

358,500

360,100

361,700

363,500

365,000

366,600

368,000

369,600

371,200

372,700

374,600

376,500

378,400

380,200

381,700

383,500

385,200

386,800
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21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

227,100

228,500

229,800

231,100

232,400

233,700

235,000

236,200

237,400

238,400

239,400

240,400

241,400

242,400

243,300

244,200

245,100

246,000

246,900

247,700

248,500

249,100

249,700

250,300

250,800

251,300

251,800

252,300

252,800

253,400

253,900

254,400

275,600

276,500

277,400

278,300

279,300

280,200

281,100

282,000

282,900

283,700

284,600

285,500

286,500

287,500

288,500

289,400

290,300

291,300

292,300

293,200

294,100

295,100

296,100

297,000

297,900

298,800

299,700

300,600

301,400

302,300

303,200

304,000

308,100

309,100

310,100

311,100

312,100

313,100

314,100

315,100

316,100

317,200

318,300

319,400

320,500

321,600

322,700

323,800

324,800

325,900

327,000

328,000

329,000

329,900

330,800

331,700

332,600

333,300

333,900

334,500

335,100

335,800

336,400

337,000

343,400

344,900

346,400

347,900

349,400

351,000

352,600

354,100

355,300

356,800

358,300

359,800

361,200

362,700

364,200

365,700

367,100

368,500

369,900

371,300

372,300

373,400

374,300

375,400

376,100

376,700

377,400

378,200

379,000

379,700

380,500

381,200

388,500

389,900

391,300

392,700

394,100

395,300

396,500

397,500

398,600

399,800

400,900

402,000

402,700

403,400

404,100

404,800

405,400

406,000

406,500

406,900

407,300

407,500

407,800

408,100

408,400

408,700

409,000

409,300

409,500

409,800

410,100

410,400
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定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員以

外の

職員

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

254,800

255,300

255,800

256,300

256,800

257,200

257,600

258,000

258,400

258,800

259,200

259,600

260,000

260,400

260,800

261,200

261,600

262,000

262,400

262,800

263,200

263,600

264,000

264,400

264,800

265,200

265,600

265,900

266,200

266,600

267,000

267,300

304,900

305,900

306,900

307,800

308,700

309,700

310,600

311,500

312,400

313,300

314,200

315,000

315,700

316,600

317,400

318,200

319,000

319,500

320,000

320,500

321,000

321,600

322,100

322,600

322,900

323,200

323,700

324,000

324,300

324,600

324,900

325,200

337,600

338,100

338,600

339,100

339,500

339,700

340,200

340,700

341,000

341,400

341,900

342,300

342,700

343,200

343,600

344,100

344,300

344,800

345,300

345,700

346,000

346,400

346,900

347,300

347,500

347,800

348,200

348,600

348,900

349,200

349,600

350,000

382,000

382,700

383,400

384,000

384,300

384,900

385,500

386,200

386,600

387,300

387,900

388,500

388,900

389,400

390,000

390,500

390,900

391,400

391,900

392,400

392,900

393,300

393,700

394,100

394,300

394,500

394,800

395,100

395,300

395,600

395,900

396,100

410,600

410,900

411,200

411,500

411,700

412,000

412,300

412,500

412,700

413,000

413,300

413,500

413,700

414,000

414,300

414,500

414,700
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85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

267,600

268,000

268,400

268,700

269,000

269,400

269,800

270,100

270,400

270,800

271,200

271,500

271,800

272,200

272,600

272,900

273,200

273,600

274,000

274,300

274,500

274,700

275,000

275,300

275,600

275,900

276,200

276,400

276,700

277,000

277,300

277,700

325,600

326,000

326,300

326,500

327,000

327,400

327,600

328,000

328,400

328,800

329,200

329,500

329,700

330,000

330,300

330,600

331,000

331,200

331,500

331,900

332,300

332,600

332,900

333,200

333,500

333,900

334,200

334,400

334,600

334,900

335,200

335,500

350,300

350,700

351,100

351,300

351,600

396,300

396,600

396,900

397,100

397,300
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117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

278,000

278,300

278,600

279,000

279,200

279,400

279,800

280,100

280,300

280,600

281,000

281,400

281,600

282,000

282,400

282,700

282,900

283,200

283,600

283,900

284,100

284,400

284,700

285,000

285,200

285,400

285,600

285,900

286,300

286,500

286,800

287,100

335,700



備考 この表は､ 保育士､ 保健師､ 薬剤師その他の職員で規則で定めるものに適用する｡

(和歌山市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正)

第２条 和歌山市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例 (昭和２８年条例第２３号) の一

部を次のように改正する｡

第２条第３項中 ｢､ 特定任期付職員業績手当｣ を削る｡

第４条第１項中 ｢次項第１号及び第３号から第６号まで｣ を ｢次項第２号から第５号まで｣

に改め､ 同条第２項中第１号を削り､ 第２号を第１号とし､ 第３号から第６号までを１号ずつ

繰り上げる｡

第５条の２第１項中 ｢同居していた配偶者｣ の次に ｢ (届出をしないが事実上婚姻関係と同

様の事情にある者を含む｡ 以下同じ｡ ) ｣ を加える｡

第９条の３第１項中 ｢勤務した｣ を ｢勤務をした｣ に改め､ 同条第２項中 ｢午前０時から｣

を ｢午後１０時から翌日の｣ に､ ｢勤務した｣ を ｢勤務をした｣ に改める｡

第１３条を次のように改める｡

第１３条 削除

第１９条の６第１項中 ｢､ 第９条及び第１１条の規定は､ 特定任期付職員｣ を ｢及び第９条

の規定は､ 任期付採用法第７条第１項に規定する特定任期付職員 (以下 ｢特定任期付職員｣ と

いう｡ ) ｣ に改め､ 同条第３項中 ｢午前０時から｣ を ｢午後１０時から翌日の｣ に､ ｢勤務し

た｣ を ｢勤務をした｣ に改める｡

(和歌山市職員の育児休業等に関する条例の一部改正)

第３条 和歌山市職員の育児休業等に関する条例 (平成４年条例第４号) の一部を次のように改

正する｡

第３条第６号中 ｢第２条の４｣ を ｢前条｣ に改める｡
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149

150

151

152

153

287,400

287,600

287,900

288,100

288,400

定年

前再

任用

短時

間勤

務職

員

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

基 準

給料月額

円

205,800

円

245,600

円

260,100

円

293,600

円

320,600



第１６条の表第８条第２項の項を次のように改める｡

第２２条第１項中 ｢には､ 次の給料表を適用する｣ を ｢の給料月額は､ 和歌山市職員給与条

例の規定により決定された給料月額に､ 和歌山市職員の勤務時間､ 休暇等に関する条例第２条

第４項の規定により定められたその者の勤務時間を同条第１項に規定する勤務時間で除して得

た数を乗じて得た額とする｣ に改め､ 同項の表を削り､ 同条第２項を削り､ 第３項の表第２６

条の５第２項の項を削り､ 同表第２６条の６の部第９条からの項中 ｢第９条｣ を ｢第５条第２

項から第９項まで､ 第９条｣ に､ ｢第４条､ 第５条､ 第８条｣ を ｢第９条｣ に改め､ 同条中第

３項を第２項とする｡

第２３条を次のように改める｡

第２３条 削除

第３０条中 ｢､ 第２２条及び第２３条｣ を ｢及び第２２条｣ に改める｡

(和歌山市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部改正)

第４条 和歌山市技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例 (平成１６年条例第４３号)

の一部を次のように改正する｡

第４条第２項中第１号を削り､ 第２号を第１号とし､ 第３号から第５号までを１号ずつ繰り

上げる｡

第６条第１項第２号中 ｢配偶者｣ の次に ｢ (届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情が

ある者を含む｡ 以下同じ｡ ) ｣ を加える｡

(和歌山市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正)

第５条 和歌山市一般職の任期付職員の採用等に関する条例 (平成１７年条例第６号) の一部を

次のように改正する｡

第７条第３項を削り､ 同条第４項中 ｢から第１１条まで｣ を ｢､ 第９条｣ に改め､ ｢､ 第２

６条の４｣ を削り､ 同項を同条第３項とし､ 同条第５項中 ｢及び第２６条第２項｣ を ｢､ 第２

６条第２項及び第２６条の４第２項第１号｣ に､ ｢ ｢１００分の１７５｣ ｣ を ｢ ｢１００分の

９５｣ と､ 給与条例第２６条の４第２項第１号中 ｢１００分の１０５｣ とあるのは ｢１００分

の８７. ５｣ ｣ に改め､ 同項を同条第４項とする｡

第８条の見出し中 ｢任期付職員｣ を ｢任期付短時間勤務職員｣ に改め､ 同条第１項中 ｢第３
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第８条第

１項

和歌山市職員の勤務時

間､ 休暇等に関する条

例第２条第４項の規定

により定められたその

者の勤務時間を同条第

１項に規定する勤務時

間で除して得た数

算出率



条及び｣ を削り､ ｢任期付職員｣ を ｢任期付短時間勤務職員｣ に､ ｢には､ 次の給料表を適用

する｣ を ｢の給料月額は､ 給与条例の規定により決定された給料月額に､ 和歌山市職員の勤務

時間､ 休暇等に関する条例第２条第４項の規定により定められたその者の勤務時間を同条第１

項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする｣ に改め､ 同項の表を削り､ 同条

中第２項から第５項までを削り､ 同条第６項中 ｢から第１１条まで｣ を削り､ 同項を同条第２

項とし､ 同条第７項の表第１７条第４項の項を削り､ 同表第１７条第５項の項中 ｢第８条第７

項｣ を ｢第８条第３項｣ に改め､ 同表第２６条の５第２項の項を削り､ 同条中第７項を第３項

とする｡

附 則

(施行期日)

１ この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡

(号給の切替)

２ 令和７年４月１日 (以下 ｢切替日｣ という｡ ) の前日において和歌山市職員給与条例 (以下

｢給与条例｣ という｡ ) 別表第１から別表第５までの給料表の適用を受けていた職員であって

同日においてその者が属していた等級が附則別表に掲げられている等級であったものの切替日

における号給 (次項及び同表において ｢新号給｣ という｡ ) は､ 切替日の前日においてその者

が属していた等級及び同日においてその者が受けていた号給 (同表において ｢旧号給｣ という｡

) に応じて同表に定める号給とする｡

(切替日前の異動者の号給の調整)

３ 切替日前に等級を異にする異動をした職員及び市長が別に定めるこれに準ずるものをした職

員の新号給については､ その者が切替日において当該異動又は当該準ずるものをしたものとし

た場合との権衡上必要と認められる限度において､ 市長が別に定めるところにより､ 必要な調

整を行うことができる｡

(令和８年３月３１日までの間における扶養手当に関する経過措置)

４ 切替日から令和８年３月３１日までの間における第１条の規定による改正後の給与条例 (以

下 ｢改正後の給与条例｣ という｡ ) 第９条の規定の適用については､ 同条第１項ただし書中 ｢

対しては｣ とあるのは ｢対しては､ 支給せず､ 次項第６号に該当する扶養親族に係る扶養手当

は､ 行政職給料表の適用を受ける職員でその等級が８級以上であるもの及び同表以外の給料表

の適用を受ける職員でその等級がこれに相当するものとして規則で定める職員に対しては｣ と､

同条第２項中 ｢ (５) 重度心身障害者｣ とあるのは

｢ (５) 重度心身障害者
と､ 同条

(６) 配偶者 (届出をしないが事実上婚姻関係と同様の事情にある者を含む｡ ) ｣

第３項中 ｢１３, ０００円｣ とあるのは ｢１１, ５００円｣ と､ ｢１３, ５００円｣ とあるの

は ｢１２, ０００円｣ と､ ｢とする｣ とあるのは ｢､ 前項第６号に該当する扶養親族について
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は３, ０００円とする｣ とする｡

５ 切替日から令和８年３月３１日までの間は､ 第２条の規定による改正後の和歌山市企業職員

の給与の種類及び基準を定める条例第４条の規定及び第４条の規定による改正後の和歌山市技

能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例第４条の規定は適用せず､ 改正前の和歌山市企

業職員の給与の種類及び基準を定める条例第４条及び改正前の和歌山市技能労務職員の給与の

種類及び基準を定める条例第４条の規定の適用については､ なおその効力を有する｡

(令和８年３月３１日までの間における地域手当に関する経過措置)

６ 切替日から令和８年３月３１日までの間は､ 改正後の給与条例第１１条の２第２項の規定の

適用については､ 同項中 ｢１００分の４｣ とあるのは､ ｢１００分の５｣ とする｡

７ 附則第２項から前項までに定めるもののほか､ この条例の施行に関し必要な経過措置は､ 別

に市長が定める｡

８ 学校教育職員の給与等に関する特別措置に関する条例 (昭和４６年条例第５４号) の一部を

次のように改正する｡

第３条第１項中 ｢若しくは｣ を ｢又は｣ に､ ｢又は和歌山市一般職の任期付職員の採用等に

関する条例 (平成１７年条例第６号) 第８条第１項の給料表 (第３号において ｢任期付職員給

料表｣ という｡ ) ｣ を削り､ ｢次に掲げるもの｣ を ｢その属する等級が２級以下であるもの｣

に改め､ 同項各号を削る｡

附則別表 (附則第２項関係)

ア 行政職給料表の適用を受ける職員
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旧号給
新号給

３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級

1 1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 1 1 1

4 1 1 1 1 1 1 1

5 1 1 1 1 1 1 1

6 2 1 1 1 1 1 1

7 3 1 1 1 1 1 1

8 4 1 1 1 1 1 1

9 5 1 1 1 1 1 1

10 6 2 2 1 1 1 1

11 7 3 3 1 1 1 1

12 8 4 4 1 1 1 1

13 9 5 5 1 1 1 1
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14 10 6 6 2 1 1 1

15 11 7 7 3 1 1 1

16 12 8 8 4 1 1 1

17 13 9 9 5 1 1 1

18 14 10 10 6 2 1 2

19 15 11 11 7 3 1 2

20 16 12 12 8 4 1 2

21 17 13 13 9 5 1 2

22 18 14 14 10 6 1 2

23 19 15 15 11 7 1 3

24 20 16 16 12 8 2 3

25 21 17 17 13 9 2 3

26 22 18 18 14 10 2 3

27 23 19 19 15 11 2 4

28 24 20 20 16 12 3 4

29 25 21 21 17 13 3 4

30 26 22 22 18 14 3 4

31 27 23 23 19 15 3 5

32 28 24 24 20 16 3 5

33 29 25 25 21 17 3 5

34 30 26 26 22 18 4 5

35 31 27 27 23 19 4 6

36 32 28 28 24 20 4 6

37 33 29 29 25 21 4 6

38 34 30 30 26 22 4 6

39 35 31 31 27 23 4 6

40 36 32 32 28 24 4 7

41 37 33 33 29 25 4 7

42 38 34 34 30 26 5

43 39 35 35 31 27 5

44 40 36 36 32 28 5

45 41 37 37 33 29 5

46 42 38 38 34 30

47 43 39 39 35 31
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48 44 40 40 36 32

49 45 41 41 37 33

50 46 42 42 38 34

51 47 43 43 39 35

52 48 44 44 40 36

53 49 45 45 41 37

54 50 46 46 42 38

55 51 47 47 43 39

56 52 48 48 44 40

57 53 49 49 45 41

58 54 50 50 46 42

59 55 51 51 47 43

60 56 52 52 48 44

61 57 53 53 49 45

62 58 54 54 50

63 59 55 55 51

64 60 56 56 52

65 61 57 57 53

66 62 58 58 54

67 63 59 59 55

68 64 60 60 56

69 65 61 61 57

70 66 62 62 58

71 67 63 63 59

72 68 64 64 60

73 69 65 65 61

74 70 66 66 62

75 71 67 67 63

76 72 68 68 64

77 73 69 69 65

78 74 70 70 66

79 75 71 71 67

80 76 72 72 68

81 77 73 73 69



イ 教育職給料表 (１) の適用を受ける職員
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82 78 74 74 70

83 79 75 75 71

84 80 76 76 72

85 81 77 77 73

86 82 78 78

87 83 79 79

88 84 80 80

89 85 81 81

90 86 82 82

91 87 83 83

92 88 84 84

93 89 85 85

94 90

95 91

96 92

97 93

98 94

99 95

100 96

101 97

102 98

103 99

104 100

105 101

106 102

107 103

108 104

109 105

110 106

111 107

112 108

113 109

旧号給 新号給
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３級 ４級

1 1 1

2 1 1

3 1 1

4 1 1

5 1 1

6 1 1

7 1 1

8 1 1

9 1 1

10 1 1

11 1 1

12 1 1

13 1 1

14 1 1

15 1 1

16 1 1

17 1 1

18 2 2

19 3 3

20 4 4

21 5 5

22 6 6

23 7 7

24 8 8

25 9 9

26 10 10

27 11 11

28 12 12

29 13 13

30 14 14

31 15 15

32 16 16

33 17 17
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34 18 18

35 19 19

36 20 20

37 21 21

38 22

39 23

40 24

41 25

42 26

43 27

44 28

45 29

46 30

47 31

48 32

49 33

50 34

51 35

52 36

53 37

54 38

55 39

56 40

57 41

58 42

59 43

60 44

61 45

62 46

63 47

64 48

65 49

66 50

67 51



ウ 教育職給料表 (２) の適用を受ける職員
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68 52

69 53

70 54

71 55

72 56

73 57

74 58

75 59

76 60

77 61

旧号給
新号給

３級

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 2

15 3

16 4

17 5

18 6

19 7

20 8

21 9
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22 10

23 11

24 12

25 13

26 14

27 15

28 16

29 17

30 18

31 19

32 20

33 21

34 22

35 23

36 24

37 25

38 26

39 27

40 28

41 29

42 30

43 31

44 32

45 33

46 34

47 35

48 36

49 37

50 38

51 39

52 40

53 41

54 42

55 43
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56 44

57 45

58 46

59 47

60 48

61 49

62 50

63 51

64 52

65 53

66 54

67 55

68 56

69 57

70 58

71 59

72 60

73 61

74 62

75 63

76 64

77 65

78 66

79 67

80 68

81 69

82 70

83 71

84 72

85 73

86 74

87 75

88 76

89 77



エ 教育職給料表 (３) の適用を受ける職員
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90 78

91 79

92 80

93 81

旧号給
新号給

３級

1 1

2 1

3 1

4 1

5 1

6 1

7 1

8 1

9 1

10 1

11 1

12 1

13 1

14 2

15 3

16 4

17 5

18 6

19 7

20 8

21 9

22 10

23 11

24 12

25 13

26 14

27 15
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28 16

29 17

30 18

31 19

32 20

33 21

34 22

35 23

36 24

37 25

38 26

39 27

40 28

41 29

42 30

43 31

44 32

45 33

46 34

47 35

48 36

49 37

50 38

51 39

52 40

53 41

54 42

55 43

56 44

57 45

58 46

59 47

60 48

61 49



オ 消防職給料表の適用を受ける職員
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62 50

63 51

64 52

65 53

66 54

67 55

68 56

69 57

70 58

71 59

72 60

73 61

74 62

75 63

76 64

77 65

78 66

79 67

80 68

81 69

82 70

83 71

84 72

85 73

86 74

87 75

88 76

89 77

90 78

91 79

92 80

93 81

旧号給 新号給



― 108 ―

４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 １０級

1 1 1 1 1 1 1 1

2 1 1 1 1 1 1 1

3 1 1 1 1 1 1 1

4 1 1 1 1 1 1 1

5 1 1 1 1 1 1 1

6 2 1 1 1 1 1 1

7 3 1 1 1 1 1 1

8 4 1 1 1 1 1 1

9 5 1 1 1 1 1 1

10 6 2 2 1 1 1 1

11 7 3 3 1 1 1 1

12 8 4 4 1 1 1 1

13 9 5 5 1 1 1 1

14 10 6 6 2 1 1 1

15 11 7 7 3 1 1 1

16 12 8 8 4 1 1 1

17 13 9 9 5 1 1 1

18 14 10 10 6 2 1 2

19 15 11 11 7 3 1 2

20 16 12 12 8 4 1 2

21 17 13 13 9 5 1 2

22 18 14 14 10 6 1 2

23 19 15 15 11 7 1 3

24 20 16 16 12 8 2 3

25 21 17 17 13 9 2 3

26 22 18 18 14 10 2 3

27 23 19 19 15 11 2 4

28 24 20 20 16 12 3 4

29 25 21 21 17 13 3 4

30 26 22 22 18 14 3 4

31 27 23 23 19 15 3 5

32 28 24 24 20 16 3 5

33 29 25 25 21 17 3 5
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34 30 26 26 22 18 4 5

35 31 27 27 23 19 4 6

36 32 28 28 24 20 4 6

37 33 29 29 25 21 4 6

38 34 30 30 26 22 4 6

39 35 31 31 27 23 4 6

40 36 32 32 28 24 4 7

41 37 33 33 29 25 4 7

42 38 34 34 30 26 5

43 39 35 35 31 27 5

44 40 36 36 32 28 5

45 41 37 37 33 29 5

46 42 38 38 34 30

47 43 39 39 35 31

48 44 40 40 36 32

49 45 41 41 37 33

50 46 42 42 38 34

51 47 43 43 39 35

52 48 44 44 40 36

53 49 45 45 41 37

54 50 46 46 42 38

55 51 47 47 43 39

56 52 48 48 44 40

57 53 49 49 45 41

58 54 50 50 46 42

59 55 51 51 47 43

60 56 52 52 48 44

61 57 53 53 49 45

62 58 54 54 50

63 59 55 55 51

64 60 56 56 52

65 61 57 57 53

66 62 58 58 54

67 63 59 59 55
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68 64 60 60 56

69 65 61 61 57

70 66 62 62 58

71 67 63 63 59

72 68 64 64 60

73 69 65 65 61

74 70 66 66 62

75 71 67 67 63

76 72 68 68 64

77 73 69 69 65

78 74 70 70 66

79 75 71 71 67

80 76 72 72 68

81 77 73 73 69

82 78 74 74 70

83 79 75 75 71

84 80 76 76 72

85 81 77 77 73

86 82 78 78

87 83 79 79

88 84 80 80

89 85 81 81

90 86 82 82

91 87 83 83

92 88 84 84

93 89 85 85

94 90

95 91

96 92

97 93

98 94

99 95

100 96

101 97



カ 医療職給料表の適用を受ける職員
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102 98

103 99

104 100

105 101

106 102

107 103

108 104

109 105

110 106

111 107

112 108

113 109

114 110

115 111

116 112

117 113

118 114

119 115

120 116

121 117

122 118

123 119

124 120

125 121

旧号給
新号給

２級 ３級 ４級

1 1 1 1

2 1 1 1

3 1 1 1

4 1 1 1

5 1 1 1

6 1 1 1

7 1 1 1
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8 1 1 1

9 1 1 1

10 1 1 1

11 1 1 1

12 1 1 1

13 1 1 1

14 2 1 1

15 3 1 1

16 4 1 1

17 5 1 1

18 6 2 1

19 7 3 1

20 8 4 1

21 9 5 1

22 10 6 1

23 11 7 1

24 12 8 1

25 13 9 1

26 14 10 1

27 15 11 1

28 16 12 1

29 17 13 1

30 18 14 1

31 19 15 1

32 20 16 1

33 21 17 1

34 22 18 1

35 23 19 1

36 24 20 1

37 25 21 1

38 26 22 2

39 27 23 2

40 28 24 2

41 29 25 2
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42 30 26 3

43 31 27 3

44 32 28 3

45 33 29 3

46 34 30 4

47 35 31 4

48 36 32 4

49 37 33 4

50 38 34 4

51 39 35 5

52 40 36 5

53 41 37 5

54 42 38 5

55 43 39 5

56 44 40 6

57 45 41 6

58 46 42 6

59 47 43 6

60 48 44 6

61 49 45 7

62 50 46 7

63 51 47 7

64 52 48 7

65 53 49 8

66 54 50

67 55 51

68 56 52

69 57 53

70 58 54

71 59 55

72 60 56

73 61 57

74 62 58

75 63 59



キ 福祉保健職給料表の適用を受ける職員
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76 64 60

77 65 61

78 66 62

79 67 63

80 68 64

81 69 65

82 70 66

83 71 67

84 72 68

85 73 69

86 74 70

87 75 71

88 76 72

89 77 73

90 78

91 79

92 80

93 81

94 82

95 83

96 84

97 85

旧号給
新号給

２級 ３級 ４級 ５級

1 1 1 1 1

2 1 1 1 1

3 1 1 1 1

4 1 1 1 1

5 1 1 1 1

6 2 2 1 1

7 3 3 1 1

8 4 4 1 1

9 5 5 1 1
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10 6 6 2 1

11 7 7 3 1

12 8 8 4 1

13 9 9 5 1

14 10 10 6 2

15 11 11 7 3

16 12 12 8 4

17 13 13 9 5

18 14 14 10 6

19 15 15 11 7

20 16 16 12 8

21 17 17 13 9

22 18 18 14 10

23 19 19 15 11

24 20 20 16 12

25 21 21 17 13

26 22 22 18 14

27 23 23 19 15

28 24 24 20 16

29 25 25 21 17

30 26 26 22 18

31 27 27 23 19

32 28 28 24 20

33 29 29 25 21

34 30 30 26 22

35 31 31 27 23

36 32 32 28 24

37 33 33 29 25

38 34 34 30 26

39 35 35 31 27

40 36 36 32 28

41 37 37 33 29

42 38 38 34 30

43 39 39 35 31
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44 40 40 36 32

45 41 41 37 33

46 42 42 38 34

47 43 43 39 35

48 44 44 40 36

49 45 45 41 37

50 46 46 42 38

51 47 47 43 39

52 48 48 44 40

53 49 49 45 41

54 50 50 46 42

55 51 51 47 43

56 52 52 48 44

57 53 53 49 45

58 54 54 50 46

59 55 55 51 47

60 56 56 52 48

61 57 57 53 49

62 58 58 54 50

63 59 59 55 51

64 60 60 56 52

65 61 61 57 53

66 62 62 58 54

67 63 63 59 55

68 64 64 60 56

69 65 65 61 57

70 66 66 62 58

71 67 67 63 59

72 68 68 64 60

73 69 69 65 61

74 70 70 66 62

75 71 71 67 63

76 72 72 68 64

77 73 73 69 65
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78 74 74 70 66

79 75 75 71 67

80 76 76 72 68

81 77 77 73 69

82 78 78 74

83 79 79 75

84 80 80 76

85 81 81 77

86 82 82 78

87 83 83 79

88 84 84 80

89 85 85 81

90 86 86 82

91 87 87 83

92 88 88 84

93 89 89 85

94 90 86

95 91 87

96 92 88

97 93 89

98 94

99 95

100 96

101 97

102 98

103 99

104 100

105 101

106 102

107 103

108 104

109 105

110 106

111 107
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112 108

113 109

114 110

115 111

116 112

117 113

118 114

119 115

120 116

121 117



議案第４７号

和歌山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

の制定について

和歌山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例を次のよう

に定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

和歌山市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 (令和元年条例第１８号) の一部

を次のように改正する｡

第２３条中 ｢１００分の６｣ を ｢１００分の４｣ に改める｡

附 則

(施行期日)

１ この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡

(令和８年３月３１日までの間における地域手当に相当する報酬に関する特例)

２ 令和７年４月１日から令和８年３月３１日までの間は､ この条例による改正後の第２３条の

規定の適用については､ 同条中 ｢１００分の４｣ とあるのは､ ｢１００分の５｣ とする｡
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議案第４８号

和歌山市職員給与条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市職員給与条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市職員給与条例の一部を改正する条例

和歌山市職員給与条例 (昭和２６年条例第７号) の一部を次のように改正する｡

別表第６の２のアの表１級の項中 ｢副主事又は副技師の職務｣ を削り､ 同表３級の項中 ｢事務

副主査又は技術副主査の職務｣ を削る｡

別表第６の２のオの表４級の項中 ｢消防副主査の職務｣ を削る｡

別表第６の２のキの表１級の項中 ｢副技師の職務｣ を削り､ 同表２級の項中 ｢技術主任の職務

｣ を削り､ 同表３級の項中 ｢技術副主査｣ を ｢技術主任｣ に改める｡

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡
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議案第４９号

和歌山市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市職員の退職手当に関する条例の一部を改正する条例

和歌山市職員の退職手当に関する条例 (昭和３７年条例第３２号) の一部を次のように改正す

る｡

第１３条第１１項第４号中 ｢職業｣ を ｢安定した職業｣ に改め､ 同条第１４項中 ｢次の各号に

掲げる退職手当ごとに､ 当該各号に定める｣ を ｢雇用保険法第５６条の３第１項第１号に該当す

る者に係る就業促進手当について同条第４項の規定により基本手当を支給したものとみなされる

日数に相当する｣ に改め､ 同項各号を削る｡

附則第４項中 ｢日本電信電話株式会社の職員となり｣ を ｢日本電信電話株式会社 (日本電信電

話株式会社等に関する法律 (昭和５９年法律第８５号) 第１条の２第１項に規定する日本電信電

話株式会社をいう｡ 以下この項において同じ｡ ) の職員となり｣ に改める｡

附則第１１項中 ｢附則別表第１｣ を ｢附則別表｣ に改める｡

附則第１２項中 ｢第３５条｣ を ｢第３５条の２｣ に改める｡

附則第１４項中 ｢令和７年３月３１日｣ を ｢令和９年３月３１日｣ に改める｡

附 則

１ この条例は公布の日から施行する｡ ただし､ 第１３条第１１項第４号及び第１４項並びに附

則第１４項の改正規定は､ 令和７年４月１日から施行する｡

２ この条例による改正後の和歌山市職員の退職手当に関する条例第１３条第１１項 (第４号に

係る改正規定に限り､ 同条第１５項において準用する場合を含む｡ ) の規定は､ 退職職員 (退

職した職員の和歌山市職員の退職手当に関する条例第２条第１項に規定する職員 (同条第２項

の規定により職員とみなされる者を含む｡ ) をいう｡ 以下この項において同じ｡ ) であって､

前項ただし書に定める日 (以下この項において ｢施行日｣ という｡ ) 以後に安定した職業に就

いた者について適用し､ 退職職員であって施行日前に職業に就いた者に対する就業促進手当に

相当する退職手当の支給については､ なお従前の例による｡
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議案第５０号

和歌山市職員の勤務時間､ 休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て

和歌山市職員の勤務時間､ 休暇等に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市職員の勤務時間､ 休暇等に関する条例の一部を改正する条例

和歌山市職員の勤務時間､ 休暇等に関する条例 (平成６年条例第３５号) の一部を次のように

改正する｡

第８条の２第２項及び第４項中 ｢３歳に満たない｣ を ｢小学校就学の始期に達するまでの｣ に

改める｡

第１５条第１項中 ｢定める者｣ の次に ｢ (第１７条の２第１項において ｢配偶者等｣ という｡

) ｣ を加える｡

第１７条の次に次の２条を加える｡

(配偶者等が介護を必要とする状況に至った職員に対する意向確認等)

第１７条の２ 任命権者は､ 職員が配偶者等が当該職員の介護を必要とする状況に至ったことを

申し出たときは､ 当該職員に対して､ 仕事と介護との両立に資する制度又は措置 (以下この条

及び次条において ｢介護両立支援制度等｣ という｡ ) その他の事項を知らせるとともに､ 介護

両立支援制度等の申告､ 請求又は申出 (次条において ｢請求等｣ という｡ ) に係る当該職員の

意向を確認するための面談その他の措置を講じなければならない｡

２ 任命権者は､ 職員に対して､ 当該職員が４０歳に達した日の属する年度 (４月１日から翌年

の３月３１日までをいう｡ ) において､ 前項に規定する事項を知らせなければならない｡

(勤務環境の整備に関する措置)

第１７条の３ 任命権者は､ 介護両立支援制度等の請求等が円滑に行われるようにするため､ 次

に掲げる措置を講じなければならない｡

(１) 職員に対する介護両立支援制度等に係る研修の実施

(２) 介護両立支援制度等に関する相談体制の整備

(３) その他介護両立支援制度等に係る勤務環境の整備に関する措置

附 則

１ この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡ ただし､ 次項の規定は公布の日から施行する｡

２ この条例の施行の日 (以下 ｢施行日｣ という｡ ) 以後の日を時間外勤務制限開始日とする改

正後の第８条の２第２項の規定による請求 (３歳から小学校就学の始期に達するまでの子を養

育するために行うものに限る｡ ) を行おうとする職員は､ 施行日前においても､ 同項の規定の

例により､ 当該請求を行うことができる｡
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議案第５１号

和歌山市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の

一部を改正する条例の制定について

和歌山市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の一部を改正

する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例の

一部を改正する条例

和歌山市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に係る基準を定める条例 (平成２６年

条例第８９号) の一部を次のように改正する｡

第２条中 ｢第１４０条の６６第１号イ｣ を ｢第１４０条の６６第１号イ及びロ｣ に改める｡

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡

― 123 ―



議案第５２号

和歌山市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市国民健康保険条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市国民健康保険条例の一部を改正する条例

和歌山市国民健康保険条例 (昭和３４年条例第１１号) の一部を次のように改正する｡

第１０条第１項を削り､ 同条第２項中 ｢所得割額の算定額｣ を ｢基礎賦課額｣ に改め､ 同項を

同条とする｡

第１１条の６中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６０, ０００円｣ に改める｡

第１１条の６の４第２項中 ｢前項の所得割額｣ を ｢前条の後期高齢者支援金等賦課額｣ に改め

る｡

第１１条の６の１０中 ｢２４０, ０００円｣ を ｢２６０, ０００円｣ に改める｡

第１１条の９第１項中 ｢第１１条の１０｣ を ｢次条｣ に改め､ 同条第２項中 ｢前項の所得割額

｣ を ｢前条の介護納付金賦課額｣ に改める｡

第１５条第１項中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６０, ０００円｣ に改め､ 同項第２号中 ｢２９

５, ０００円｣ を ｢３０５, ０００円｣ に改め､ 同項第３号中 ｢５４５, ０００円｣ を ｢５６０,

０００円｣ に改め､ 同条第４項中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６０, ０００円｣ に､ ｢２４０,

０００円｣ を ｢２６０, ０００円｣ に改め､ 同条第５項中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６０, ０

００円｣ に改める｡

第１５条の２の３第１項中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６０, ０００円｣ に改め､ 同条第３項

中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６０, ０００円｣ に､ ｢２２０, ０００円｣ を ｢２６０, ０００

円｣ に､ ｢第２項｣ を ｢前項｣ に改め､ 同条第４項及び第５項中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６

０, ０００円｣ に改め､ 同条第７項中 ｢６５０, ０００円｣ を ｢６６０, ０００円｣ に､ ｢２２

０, ０００円｣ を ｢２６０, ０００円｣ に､ ｢第６項｣ を ｢前項｣ に改め､ 同条第８項中 ｢６５

０, ０００円｣ を ｢６６０, ０００円｣ に改める｡

附 則

１ この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡

２ この条例による改正後の第１０条､ 第１１条の６の４第２項､ 第１１条の９第２項､ 第１１

条の６､ 第１１条の６の１０､ 第１５条第１項､ 第４項及び第５項並びに第１５条の２の３第

１項､ 第３項から第５項まで､ 第７項及び第８項の規定は､ 令和７年度以後の年度分の保険料

について適用し､ 令和６年度分までの保険料については､ なお従前の例による｡
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議案第５３号

和歌山市立保育所条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市立保育所条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市立保育所条例の一部を改正する条例

和歌山市立保育所条例 (昭和３２年条例第３１号) の一部を次のように改正する｡

第６条第２項第２号中 ｢含む｡ ｣ の次に ｢以下同じ｡ ｣ を加え､ 同項第３号中 ｢含む｡ ｣ の次

に ｢次条において同じ｡ ｣ を加える｡

第７条を第８条とし､ 第６条の次に次の１条を加える｡

(乳児等通園支援事業の実施等)

第７条 市は､ 規則で定める保育所において､ 児童福祉法第６条の３第２３項に規定する乳児等

通園支援事業を行う｡

２ 乳児等通園支援事業に係る便宜 (以下この項において単に ｢便宜｣ という｡ ) を受けた乳児

又は幼児の保護者は､ 当該乳児等通園支援の実施に要する費用として便宜を受けた日１時間に

つき次の各号に掲げる保護者の区分に応じ､ 当該各号に定める額を納付しなければならない｡

(１) 次号から第５号までに掲げる者以外の者 ３００円

(２) 要保護児童対策地域協議会に登録された要支援児童及び要保護児童のいる世帯その他市長

が特に支援が必要と認める世帯に属する者のうち､ その児童及び保護者の心身の状況及び養

育環境等を踏まえ､ 乳児等通園支援事業に係る利用者負担額を軽減することが適当であると

認められるもの (次号から第５号までに該当する者を除く｡ ) １５０円

(３) その属する世帯の世帯主及び全ての世帯員が便宜を受けた月の属する年度 (便宜を受けた

月が４月から６月までの場合にあっては､ 前年度) 分の地方税法の規定による市町村民税の

同法第２９２条第１項第２号に掲げる所得割の額を合算した額が７７, １０１円未満である

者 (次号及び第５号に該当する者を除く｡ ) ９０円

(４) その属する世帯の世帯主及び全ての世帯員が便宜を受けた月の属する年度 (便宜を受けた

月が４月から６月までの場合にあっては､ 前年度) 分の地方税法の規定による市町村民税が

課されない者 (次号に該当する者を除く｡ ) ６０円

(５) その属する世帯に属する者が生活保護法第６条第１項に規定する被保護者又は中国残留邦

人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立の支援に

関する法律第１４条第１項の支援給付を受ける者である世帯に属する者 ０円

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡

― 125 ―



議案第５４号

和歌山市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定につ

いて

和歌山市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

(趣旨)

第１条 この条例は､ 児童福祉法 (昭和２２年法律第１６４号) 第３４条の１６第１項の規定に

基づき､ 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定めるものとする｡

(乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準)

第２条 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準は､ 次条から第６条までに定めるもの

のほか､ 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準 (令和７年内閣府令第１号｡ 以下 ｢

府令｣ という｡ ) の規定 (府令第１条第１項及び第３項を除く｡ ) による基準をもって､ その

基準とする｡

(人権擁護)

第３条 乳児等通園支援事業者 (府令第３条第１項に規定する乳児等通園支援事業者をいう｡ 以

下同じ｡ ) は､ 利用乳幼児 (府令第１条第２項に規定する利用乳幼児をいう｡ 以下同じ｡ ) の

人権を擁護するため､ 乳児等通園支援事業所 (同項に規定する乳児等通園支援事業所をいう｡

以下同じ｡ ) ごとに人権擁護推進員を置かなければならない｡

２ 乳児等通園支援事業者は､ 職員に対し､ 人権擁護に関する研修を実施しなければならない｡

(災害対策)

第４条 乳児等通園支援事業者は､ 非常災害対策を推進するため､ 乳児等通園支援事業所ごとに

災害対策推進員を置かなければならない｡

２ 乳児等通園支援事業者は､ 非常災害の防止に関する計画を作成しなければならない｡

(安全管理対策推進員の配置)

第５条 乳児等通園支援事業者は､ 利用乳幼児の安全管理対策を推進するため､ 乳児等通園支援

事業所ごとに安全管理対策推進員を置かなければならない｡

(食育推進員の配置)

第６条 乳児等通園支援事業者は､ 食事の提供を行う場合 (施設外で調理し運搬する方法により

行う場合を含む｡ ) においては､ 利用乳幼児の健全な食生活の実現及び健全な心身の成長を図

るため､ 乳児等通園支援事業所ごとに食育推進員を置かなければならない｡

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡
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議案第５５号

和歌山市企業立地促進条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市企業立地促進条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市企業立地促進条例の一部を改正する条例

和歌山市企業立地促進条例 (平成１２年条例第１０６号) の一部を次のように改正する｡

附則第２項中 ｢令和７年３月３１日｣ を ｢令和１０年３月３１日｣ に改める｡

附 則

この条例は､ 公布の日から施行する｡
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議案第５６号

和歌山市立市民スポーツ広場条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市立市民スポーツ広場条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市立市民スポーツ広場条例の一部を改正する条例

和歌山市立市民スポーツ広場条例 (昭和４６年条例第４号) の一部を次のように改正する｡

別表第１中 ｢球技場｣ の次に ｢ (大) ｣ を加え､ 同表に次のように加える｡

附 則

この条例は､ 公布の日から起算して１年を超えない範囲内において規則で定める日から施行す

る｡
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議案第５７号

和歌山市立学校等の児童､ 生徒等の災害共済給付に係る共済掛金徴収条例の一部を

改正する条例の制定について

和歌山市立学校等の児童､ 生徒等の災害共済給付に係る共済掛金徴収条例の一部を改正する条

例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市立学校等の児童､ 生徒等の災害共済給付に係る共済掛金徴収条例の一部を

改正する条例

和歌山市立学校等の児童､ 生徒等の災害共済給付に係る共済掛金徴収条例 (平成１２年条例第

１３号) の一部を次のように改正する｡

第２条中 ｢及び｣ を ｢若しくは｣ に改め､ ｢高等学校の｣ を削る｡

第３条第２号中 ｢生徒｣ の次に ｢ (成年に達している者を除く｡ ) ｣ を加え､ ｢又は｣ を ｢若

しくは｣ に改め､ ｢保護者｣ の次に ｢又は成年に達している生徒｣ を加える｡

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡
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議案第５８号

和歌山市道路に係る移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める

条例の制定について

和歌山市道路に係る移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める条例を次の

ように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市道路に係る移動等円滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める

条例

目次

第１章 総則 (第１条・第２条)

第２章 歩道等及び自転車歩行者専用道路等 (第３条―第１１条)

第３章 立体横断施設 (第１２条―第１７条)

第４章 乗合自動車停留所 (第１８条・第１９条)

第５章 自動車駐車場 (第２０条―第３０条)

第６章 移動等円滑化のために必要なその他の施設等 (第３１条―第３５条)

附則

第１章 総則

(趣旨)

第１条 この条例は､ 高齢者､ 障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 (平成１８年法律

第９１号｡ 以下 ｢法｣ という｡ ) 第１０条第１項の規定に基づき､ 市道に係る移動等円滑化の

ために必要な道路の構造に関する基準を定めるものとする｡

(定義)

第２条 この条例における用語の意義は､ 法第２条､ 道路交通法 (昭和３５年法律第１０５号)

第２条第４号及び第１３号､ 道路構造令 (昭和４５年政令第３２０号) 第２条並びに移動等円

滑化のために必要な道路の構造に関する基準を定める省令 (平成１８年国土交通省令第１１６

号) 第２条に定めるところによる｡

第２章 歩道等及び自転車歩行者専用道路等

(歩道)

第３条 道路 (自転車歩行者道を設ける道路､ 自転車歩行者専用道路及び歩行者専用道路を除く｡

) には､ 歩道を設けるものとする｡

(有効幅員)

第４条 歩道の有効幅員は､ 和歌山市道路の構造の技術的基準等に関する条例 (平成２４年和歌

山市条例第７１号) 第１１条第３項に規定する幅員の値以上とするものとする｡
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２ 自転車歩行者道の有効幅員は､ 和歌山市道路の構造の技術的基準等に関する条例第１０条第

２項に規定する幅員の値以上とするものとする｡

３ 自転車歩行者専用道路の有効幅員は､ 和歌山市道路の構造の技術的基準等に関する条例第４

１条第１項に規定する幅員の値以上とするものとする｡

４ 歩行者専用道路の有効幅員は､ 和歌山市道路の構造の技術的基準等に関する条例第４２条第

１項に規定する幅員の値以上とするものとする｡

５ 歩道若しくは自転車歩行者道 (以下 ｢歩道等｣ という｡ ) 又は自転車歩行者専用道路若しく

は歩行者専用道路 (以下 ｢自転車歩行者専用道路等｣ という｡ ) の有効幅員は､ 当該歩道等又

は自転車歩行者専用道路等の高齢者､ 障害者等の交通の状況を考慮して定めるものとする｡

(舗装)

第５条 歩道等又は自転車歩行者専用道路等の舗装は､ 雨水を地下に円滑に浸透させることがで

きる構造とするものとする｡ ただし､ 道路の構造､ 気象状況その他の特別の状況によりやむを

得ない場合においては､ この限りでない｡

２ 歩道等又は自転車歩行者専用道路等の舗装は､ 平たんで､ 滑りにくく､ かつ､ 水はけの良い

仕上げとするものとする｡

(勾配)

第６条 歩道等又は自転車歩行者専用道路等の縦断勾配は､ ５パーセント以下とするものとする｡

ただし､ 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては､ ８パーセント以

下とすることができる｡

２ 歩道等 (車両乗入れ部を除く｡ ) 又は自転車歩行者専用道路等の横断勾配は､ １パーセント

以下とするものとする｡ ただし､ 前条第１項ただし書に規定する場合又は地形の状況その他の

特別の理由によりやむを得ない場合においては､ ２パーセント以下とすることができる｡

(歩道等と車道等の分離)

第７条 歩道等には､ 車道若しくは車道に接続する路肩がある場合の当該路肩 (以下 ｢車道等｣

という｡ ) 又は自転車道に接続して縁石線を設けるものとする｡

２ 歩道等 (車両乗入れ部及び横断歩道に接続する部分を除く｡ ) に設ける縁石の車道等に対す

る高さは１５センチメートル以上とし､ 当該歩道等の構造及び交通の状況並びに沿道の土地利

用の状況等を考慮して定めるものとする｡

３ 歩行者の安全かつ円滑な通行を確保するため必要がある場合においては､ 歩道等と車道等の

間に植樹帯を設け､ 又は歩道等の車道等側に並木若しくは柵を設けるものとする｡

(高さ)

第８条 歩道等 (縁石を除く｡ ) の車道等に対する高さは､ ５センチメートルを標準とするもの

とする｡ ただし､ 横断歩道に接続する歩道等の部分にあっては､ この限りでない｡

２ 前項の高さは､ 乗合自動車停留所及び車両乗入れ部の設置の状況等を考慮して定めるものと
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する｡

(横断歩道に接続する歩道等の部分)

第９条 横断歩道に接続する歩道等の部分の縁端は､ 車道等の部分より高くするものとし､ その

段差は２センチメートルを標準とするものとする｡

２ 前項の段差に接続する歩道等の部分は､ 車椅子を使用している者 (以下 ｢車椅子使用者｣ と

いう｡ ) が円滑に転回できる構造とするものとする｡

(車両乗入れ部)

第１０条 第４条の規定にかかわらず､ 車両乗入れ部のうち第６条第２項の規定による基準を満

たす部分の有効幅員は､ ２メートル以上とするものとする｡

(歩道等又は自転車歩行者専用道路等に設ける排水溝の溝蓋)

第１１条 歩道等 (縁石を除く｡ ) 又は自転車歩行者専用道路等に排水溝を設ける場合には溝蓋

を設けるものとし､ その溝蓋は､ 次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 表面は､ 滑りにくい仕上げとすること｡

(２) 車椅子のキャスター､ つえ等が落ち込まない構造とすること｡

第３章 立体横断施設

(立体横断施設)

第１２条 道路には､ 高齢者､ 障害者等の移動等円滑化のために必要であると認められる箇所に､

高齢者､ 障害者等の円滑な移動に適した構造を有する立体横断施設 (以下 ｢移動等円滑化され

た立体横断施設｣ という｡ ) を設けるものとする｡

２ 移動等円滑化された立体横断施設には､ エレベーターを設けるものとする｡ ただし､ 昇降の

高さが低い場合その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては､ エレベーターに代え

て､ 傾斜路を設けることができる｡

３ 前項に規定するもののほか､ 移動等円滑化された立体横断施設には､ 高齢者､ 障害者等の交

通の状況により必要がある場合においては､ エスカレーターを設けるものとする｡

(エレベーター)

第１３条 移動等円滑化された立体横断施設に設けるエレベーターは､ 次に掲げる構造とするも

のとする｡

(１) 籠の内法
のり

幅は１.５メートル以上とし､ 内法
のり

奥行きは１.５メートル以上とすること｡

(２) 前号の規定にかかわらず､ 籠の出入口が複数あるエレベーターであって､ 車椅子使用者が

円滑に乗降できる構造のもの (開閉する籠の出入口を音声により知らせる装置が設けられて

いるものに限る｡ ) にあっては､ 内法
のり

幅は１.４メートル以上とし､ 内法
のり

奥行きは１.３５メ

ートル以上とすること｡

(３) 籠及び昇降路の出入口の有効幅は､ 第１号の規定による基準に適合するエレベーターにあ

っては９０センチメートル以上とし､ 前号の規定による基準に適合するエレベーターにあっ
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ては８０センチメートル以上とすること｡

(４) 籠内に､ 車椅子使用者が乗降する際に籠及び昇降路の出入口を確認するための鏡を設ける

こと｡ ただし､ 第２号の規定による基準に適合するエレベーターにあっては､ この限りでな

い｡

(５) 籠及び昇降路の出入口の戸にガラスその他これに類するものがはめ込まれていることによ

り､ 籠外から籠内が視覚的に確認できる構造とすること｡

(６) 籠内に手すりを設けること｡

(７) 籠及び昇降路の出入口の戸の開扉時間を延長する機能を設けること｡

(８) 籠内に､ 籠が停止する予定の階及び籠の現在位置を表示する装置を設けること｡

(９) 籠内に､ 籠が到着する階並びに籠及び昇降路の出入口の戸の閉鎖を音声により知らせる装

置を設けること｡

(１０) 籠内及び乗降口には､ 車椅子使用者が円滑に操作できる位置に操作盤を設けること｡

(１１) 籠内に設ける操作盤及び乗降口に設ける操作盤のうち視覚障害者が利用する操作盤は､

点字を貼り付けること等により視覚障害者が容易に操作できる構造とすること｡

(１２) 乗降口に接続する歩道等又は通路の部分の有効幅は１.５メートル以上とし､ 有効奥行

きは１.５メートル以上とすること｡

(１３) 停止する階が３以上であるエレベーターの乗降口には､ 到着する籠の昇降方向を音声に

より知らせる装置を設けること｡ ただし､ 籠内に籠及び昇降路の出入口の戸が開いた時に籠

の昇降方向を音声により知らせる装置が設けられている場合においては､ この限りでない｡

(傾斜路)

第１４条 移動等円滑化された立体横断施設に設ける傾斜路 (その踊場を含む｡ 以下同じ｡ ) は､

次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 有効幅員は､ ２メートル以上とすること｡ ただし､ 設置場所の状況その他の特別の理由に

よりやむを得ない場合においては､ １メートル以上とすることができる｡

(２) 縦断勾配は､ ５パーセント以下とすること｡ ただし､ 設置場所の状況その他の特別の理由

によりやむを得ない場合においては､ ８パーセント以下とすることができる｡

(３) 横断勾配は､ 設けないこと｡

(４) ２段式の手すりを両側に設けること｡

(５) 手すり端部の付近には､ 傾斜路の通ずる場所を示す点字を貼り付けること｡

(６) 路面は､ 平たんで､ 滑りにくく､ かつ､ 水はけの良い仕上げとすること｡

(７) 傾斜路の勾配部分は､ その接続する歩道等又は通路の部分との色の輝度比が大きいこと等

により当該勾配部分を容易に識別できるものとすること｡

(８) 傾斜路の両側には､ 立ち上がり部及び柵その他これに類する工作物を設けること｡ ただし､

側面が壁面である場合においては､ この限りでない｡
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(９) 傾斜路の下面と歩道等の路面との間が２.５メートル以下の歩道等の部分への進入を防ぐ

ため必要がある場合においては､ 柵その他これに類する工作物を設けること｡

(１０) 高さが７５センチメートルを超える傾斜路にあっては､ 高さ７５センチメートル以内ご

とに踏み幅１.５メートル以上の踊場を設けること｡

(エスカレーター)

第１５条 移動等円滑化された立体横断施設に設けるエスカレーターは､ 次に掲げる構造とする

ものとする｡

(１) 上り専用のものと下り専用のものをそれぞれ設置すること｡

(２) 踏み段の表面及びくし板は､ 滑りにくい仕上げとすること｡

(３) 昇降口において､ ３枚以上の踏み段が同一平面上にある構造とすること｡

(４) 踏み段の端部とその周囲の部分との色の輝度比が大きいこと等により踏み段相互の境界を

容易に識別できるものとすること｡

(５) くし板の端部と踏み段の色の輝度比が大きいこと等によりくし板と踏み段との境界を容易

に識別できるものとすること｡

(６) エスカレーターの上端及び下端に近接する歩道等及び通路の路面において､ エスカレータ

ーへの進入の可否を示すこと｡

(７) 踏み段の有効幅は､ １メートル以上とすること｡ ただし､ 歩行者の交通量が少ない場合に

おいては､ ６０センチメートル以上とすることができる｡

(通路)

第１６条 移動等円滑化された立体横断施設に設ける通路は､ 次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 有効幅員は､ ２メートル以上とし､ 当該通路の高齢者､ 障害者等の通行の状況を考慮して

定めること｡

(２) 縦断勾配及び横断勾配は設けないこと｡ ただし､ 構造上の理由によりやむを得ない場合又

は路面の排水のために必要な場合においては､ この限りでない｡

(３) ２段式の手すりを両側に設けること｡

(４) 手すりの端部の付近には､ 通路の通ずる場所を示す点字を貼り付けること｡

(５) 路面は､ 平たんで､ 滑りにくく､ かつ､ 水はけの良い仕上げとすること｡

(６) 通路の両側には､ 立ち上がり部及び柵その他これに類する工作物を設けること｡ ただし､

側面が壁面である場合においては､ この限りでない｡

(階段)

第１７条 移動等円滑化された立体横断施設に設ける階段 (その踊場を含む｡ 以下同じ｡ ) は､

次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 有効幅員は､ １.５メートル以上とすること｡

(２) ２段式の手すりを両側に設けること｡
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(３) 手すりの端部の付近には､ 階段の通ずる場所を示す点字を貼り付けること｡

(４) 回り段としないこと｡ ただし､ 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合に

おいては､ この限りでない｡

(５) 踏面は､ 平たんで､ 滑りにくく､ かつ､ 水はけの良い仕上げとすること｡

(６) 踏面の端部とその周囲の部分との色の輝度比が大きいこと等により段を容易に識別できる

ものとすること｡

(７) 段鼻の突き出しその他のつまずきの原因となるものを設けない構造とすること｡

(８) 階段の両側には､ 立ち上がり部及び柵その他これに類する工作物を設けること｡ ただし､

側面が壁面である場合においては､ この限りでない｡

(９) 階段の下面と歩道等の路面との間が２.５メートル以下の歩道等の部分への進入を防ぐた

め必要がある場合においては､ 柵その他これに類する工作物を設けること｡

(１０) 階段の高さが３メートルを超える場合においては､ その途中に踊場を設けること｡

(１１) 踊場の踏み幅は､ 直階段の場合にあっては１.２メートル以上とし､ その他の場合にあ

っては当該階段の幅員の値以上とすること｡

第４章 乗合自動車停留所

(高さ)

第１８条 乗合自動車停留所を設ける歩道等の部分の車道等に対する高さは､ １５センチメート

ルを標準とするものとする｡

(ベンチ及び上屋)

第１９条 乗合自動車停留所には､ ベンチ及びその上屋を設けるものとする｡ ただし､ それらの

機能を代替する施設が既に存する場合又は地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない

場合においては､ この限りでない｡

第５章 自動車駐車場

(障害者用駐車施設)

第２０条 自動車駐車場には､ 障害者が円滑に利用できる駐車の用に供する部分 (以下 ｢障害者

用駐車施設｣ という｡ ) を設けるものとする｡

２ 障害者用駐車施設の数は､ 自動車駐車場の全駐車台数が２００以下の場合にあっては当該駐

車台数に５０分の１を乗じて得た数以上とし､ 全駐車台数が２００を超える場合にあっては当

該駐車台数に１００分の１を乗じて得た数に２を加えた数以上とするものとする｡

３ 障害者用駐車施設は､ 次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 当該障害者用駐車施設へ通ずる歩行者の出入口からの距離ができるだけ短くなる位置に設

けること｡

(２) 有効幅は､ ３.５メートル以上とすること｡

(３) 障害者用である旨を見やすい方法により表示すること｡
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(障害者用停車施設)

第２１条 自動車駐車場の自動車の出入口又は障害者用駐車施設を設ける階には､ 障害者が円滑

に利用できる停車の用に供する部分 (以下 ｢障害者用停車施設｣ という｡ ) を設けるものとす

る｡ ただし､ 構造上の理由によりやむを得ない場合においては､ この限りでない｡

２ 障害者用停車施設は､ 次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 当該障害者用停車施設へ通ずる歩行者の出入口からの距離ができるだけ短くなる位置に設

けること｡

(２) 車両への乗降の用に供する部分の有効幅は１.５メートル以上とし､ 有効奥行きは１.５メ

ートル以上とする等､ 障害者が安全かつ円滑に乗降できる構造とすること｡

(３) 障害者用である旨を見やすい方法により表示すること｡

(出入口)

第２２条 自動車駐車場の歩行者の出入口は､ 次に掲げる構造とするものとする｡ ただし､ 当該

出入口に近接した位置に設けられる歩行者の出入口については､ この限りでない｡

(１) 有効幅は､ ９０センチメートル以上とすること｡ ただし､ 当該自動車駐車場外へ通ずる歩

行者の出入口のうち１以上の出入口の有効幅は､ １.２メートル以上とすること｡

(２) 戸を設ける場合は､ 当該戸は､ 有効幅を１.２メートル以上とする当該自動車駐車場外へ

通ずる歩行者の出入口のうち､ １以上の出入口にあっては自動的に開閉する構造とし､ その

他の出入口にあっては車椅子使用者が円滑に開閉して通過できる構造とすること｡

(３) 車椅子使用者が通過する際に支障となる段差を設けないこと｡

(通路)

第２３条 障害者用駐車施設へ通ずる歩行者の出入口から当該障害者用駐車施設に至る通路のう

ち１以上の通路は､ 次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 有効幅員は､ ２メートル以上とすること｡

(２) 車椅子使用者が通過する際に支障となる段差を設けないこと｡

(３) 路面は､ 平たんで､ かつ､ 滑りにくい仕上げとすること｡

(エレベーター)

第２４条 自動車駐車場外へ通ずる歩行者の出入口がない階 (障害者用駐車施設が設けられてい

る階に限る｡ ) を有する自動車駐車場には､ 当該階に停止するエレベーターを設けるものとす

る｡ ただし､ 構造上の理由によりやむを得ない場合においては､ エレベーターに代えて､ 傾斜

路を設けることができる｡

２ 前項のエレベーターのうち１以上のエレベーターは､ 前条に規定する出入口に近接して設け

るものとする｡

３ 第１３条第１号から第４号までの規定は､ 第１項のエレベーターについて準用する｡

４ 第１３条第５号から第１３号までの規定は､ 第２項のエレベーターについて準用する｡
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(傾斜路)

第２５条 第１４条の規定は､ 前条第１項の傾斜路について準用する｡

(階段)

第２６条 第１７条の規定は､ 自動車駐車場外へ通ずる歩行者の出入口がない階に通ずる階段の

構造について準用する｡

(屋根)

第２７条 屋外に設けられる自動車駐車場の障害者用駐車施設､ 障害者用停車施設及び第２３条

に規定する通路には､ 屋根を設けるものとする｡

(便所)

第２８条 障害者用駐車施設を設ける階に便所を設ける場合は､ 当該便所は､ 次に掲げる構造と

するものとする｡

(１) 便所の出入口付近に､ 男子用及び女子用の区別 (当該区別がある場合に限る｡ ) 並びに便

所の構造を視覚障害者に示すための点字による案内板その他の設備を設けること｡

(２) 床の表面は､ 滑りにくい仕上げとすること｡

(３) 男子用小便器を設ける場合においては､ １以上の床置式小便器､ 壁掛式小便器 (受け口の

高さが３５センチメートル以下のものに限る｡ ) その他これらに類する小便器を設けること｡

(４) 前号の規定により設けられる小便器には､ 手すりを設けること｡

２ 障害者用駐車施設を設ける階に便所を設ける場合は､ そのうち１以上の便所は､ 次に掲げる

基準のいずれかに適合するものとする｡

(１) 便所 (男子用及び女子用の区別があるときは､ それぞれの便所) 内に高齢者､ 障害者等の

円滑な利用に適した構造を有する便房が設けられていること｡

(２) 高齢者､ 障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便所であること｡

第２９条 前条第２項第１号の便房を設ける便所は､ 次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 第２３条に規定する通路と便所との間の経路における通路のうち１以上の通路は､ 同条各

号に掲げる構造とすること｡

(２) 出入口の有効幅は､ ８０センチメートル以上とすること｡

(３) 出入口には､ 車椅子使用者が通過する際に支障となる段を設けないこと｡ ただし､ 傾斜路

を設ける場合においては､ この限りでない｡

(４) 出入口には､ 高齢者､ 障害者等の円滑な利用に適した構造を有する便房が設けられている

ことを表示する案内標識を設けること｡

(５) 出入口に戸を設ける場合においては､ 当該戸は､ 次に掲げる構造とすること｡

ア 有効幅は､ ８０センチメートル以上とすること｡

イ 高齢者､ 障害者等が容易に開閉して通過できる構造とすること｡

(６) 車椅子使用者の円滑な利用に適した広さを確保すること｡
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２ 前条第２項第１号の便房は､ 次に掲げる構造とするものとする｡

(１) 出入口には､ 車椅子使用者が通過する際に支障となる段を設けないこと｡

(２) 出入口には､ 当該便房が高齢者､ 障害者等の円滑な利用に適した構造を有するものである

ことを表示する案内標識を設けること｡

(３) 腰掛便座及び手すりを設けること｡

(４) 高齢者､ 障害者等の円滑な利用に適した構造を有する水洗器具を設けること｡

３ 第１項第２号､ 第５号及び第６号の規定は､ 前項の便房について準用する｡

第３０条 前条第１項第１号から第３号まで､ 第５号及び第６号並びに第２項第２号から第４号

までの規定は､ 第２８条第２項第２号の便所について準用する｡ この場合において､ 前条第２

項第２号中 ｢当該便房｣ とあるのは､ ｢当該便所｣ と読み替えるものとする｡

第６章 移動等円滑化のために必要なその他の施設等

(案内標識)

第３１条 交差点､ 駅前広場その他の移動の方向を示す必要がある箇所には､ 高齢者､ 障害者等

が見やすい位置に､ 高齢者､ 障害者等が日常生活又は社会生活において利用すると認められる

官公庁施設､ 福祉施設その他の施設及びエレベーターその他の移動等円滑化のために必要な施

設の案内標識を設けるものとする｡

２ 前項の案内標識には､ 点字､ 音声その他の方法により視覚障害者を案内する設備を設けるも

のとする｡

(視覚障害者誘導用ブロック)

第３２条 歩道等､ 自転車歩行者専用道路等､ 立体横断施設の通路､ 乗合自動車停留所及び自動

車駐車場の通路には､ 視覚障害者の移動等円滑化のために必要であると認められる箇所に､ 視

覚障害者誘導用ブロックを敷設するものとする｡

２ 視覚障害者誘導用ブロックの色は､ 黄色その他の周囲の路面との輝度比が大きいこと等によ

り当該ブロック部分を容易に識別できる色とするものとする｡

３ 視覚障害者誘導用ブロックには､ 視覚障害者の移動等円滑化のために必要であると認められ

る箇所に､ 音声により視覚障害者を案内する設備を設けるものとする｡

(休憩施設)

第３３条 歩道等又は自転車歩行者専用道路等には､ 適当な間隔でベンチ及びその上屋を設ける

ものとする｡ ただし､ これらの機能を代替するための施設が既に存する場合その他の特別の理

由によりやむを得ない場合においては､ この限りでない｡

(照明施設)

第３４条 歩道等､ 自転車歩行者専用道路等及び立体横断施設には､ 照明施設を連続して設ける

ものとする｡ ただし､ 夜間における当該歩道等､ 自転車歩行者専用道路等及び立体横断施設の

路面の照度が十分に確保される場合においては､ この限りでない｡
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２ 乗合自動車停留所及び自動車駐車場には､ 高齢者､ 障害者等の移動等円滑化のために必要で

あると認められる箇所に､ 照明施設を設けるものとする｡ ただし､ 夜間における当該乗合自動

車停留所及び自動車駐車場の路面の照度が十分に確保される場合においては､ この限りでない｡

(防雪施設)

第３５条 歩道等､ 自転車歩行者専用道路等及び立体横断施設において､ 積雪又は凍結により､

高齢者､ 障害者等の安全かつ円滑な通行に著しく支障を及ぼすおそれのある箇所には､ 融雪施

設､ 流雪溝又は雪覆工を設けるものとする｡

附 則

(施行期日)

１ この条例は､ 公布の日から施行する｡

(経過措置)

２ 第３条の規定により歩道を設けるものとされる道路の区間のうち､ 一体的に移動等円滑化を

図ることが特に必要な道路の区間について､ 市街化の状況その他の特別の理由によりやむを得

ない場合においては､ 同条の規定にかかわらず､ 当分の間､ 歩道に代えて､ 車道及びこれに接

続する路肩の路面における凸部､ 車道における狭窄
さく

部又は屈曲部その他の自動車を減速させて

歩行者又は自転車の安全な通行を確保するための道路の部分を設けることができる｡

３ 第３条の規定により歩道を設けるものとされる道路の区間のうち､ 一体的に移動等円滑化を

図ることが特に必要な道路の区間について､ 市街化の状況その他の特別の理由によりやむを得

ない場合においては､ 第４条の規定にかかわらず､ 当分の間､ 当該区間における歩道の有効幅

員を１. ５メートルまで縮小することができる｡

４ 移動等円滑化された立体横断施設に設けられるエレベーター又はエスカレーターが存する道

路の区間について､ 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては､ 第４

条の規定にかかわらず､ 当分の間､ 当該区間における歩道等の有効幅員を１メートルまで縮小

することができる｡

５ 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ないため､ 第８条の規定による基準をそのま

ま適用することが適当でないと認められるときは､ 当分の間､ この規定による基準によらない

ことができる｡

６ 地形の状況その他の特別の理由によりやむを得ない場合においては､ 第１０条の規定の適用

については､ 当分の間､ 同条中 ｢２メートル｣ とあるのは､ ｢１メートル｣ とする｡
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議案第５９号

和歌山市開発行為等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市開発行為等に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市開発行為等に関する条例の一部を改正する条例

和歌山市開発行為等に関する条例 (平成１２年条例第７７号) の一部を次のように改正する｡

第２条第１６号を次のように改める｡

(１６) 公共施設の用地の求積図及び求積表 (公共施設を設置するときに限る｡ )

第２条中第１７号を第１９号とし､ 第１６号の次に次の２号を加える｡

(１７) 公共施設の計画及び構造を示す図面 (公共施設 (排水施設を除く｡ ) を設置するときに

限る｡ )

(１８) 法第３３条第１項第１２号及び第１３号に該当することを証する書類

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡
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議案第６０号

和歌山市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市都市公園条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市都市公園条例の一部を改正する条例

和歌山市都市公園条例 (昭和３３年条例第２５号) の一部を次のように改正する｡

別表第１中

｢

｣

を

｢
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庭球場 中之島公園 １月１日から１

２月３１日まで

７時から１９時まで

和歌山城公園 ９時から１９時まで

運動広場 西庄公園､ 高津公園､ 紀の川第２

緑地､ 紀の川第３緑地､ 紀の川第

４緑地､ 紀の川第５緑地､ 紀の川

第７緑地､ 紀の川第８緑地､ 雄湊

公園､ 和歌山城公園及び満屋広場

６時から１９時まで

中之島公園 １月４日から１

２月２８日まで

６時から２１時３０

分まで (夜間照明施

設の使用は１７時か

ら２１時３０分まで

)

１２月２９日か

ら翌年の１月３

日まで

６時から１９時まで

庭球場 和歌山城公園 １月１日から１

２月３１日まで

９時から１９時まで

運動広場 西庄公園､ 高津公園､ 紀の川第２

緑地､ 紀の川第３緑地､ 紀の川第

４緑地､ 紀の川第５緑地､ 紀の川

第７緑地､ 紀の川第８緑地､ 雄湊

公園､ 和歌山城公園及び満屋広場

６時から１９時まで

中之島公園 １月４日から１

２月２８日まで

６時から２１時３０

分まで (夜間照明施



｣

に改める｡

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡
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設の使用は１７時か

ら２１時３０分まで

)

１２月２９日か

ら翌年の１月３

日まで

６時から１９時まで



議案第６１号

和歌山市消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

和歌山市消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市消防団設置等に関する条例の一部を改正する条例

和歌山市消防団設置等に関する条例 (昭和３９年条例第３１号) の一部を次のように改正する｡

第７条第１項中 ｢１, ７５０人｣ を ｢１, ５５０人｣ に改める｡

第１５条第３項の表訓練､ 警備､ 広報､ 演奏等の場合の項中 ｢､ 広報｣ を削る｡

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡
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議案第６２号

和歌山市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条

例の制定について

和歌山市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例を次のよ

うに定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条

例

和歌山市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例 (昭和３９年条例第３３号) の

一部を次のように改正する｡

別表を次のように改める｡

退職報償金支給額表

附 則

１ この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡

２ この条例による改正後の和歌山市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例別表
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階級

勤務年数

５年以上

１０年未

満

１０年以

上１５年

未満

１５年以

上２０年

未満

２０年以

上２５年

未満

２５年以

上３０年

未満

３０年以

上３５年

未満

３５年以

上

団長

２３９,

０００円

３４４,

０００円

４５９,

０００円

５９４,

０００円

７７９,

０００円

９７９,

０００円

１, ０７

９, ００

０円

副団長

２２９,

０００円

３２９,

０００円

４２９,

０００円

５３４,

０００円

７０９,

０００円

９０９,

０００円

１, ００

９, ００

０円

分団長
２１９,

０００円

３１８,

０００円

４１３,

０００円

５１３,

０００円

６５９,

０００円

８４９,

０００円

９４９,

０００円

副分団長
２１４,

０００円

３０３,

０００円

３８８,

０００円

４７８,

０００円

６２４,

０００円

８０９,

０００円

９０９,

０００円

部長及び班長
２０４,

０００円

２８３,

０００円

３５８,

０００円

４３８,

０００円

５６４,

０００円

７３４,

０００円

８３４,

０００円

団員
２００,

０００円

２６４,

０００円

３３４,

０００円

４０９,

０００円

５１９,

０００円

６８９,

０００円

７８９,

０００円



の規定は､ この条例の施行の日以後に退職した非常勤消防団員について適用し､ 同日前に退職

した非常勤消防団員については､ なお従前の例による｡
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議案第６３号

和歌山市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

和歌山市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一部を改正す

る条例を次のように定める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓

和歌山市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例の一

部を改正する条例

和歌山市水道事業の布設工事監督者及び水道技術管理者の資格等に関する条例 (平成２４年条

例第７５号) の一部を次のように改正する｡

第３条第１号中 ｢において衛生工学又は水道工学に関する学科目｣ を削り､ ｢２年以上水道｣

を ｢３年以上水道､ 工業用水道､ 下水道､ 道路又は河川 (以下この条において ｢水道等｣ という｡

) ｣ に改め､ ｢者｣ の次に ｢ (１年６月以上水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する

者に限る｡ ) ｣ を加え､ 同条第２号中 ｢の土木工学科｣ を ｢において機械工学科若しくは電気工

学科｣ に､ ｢これ｣ を ｢これら｣ に改め､ ｢において衛生工学及び水道工学に関する学科目以外

の学科目｣ を削り､ ｢３年以上水道｣ を ｢４年以上水道等｣ に改め､ ｢者｣ の次に ｢ (２年以上

水道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者に限る｡ ) ｣ を加え､ 同条第３号中 ｢高等

専門学校｣ の次に ｢ (次号において ｢短期大学等｣ という｡ ) ｣ を､ ｢修了した後｣ の次に ｢｡

次号において同じ｡ ｣ を加え､ ｢水道｣ を ｢水道等｣ に改め､ ｢者｣ の次に ｢ (２年６月以上水

道に関する技術上の実務に従事した経験を有する者に限る｡ ) ｣ を加え､ 同条中第６号を第８号

とし､ 同条第５号中 ｢水道｣ を ｢水道等｣ に改め､ ｢者｣ の次に ｢ (５年以上水道の工事に関す

る技術上の実務に従事した経験を有する者に限る｡ ) ｣ を加え､ 同号を同条第７号とし､ 同条第

５号の次に次の１号を加える｡

(６) 高等学校等において機械科若しくは電気科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した後､

８年以上水道等に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 (４年以上水道に関する技

術上の実務に従事した経験を有する者に限る｡ )

第３条第４号中 ｢中等教育学校｣ の次に ｢ (次号において ｢高等学校等｣ という｡ ) ｣ を加え､

｢水道｣ を ｢水道等｣ に改め､ ｢者｣ の次に ｢ (３年６月以上水道に関する技術上の実務に従事

した経験を有する者に限る｡ ) ｣ を加え､ 同号を同条第５号とし､ 同条第３号の次に次の１号を

加える｡

(４) 短期大学等において機械科若しくは電気科又はこれらに相当する課程を修めて卒業した後､

６年以上水道等に関する技術上の実務に従事した経験を有する者 (３年以上水道に関する技術

上の実務に従事した経験を有する者に限る｡ )
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第４条第１号を次のように改める｡

(１) 前条第１号､ 第３号又は第５号に規定する学校において土木工学科若しくは土木科又はこ

れらに相当する課程を修めて卒業した後 (学校教育法による専門職大学の前期課程にあって

は､ 終了した後) ､ 同条第１号に規定する学校を卒業した者については３年以上､ 同条第３

号に規定する学校を卒業した者 (同法による専門職大学の前期課程にあっては､ 修了した者

) については５年以上､ 同条第５号に規定する学校を卒業した者については７年以上水道に

関する技術上の実務に従事した経験を有する者

第４条第２号中 ｢及び第４号｣ を ｢又は第５号｣ に改め､ ｢土木工学以外の｣ を削り､ ｢に関

する学科目｣ を ｢の課程｣ に､ ｢相当する学科目｣ を ｢相当する課程 (土木工学科及び土木科並

びこれらに相当する課程を除く｡ ) ｣ に､ ｢同条第４号｣ を ｢同条第５号｣ に改め､ 同条第４号

中 ｢前２号｣ を ｢前３号｣ に改める｡

附 則

この条例は､ 令和７年４月１日から施行する｡
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議案第６４号

包括外部監査契約の締結について

包括外部監査契約を次のとおり締結したいので､ 地方自治法第２５２条の３６第１項の規定に

より､ 議会の議決を求める｡

令和７年２月１９日提出

和歌山県和歌山市長 尾 花 正 啓
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契 約 の 目 的 当該契約に基づく監査及び監査の結果に関する報告

契 約 の 始 期 令和７年４月１日

契 約 の 金 額 １０, ９１２, ０００円を上限とする額

費用の支払方法
監査の結果に関する報告提出後に支払うものとする｡ ただし､ 市長が
必要と認めた場合は､ 契約の範囲内で前払いをすることができる｡

契 約 の 相 手 方
住所 川西市南花屋敷４丁目１５番２６号
氏名 大川幸一
資格 公認会計士



議案第６５号 

   損害賠償の額を定めるについて 

 令和６年１２月３１日和歌山市一番丁３番地の和歌山城公園普通車駐車場内において発生した

落枝による自動車の物損事故に対する損害賠償の額を次のように定める。 

  令和７年２月１９日提出 

和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓 

 

被賠償者 損害賠償額 賠償内容 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇

〇〇 

〇〇〇〇〇 

１，７１６，０００円 車両関係費 

 

 

 

 

 

 



議案第６６号 

   和歌山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

 和歌山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 令和７年２月１９日提出 

和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓 

和歌山市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

 和歌山市消防団員等公務災害補償条例（昭和４１年条例第２３号）の一部を次のように改正す

る。 

第５条第２項第２号中「９，１００円」を「９，７００円」に改め、同号ただし書中「１４，

２００円」を「１４，５００円」に改め、同条第３項中「及び第３号から第６号までのいずれか

」を削り、「２１７円」を「１００円」に、「３３３円」を「３８３円を、第３号から第６号ま

でのいずれかに該当する扶養親族については１人につき２１７円」に改め、同条第４項中「（以

下この項において「特定期間」という。）」を削り、「特定期間に」を「当該期間に」に改める。 

別表中「１２，５００円」を「１２，９００円」に、「１３，３５０円」を「１３，７００円

」に、「１４，２００円」を「１４，５００円」に、「１０，８００円」を「１１，３００円」

に、「１１，６５０円」を「１２，１００円」に、「９，１００円」を「９，７００円」に、「

９，９５０円」を「１０，５００円」に改める。 

   附 則 

１ この条例は、令和７年４月１日から施行する。 

２ この条例による改正後の和歌山市消防団員等公務災害補償条例（以下「新条例」という。）

第５条第２項及び第３項並びに別表の規定は、この条例の施行の日以後に支給すべき事由の生

じた新条例第５条第１項に規定する損害補償（以下「損害補償」という。）並びに同日前に支

給すべき事由の生じた同日以後の期間に係る新条例第４条第３号に規定する傷病補償年金、同

条第４号アに規定する障害補償年金及び同条第６号アに規定する遺族補償年金（以下「傷病補

償年金等」という。）について適用し、同日前に支給すべき事由の生じた損害補償（傷病補償

年金等を除く。）及び同日前に支給すべき事由の生じた同日前の期間に係る傷病補償年金等に

ついては、なお従前の例による。 
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議案第６７号 

   令和６年度和歌山市一般会計補正予算（第１３号） 

令和６年度和歌山市一般会計補正予算（第１３号）は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５３４，２８０千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１７０，０６４，８２１千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

  令和７年２月１９日提出 

和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 1 -



歳

庫 交 付 金 9,051,968 196,880

款

9,248,848

項

22 市

補

債 12,855,70

正

0 337,400 13

前

,193,100

の

1 市 債 1

額

2,855,700 3

補

37,400 13,1

　

　

93,100

正

歳 入 合 計 169

　

,530,541 53

額

4,280 170,0

計

64,821

歳　出(

款 項 補

単

正前の額 補　正　額 計

位 (単位　千円)　

9 教 育 費 16

千

,651,380 53

入 円

4,280 17,18

)

5,660

第

1 小 学 校 費 4,

１

043,311 321

表

,926 4,365,

歳

237

入

2 中 学 校 費 1,54

歳

1,287 212,3

出

54 1,753,64

予

1

歳 出

算

合 計 169,530,

補

541 534,280

正

170,064,82

（

1

第１３号）

15 国 庫 支 出 金 38,799,962 196,880 38,996,842

3 国
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第２表

１  変　　更 （単位　千円）

補　　　　　　正　　　　　　後

償還の方法 限 度 額 利  率 償還の方法

  政府その
他の資金の
借入れにつ
いては、そ
の融通条件
による。た
だし、市財
政の都合に
より据置期
間及び償還
期限を短縮
し、又は繰
上償還若し
くは低利に
借り換える
ことができ
る。

1,100,400

年4.0％以内
（ただし､利
率見直し方
式で借り入
れる政府資
金及び地方
公共団体金
融機構資金
について､利
率の見直し
を行った後
においては､
当該見直し
後の利率）

  政府その
他の資金の
借入れにつ
いては、そ
の融通条件
による。た
だし、市財
政の都合に
より据置期
間及び償還
期限を短縮
し、又は繰
上償還若し
くは低利に
借り換える
ことができ
る。

〃 845,300 〃 〃

13,193,100

地　方　債　補　正

起債の方法

起債の目的

補 正 前

限 度 額 起債の方法 利  率

小学校施設
整備事業

890,400 証書借入又
は債券発行

年4.0％以内
（ただし､利
率見直し方
式で借り入
れる政府資
金及び地方
公共団体金
融機構資金
について､利
率の見直し
を行った後
においては､
当該見直し
後の利率）

証書借入又
は債券発行

中学校施設
整備事業

717,900 〃 〃 〃

計 12,855,700
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議案第６８号 

   令和６年度和歌山市一般会計補正予算（第１４号） 

令和６年度和歌山市一般会計補正予算（第１４号）は、次に定めるところによる。 

（繰越明許費） 

第１条 地方自治法第２１３条第１項の規定により翌年度に繰り越して使用することができる経

費は、「第１表 繰越明許費」による。 

  令和７年２月１９日提出 

和歌山県和歌山市長  尾 花 正 啓 
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第１表
       繰　 　越　 　明　 　許　 　費

款 項 事     業     名 金    額

 9 教　育　費 534,280

 2  小 学 校 費 321,926

小学校体育館空調整備事業 321,926

 3  中 学 校 費 212,354

中学校体育館空調整備事業 212,354

   合                    計 534,280

                                      (単位   千円)
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